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■
ま
え
が
き 

 

弘
仁
年
間
か
ら
天
長
年
間
の
は
じ
め
、「
五
大
」
に
「
識
大
」
を
加
え
た
「
六
大
」
説
を
体
系
化
し
た
宗
祖
大
師
は
、
自
ら
の
中
核
思
想
と
な
る

「
即
身
成
仏
」
論
を
大
成
し
、『
即
身
成
仏
義
』
を
撰
述
し
た
。
長
安
で
不
空
・
恵
果
の
密
教
に
学
ん
で
か
ら
、
帰
国
後
も
ず
っ
と
構
想
し
て
い
た

自
ら
の
密
教
の
中
核
思
想
を
ま
と
め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
久
米
寺
の
東
塔
の
下
で
感
得
し
、
実
際
は
西
大
寺
で
見
た
天
平
写
本

の
『
大
日
経
』
の
解
読
で
き
な
か
っ
た
部
分
、
す
な
わ
ち
「
具
縁
品
」
以
下
儀
軌
類
か
ら
も
得
た
答
え
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
時
期
、
宗
祖
大
師
は
高
野
山
造
営
に
忙
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）、
嵯
峨
天
皇
か
ら
高
野
山
を
下
賜
さ
れ
る
と
、
翌

八
年
（
八
一
七
）、
實
惠
や
泰
範
ら
を
高
野
山
に
送
り
造
営
の
準
備
に
着
手
、
次
い
で
九
年
（
八
一
八
）
～
十
年
（
八
二
〇
）、
自
ら
も
高
野
山
に

上
り
伽
藍
の
造
営
を
は
じ
め
た
。
宗
祖
大
師
の
密
教
に
と
っ
て
集
大
成
と
な
る
大
事
業
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
多
忙
期
に
、
宗
祖
大
師
は
こ
の
『
即
身
成
仏
義
』
の
ほ
か
『
声
字
実
相
後
』『
吽
字
義
』『
文
鏡
秘
府
論
』『
篆
隷
万
象
名
義
』
な
ど

重
要
な
著
作
を
著
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
宗
祖
大
師
の
な
か
で
は
そ
れ
ま
で
集
積
し
て
き
た
仏
教
・
密
教
の
教
理
や
密
教
の
瑜
伽
観
法
体
験
が

「
法
身
説
法
」「
阿
字
本
不
生
」「
六
大
体
大
」「
四
種
法
身
」「
三
密
加
持
」「
声
字
実
相
」
な
ど
に
収
斂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
み
な
、

宗
祖
大
師
の
独
創
で
あ
り
、
私
的
に
言
え
ば
、
法
蔵
・
澄
観
の
華
厳
思
想
を
は
じ
め
従
来
の
仏
教
が
自
明
的
に
構
造
化
し
て
き
た
重
要
教
理
を
、

解
体
し
脱
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
の
一
つ
が
こ
の
「
即
身
成
仏
」
で
あ
り
、
従
来
、
は
て
し
な
く
長
い
無
時
間
的
な
時
間
の
菩
薩
行

の
果
て
に
あ
っ
た
サ
ト
リ
・
成
仏
（「
三
劫
成
仏
」）
を
脱
構
築
し
「
こ
の
身
を
捨
て
ず
し
て
」「
現
身
に
お
い
て
」「
速
疾
に
」
の
成
仏
に
し
た
の

で
あ
る
。
加
え
れ
ば
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
自
性
・
空
で
、
お
互
い
に
相
即
相
入
し
合
っ
て
融
通
無
礙
の
真
如
法
界
を
当
体
と
す
る
法
仏

「
ビ
ル
シ
ャ
ナ
」
が
真
実
態
と
し
て
た
だ
在
る
だ
け
な
の
に
対
し
、
法
仏
「
大
ビ
ル
シ
ャ
ナ
」
に
自
受
用
身
と
他
受
用
身
と
を
付
与
し
、
説
法
、

す
な
わ
ち
真
実
の
言
語
化
を
可
能
に
し
た
の
も
（「
法
身
説
法
」）、
宗
祖
大
師
の
独
創
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
阿
字
」
一
字
に
包
摂
さ
れ
る
、

あ
る
い
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
コ
ト
バ
で
発
せ
ら
れ
て
（
言
語
化
さ
れ
て
）
初
め
て
存
在
た
り
得
る
、
す
な
わ
ち
「
コ
ト
バ
は
存
在
で
あ
る
」
も
、

従
来
の
教
理
構
造
の
脱
構
築
だ
っ
た
。 



蛇
足
を
加
え
れ
ば
、
宗
祖
大
師
の
書
で
注
目
す
べ
き
「
破
体
書
」（
雑
体
書
）
は
、『
聾
瞽
指
歸
』「
益
田
池
碑
銘
」「
破
体
心
経
」
等
に
見
ら
れ

る
が
、
一
著
作
・
一
碑
文
・
一
経
が
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
・
行
書
。
草
書
の
五
体
の
ほ
か
数
多
く
の
変
体
書
法
で
書
か
れ
て
い
る
。「
五
筆
和
尚
」

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
れ
も
中
国
の
書
法
を
充
分
に
研
究
し
身
に
つ
け
た
宗
祖
大
師
で
し
か
で
き
な
い
独
創
で
、
日
本
の
書
の
常
識
の
脱
構
築
で

あ
る
。 

そ
の
脱
構
築
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
け
る
顕
密
二
教
の
峻
別
、「
応
化
の
開
説
を
名
づ
け
て
顕
教
と
い
う
。
こ
と
ば
顕
略
に
し
て
機
に
逗
え

り
。
法
仏
の
談
話
こ
れ
を
密
蔵
と
い
う
。
こ
と
ば
秘
奥
に
し
て
実
説
な
り
」
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
長
安
の
日
々
か
ら
熟
成
し
て
き
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
在
唐
二
十
年
の
留
学
義
務
を
破
っ
て
帰
国
を
急
い
だ
の
は
、
旧
仏
教
の
脱
構
築
、
す
な
わ
ち
南
都
の
学
解
仏
教
の
教
理
訓
詁
学

か
ら
脱
し
て
、
不
空
や
恵
果
の
よ
う
に
国
家
を
動
か
し
人
々
を
安
寧
に
導
く
現
実
対
応
の
仏
教
へ
の
脱
構
築
、「
現
実
即
真
実
」
の
仏
教
に
、
心
が

は
や
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

 

時
に
、『
即
身
成
仏
義
』
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、
ど
う
や
ら
「
即
身
」
に
主
題
が
あ
り
そ
う
な
の
だ
が
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
実
は
わ
か
っ
て

い
な
い
「
成
仏
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

通
常
の
仏
教
教
理
で
は
、「
成
仏
」
と
は
「
ブ
ッ
ダ
（
覚
者
）
に
な
る
こ
と
」「
釈
尊
の
よ
う
に
、
無
我
・
無
執
著
を
覚
る
こ
と
」「
無
自
性
・
空

の
現
等
覚
（
サ
ト
リ
）
が
心
に
現
前
す
る
こ
と
」「
彼
岸
に
到
る
こ
と
」「
無
余
涅
槃
に
入
る
こ
と
」
等
々
、
具
に
言
え
ば
、
瞑
想
行
（
止
観
行
）

に
よ
っ
て
、
心
に
や
む
こ
と
な
く
去
来
す
る
雑
念
を
抑
滅
し
、
深
い
無
念
無
想
の
境
地
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
自
性
・
空
で
あ
る
と
い
う
直
観

智
が
心
に
現
前
す
る
こ
と
。
従
来
の
仏
教
で
は
、
こ
れ
に
至
る
の
に
三
劫
と
い
う
途
方
も
な
い
時
間
の
菩
薩
行
を
要
す
る
。
そ
の
困
難
な
こ
と
は

『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
に
説
か
れ
る
善
哉
童
子
の
求
法
物
語
か
ら
も
想
像
で
き
る
。
ち
な
み
に
中
国
華
厳
の
解
釈
の
な
か
に
は
、
善
哉
童
子
が

訪
ね
る
五
十
三
人
の
善
知
識
を
菩
薩
の
五
十
二
位
に
最
後
の
普
賢
菩
薩
の
一
位
と
す
る
も
の
が
あ
る
。 

一
方
、
密
教
が
言
う
「
成
仏
」
は
、
真
言
行
者
が
手
に
本
尊
の
象
徴
で
あ
る
印
契
を
結
び
、
心
に
本
尊
を
観
想
し
、
口
に
本
尊
の
真
言
を
称
え
、

本
尊
の
「
三
密
」
と
行
者
の
「
三
密
」
と
が
一
体
化
し
「
三
密
相
応
」
す
る
、
そ
れ
は
行
者
が
本
尊
の
仏
身
と
等
し
く
な
る
こ
と
、
行
者
が
本
尊



の
身
に
入
り
本
尊
が
わ
が
身
に
入
り
、
相
即
相
入
し
合
っ
て
無
礙
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
「
即
身
」
に
お
い
て
は
、「
円
鏡
力
の
故
に
実
覚
智
」（「
薩

般
若
」「
一
切
智
智
」）
が
具
足
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
を
「
成
仏
」
と
言
う
。 

こ
の
成
仏
論
の
背
景
に
は
、
煩
悩
に
染
ま
っ
て
「
仏
性
」
の
な
い
衆
生
が
仏
道
に
め
ざ
め
て
長
い
修
行
の
結
果
成
仏
に
至
る
顕
教
の
前
提
と
、

本
有
の
菩
提
心
の
自
覚
・
発
起
を
起
点
と
し
て
衆
生
身
が
速
疾
に
本
来
の
仏
身
に
転
じ
る
密
教
の
前
提
と
の
ち
が
い
が
あ
る
。
宗
祖
大
師
は
大
乗

の
「
仏
性
」「
如
来
蔵
」「
本
来
成
仏
」
論
と
同
じ
系
譜
の
「
菩
提
心
」
説
、
す
な
わ
ち
密
教
の
「
本
有
菩
提
心
」
説
（
本
覚
門
）
を
足
場
に
し
て

「
即
身
成
仏
」
を
創
案
し
、
従
来
の
「
三
劫
成
仏
」
を
脱
構
築
し
た
の
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
言
え
ば
、「
即
身
」、
す
な
わ
ち
「
重
々
帝
網
」
は
法
蔵
の
「
十
玄
縁
起
」
や
澄
観
の
「
重
々
無
尽
縁
起
」
の
「
事
事
無
礙
法
界
」
に

依
っ
て
い
る
が
、
こ
の
華
厳
の
法
界
縁
起
説
を
た
だ
の
真
如
法
界
説
に
置
く
こ
と
な
く
、「
六
大
体
大
」
説
を
媒
介
に
「
能
生
不
二
」
の
成
仏
論
に

脱
構
築
し
た
の
で
あ
る
。 

 

『
即
身
成
仏
義
』
は
冒
頭
か
ら
「「
三
劫
成
仏
」」
と
「
即
身
成
仏
」
の
ち
が
い
、「
即
身
成
仏
」
の
論
拠
を
明
か
す
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

南
都
の
華
厳
や
法
相
・
三
論
、
あ
る
い
は
最
澄
の
天
台
か
ら
も
批
判
が
出
さ
れ
た
に
相
違
な
く
、
そ
れ
ら
に
正
面
か
ら
答
え
る
形
で
「
二
頌
八
句
」

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
、
冒
頭
、「
成
仏
」
に
つ
い
て
私
見
を
明
か
し
て
お
い
た
。 

 

時
に
、「
成
仏
」
と
は
仏
教
の
根
本
テ
ー
マ
な
が
ら
、
そ
の
実
体
験
と
な
る
と
、
今
の
真
言
僧
侶
の
な
か
に
「
即
身
成
仏
」
の
経
験
者
が
い
る
か

ど
う
か
あ
や
し
い
。
曹
洞
宗
の
禅
家
の
な
か
に
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
覚
っ
た
禅
家
は
自
か
ら
言
う
も
の
で
は
な
い
。
今
私
た
ち
僧
侶
が

口
に
す
る
「
成
仏
」
は
頭
で
想
像
し
た
り
考
え
た
り
理
解
し
た
理
念
・
知
識
で
あ
り
、
学
術
の
世
界
で
は
教
理
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
『
即
身
成
仏
義
』
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
「
成
仏
」
は
、
宗
祖
大
師
が
修
習
練
磨
し
た
で
あ
ろ
う
華
厳
の
「
海
印
三
昧
」
や
密
教
の
三
摩
地
法

の
経
験
則
で
あ
り
「
実
覚
智
」
で
あ
る
。 

 



こ
の
『
即
身
成
仏
義
』
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、「
原
文
」
を
「
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
版
（
大
正

NO.2161

）
を
依
用
し

た
。
だ
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
誤
記
が
あ
り
、「
高
野
山
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
「
定
本 

即
身
成
仏
義
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
私
な
り
に
直
し
た
。 

「
原
文
」
に
続
い
て
「
書
き
下
し
」
を
付
し
た
。「
書
き
下
し
」
に
当
っ
て
は
「
定
本 

即
身
成
仏
義
」『
弘
法
大
師
全
集
』
を
参
照
し
た
。 

「
書
き
下
し
」
に
続
い
て
「
私
訳
」
を
付
け
た
。
私
な
り
の
現
代
語
訳
で
あ
る
。 

「
私
訳
」
の
あ
と
の
「
註
記
」
は
、
専
門
語
や
難
解
な
語
の
解
説
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
が
調
べ
尽
く
せ
な
い
も
の
や
長
く

な
る
の
で
簡
略
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
ご
参
考
ま
で
に
「
付
記
」
を
付
け
て
お
い
た
。 

 

後
期
高
齢
の
せ
い
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
や
漢
字
変
換
の
ミ
ス
に
鈍
感
に
な
っ
た
。
誤
字
・
脱
字
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
容
赦
を
。 

 

今
回
は
、
こ
の
春
遷
化
さ
れ
た
大
学
時
代
の
学
友
で
同
じ
宗
派
の
法
友
松
本
照
敬
師
の
「
即
身
成
仏
義
」（『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
二
巻
）

に
目
を
凝
ら
し
、
松
長
有
慶
博
士
の
『
訳
注 

即
身
成
仏
義
』
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
の
工
夫
が
手
に
取
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て

き
て
、
宗
祖
大
師
の
難
解
な
漢
文
を
現
代
語
に
変
換
す
る
苦
闘
の
跡
が
し
の
ば
れ
た
。
と
て
も
助
け
ら
れ
た
。
学
恩
に
至
心
感
謝
で
あ
る
。
私
は

意
訳
は
用
い
ず
、
で
き
る
だ
け
原
文
に
添
っ
て
直
訳
し
た
。 

難
解
な
言
葉
や
表
現
に
つ
い
て
、
小
田
慈
舟
博
士
の
『
即
身
成
仏
義
講
説
』・
金
岡
秀
友
博
士
の
『
空
海
・
即
身
成
仏
義
』・
頼
富
本
宏
博
士
の

『
即
身
成
仏
義
』、
そ
し
て
同
じ
宗
派
の
碩
学
宮
坂
宥
勝
博
士
・
福
田
亮
成
博
士
の
著
も
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
時
々
、
古
い
時
代
の
学
匠
の

解
釈
に
も
接
し
た
が
、
う
な
ず
く
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
と
く
に
宥
快
の
『
即
身
成
仏
義
鈔
』（『
真
言
宗
全
書
』）
に
は
う
な
ず
い
た
。
こ
う
し
た

先
学
の
ご
労
作
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
私
の
よ
う
な
在
野
の
草
学
道
が
宗
祖
大
師
の
著
作
が
読
め
る
の
で
あ
る
。
感
謝
の
ほ
か
な
い
。 

  



■
「
即
身
成
仏
義
」 

原
文
・
書
き
下
し
・
註
記
・
私
訳
・
付
記 

 

■
題
名 
卽
身
成
佛
義 

遍
照
金
剛
撰 

 

■
二
経
一
論
八
箇
の
証
文 

【
原
文
】 

問
曰
。
諸
經
論
中
皆
説
三
劫
成
佛
。
今
建
立
卽
身
成
佛
義
有
何
憑
據
答
。
祕
密
藏
中
如
來
如
是
説
問
。
彼
經
説
云
何
答
。
金
剛
頂
經
説
。
修
此
三

昧
者
現
證
佛
菩
提
此
三
昧
者
謂
大
日
尊
一
字
頂
輪
王
三
摩
地
也
又
云
。
若
有
衆
生
遇
此
教
晝
夜
四
時
精
進
修
。
現
世
證
得
歡
喜
地
。
後
十
六
生
成

正
覺
謂
此
教
者
。
指
法
佛
自
内
證
三
摩
地
大
教
王
。
歡
喜
地
者
。
非
顯
教
所
説
初
地
。
是
則
自
宗
佛
乘
之
初
地
。
具
説
如
地
位
品
中
。
十
六
生
者
。

指
十
六
大
菩
薩
生
。
具
如
地
位
品
説
也
又
云
。
若
能
依
此
勝
義
修
。
現
世
得
成
無
上
覺
又
云
。
應
當
知
。
自
身
卽
爲
金
剛
界
。
自
身
爲
金
剛
。
堅

實
無
傾
壞
。
我
爲
金
剛
身
。
大
日
經
云
。
不
捨
於
此
身
。
逮
得
神
境
通
。
遊
歩
大
空
位
。
而
成
身
祕
密
。
又
云
。
欲
於
此
生
入
悉
地
。
隨
其
所
應

思
念
之
。
親
於
尊
所
受
明
法
。
觀
察
相
應
作
成
就
云
云
此
經
所
説
悉
地
者
。
明
持
明
悉
地
及
法
佛
悉
地
。
大
空
位
者
。
法
身
同
大
虚
而
無
礙
。
含

衆
象
而
常
恒
。
故
曰
大
空
。
諸
法
之
所
依
住
故
號
位
。
身
祕
密
者
。
法
佛
三
密
等
覺
難
見
十
地
何
窺
。
故
名 

身
祕
密
。
又
龍
猛
菩
薩
菩
提
心
論
説
。

眞
言
法
中
即
身
成
佛
故
是
説
三
摩
地
法
。於
諸
教
中
闕
而
不
書
是
説
三
摩
地
法
者
法
身
自
證
三
摩
地
。諸
教
者
他
受
用
身
所
説
諸
顯
教22

也
又
云
。

若
人
求
佛
慧
。
通
達
菩
提
心
。
父
母
所
生
身
。
速
證
大
覺
位
。
依
如
是
等
教
理
證
文
成
立
此
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

問
う
て
曰
わ
く
。
諸
の
經
論
の
中
に
、
皆
三
劫
成
佛

さ
ん
ご
う
じ
ょ
う
ぶ
つ

を
説
く
。
今
卽
身
成
佛

そ
く
し
ん
じ
ょ
う
ぶ
つ

の
義
を
建
立
す
る
何
の
憑
據

ひ
ょ
う
こ

か
有
り
や
。 

答
う
。
祕
密
藏
の
中
に
如
來
是
く
の
如
く
説
き
た
も
う
。 



問
う
。
彼
の
經
に
説
く
こ
と
云
何
。 

答
う
。
金
剛
頂
經
に
説
か
く
。
此
の
三
昧
を
修
す
る
者
は
現
に
佛
菩
提
を
證
す
、
と
。（
此
の
三
昧
は
、
謂
く
大
日
尊
の
一 い

ち

字 じ

頂
ち
ょ
う

輪 り
ん

王 の
う

の
三
摩
地

な
り
）。 

又
云
わ
く
。
若
し
衆
生
有
っ
て
此
の
教
に
遇
い
、
晝
夜
四
時
に
精
進
し
て
修
す
れ
ば
、
現
世
に
歡
喜
地

か

ん

ぎ

ぢ

を
證
得
し
、
後
の
十
六
生
に
正
覺
を
成
ず
、

と
。（
謂
く
此
の
教
は
、
法
佛
の
自
内
證

じ
な
い
し
ょ
う

の
三
摩
地
大
教
王
を
指
す
。
歡
喜
地
は
、
顯
教
に
説
く
所
の
初
地
に
非
ず
。
是
れ
則
ち
自
宗
佛
乘
の
初
地

な
り
。
具
に
説
く
こ
と
地
位
品

ぢ

い

ぼ

ん

の
中
の
如
し
。
十
六
生
と
は
、
十
六

じ
ゅ
う
ろ
く

大
菩
薩
生

だ
い
ぼ
さ
つ
し
ょ
う

を
指
す
。
具
に
は
地
位
品
に
説
く
が
如
く
な
り
）。 

又
云
わ
く
。
若
し
能
く
此
の
勝
義
に
依
っ
て
修
す
れ
ば
、
現
世
に
無
上
覺
を
成
ず
る
こ
と
を
得
。 

又
云
わ
く
。
當
に
知
る
べ
し
。
自
身
卽
ち
金
剛
界
と
爲
る
。
自
身
金
剛
と
爲
ら
ば
、
堅
實
に
し
て
傾 け

い

壞 か
い

無
し
。
我
金
剛
身
と
爲
る
。 

大
日
經
に
云
わ
く
。
此
の
身
を
捨
て
ず
し
て
、
神
境
通
を
逮
得
す
。
大
空
位
に
遊
歩
し
て
、
身
祕

し
ん
ひ

密 み
つ

を
成
ず
。 

又
云
わ
く
。
此
の
生
に
於
い
て
悉
地

し
つ
ぢ

に
入
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
其
の
所
應
に
隨
っ
て
之
を
思
念
せ
よ
。

親
ま
の
あ
た
り

に
尊
の
所

み
も
と

に
於
い
て
明
法
を
受
け
、

觀
察
し
相
應
す
れ
ば
成
就
を
作
す
、
と
云
云
。 

此
の
經
に
説
く
所
の
悉
地
と
は
、
持 じ

明
み
ょ
う

の
悉
地
及
び
法
佛
の
悉
地
を
明
か
す
。
大
空
位
と
は
、
法
身
は
大
虚
に
同
じ
く
し
て
無
礙

む

げ

な
り
。
衆

し
ゅ
う

象
し
ょ
う



を
含
ん
で
常

じ
ょ
う

恒 こ
う

な
り
。
故
に
大
空
と
曰
う
。
諸
法
の
依
住
す
る
所
の
故
に
位
と
號
す
。
身
祕
密
と
は
法
佛
の
三
密
な
り
。
等
覺
も
見
難
く
、
十
地

も
何
ぞ
窺
わ
ん
。
故
に
身
祕
密
と
名
づ
く
。 

又
龍

り
ゅ
う

猛
み
ょ
う

菩
薩

ぼ
さ
つ

は
菩
提
心
論
に
説
か
く
。
眞
言
法
の
中
に
の
み
即
身
成
佛
す
る
が
故
に
是
に
三
摩
地
法
を
説
く
。
於
諸
教
の
中
に
於
い
て
は
闕
き

書
せ
ず
。（
是
に
説
く
三
摩
地
法
と
は
、
法
身
自
證
の
三
摩
地
な
り
。
諸
教
は
他 た

受
用

じ
ゅ
よ
う

身 し
ん

の
説
く
所
の
諸
々
の
顯
教
な
り
）。 

又
云
わ
く
。
若
し
人
佛 ぶ

っ

慧 て

を
求
め
て
菩
提
心
に
通
達
す
れ
ば
、
父
母
所
生
の
身
に
速
に
大
覺
位

だ
い
か
く
い

を
證
す
。
是
く
の
如
き
等
の
教
理
證
文
に
依
っ
て

此
の
義
を
成
立
す
。 

 

【
註
記
】 

①
三
劫
成
佛
：
密
教
以
前
の
大
乗
ま
で
が
、
菩
薩
が
サ
ト
リ
（
成
仏
）
に
至
る
の
は
、
永
遠
に
等
し
い
三
劫
と
い
う
長
い
長
い
時
間
、
六
波
羅
蜜

行
に
励
ん
だ
そ
の
果
て
だ
と
言
っ
た
成
仏
論
。
三
劫
と
は
三
大
阿
僧
祇
劫
、
す
な
わ
ち
四
十
三
億
二
千
万
年
（
一
劫
）
の
三
倍
。 

②
卽
身
成
佛
：『
金
剛
頂
経
』
の
「
五
相
成
身
観
」
な
ど
で
説
か
れ
、
宗
祖
大
師
が
大
成
し
た
密
教
の
成
仏
論
。
永
遠
に
等
し
い
長
い
時
間
の
修
行

を
要
せ
ず
、「
発
心
す
れ
が
即
ち
到
る
」、
今
こ
の
生
身
（
現
身
）
に
お
い
て
仏
と
一
体
と
な
り
（「
入
我
我
入
」）、
仏
と
同
じ
仏
身
と
な
る
の
で

あ
る
。 

③
憑
據
：
典
拠
、
根
拠
、
拠
り
所
。 

④
一
字
頂
輪
王
：
一
字
金
輪
仏
頂
、
一
字
金
輪
聖
王
。「
一
字
」
は
種
字
の
「
ボ
ロ
ンb

h
r[

/

」。「
頂
」
は
仏
頂
尊
の
意
、「
輪
」
は
転
法
輪
・
転
輪
、

法
を
説
く
こ
と
。「
王
」
は
金
輪
王
。
金
輪
・
銀
輪
・
銅
輪
・
鉄
輪
の
第
一
。
大
日
如
来
が
変
じ
た
仏
頂
尊
。
仏
頂
尊
の
す
ぐ
れ
た
仏
徳
を
持
つ



転
輪
聖
王
の
第
一
で
、
一
字
真
言
「
ボ
ロ
ン
」
を
仏
格
化
し
た
仏
尊
。 

⑤
歡
喜
地
：『
大
日
経
』
に
説
か
れ
る
、
菩
薩
の
「
十
地
」
の
初
地
。
菩
薩
が
一
劫
目
の
六
波
羅
蜜
行
を
終
え
、
人
法
二
空
の
理
を
体
得
し
て
歓
喜

す
る
心
位
。
顕
教
で
言
う
初
地
で
は
な
い
。 

⑥
十
六
生
：『
金
剛
頂
経
』
に
説
か
れ
る
十
六
大
菩
薩
生
。
金
剛
界
マ
ン
ダ
ラ
の
、
東
方
阿
閦
如
来
の
四
親
近
、
金
剛
薩
埵
・
金
剛
王
・
金
剛
愛
・

金
剛
喜
、
南
方
宝
生
如
来
の
四
親
近
、
金
剛
宝
・
金
剛
光
・
金
剛
幢
・
金
剛
笑
、
西
方
阿
弥
陀
如
来
の
四
親
近
、
金
剛
法
・
金
剛
利
・
金
剛
因
・

金
剛
語
、
北
方
不
空
成
就
如
来
の
四
親
近
、
金
剛
業
・
金
剛
護
・
金
剛
牙
・
金
剛
拳
。 

東
方
阿
閦
如
来
の
四
親
近
、
金
剛
薩
埵
・
金
剛
王
・
金
剛
愛
・
金
剛
喜
は
歓
喜
地
、
南
方
宝
生
如
来
の
四
親
近
、
金
剛
宝
・
金
剛
光
・
金
剛
幢
・

金
剛
笑
は
離
垢
地
（
二
地
）
～
遠
行
地
（
七
地
）、
西
方
阿
弥
陀
如
来
の
四
親
近
、
金
剛
法
・
金
剛
利
・
金
剛
因
・
金
剛
語
と
、
北
方
不
空
成
就

如
来
の
四
親
近
、
金
剛
業
・
金
剛
護
・
金
剛
牙
・
金
剛
拳
は
、
不
動
地
（
八
地
）
～
法
雲
地
（
十
地
）
に
当
る
。 

⑦
法
佛
：
サ
ト
リ
の
当
体
と
し
て
の
法
身
仏
。
華
厳
で
は
盧
舎
那
仏
。
密
教
で
は
法
身
大
日
。 

⑧
自
内
證
：
仏
の
自
心
に
現
観
さ
れ
た
サ
ト
リ
。
仏
に
し
か
わ
か
ら
な
い
サ
ト
リ
。 

⑨
自
宗
佛
乘
：
わ
が
宗
の
教
え
。 

⑩
地
位
品
：
こ
の
名
の
仏
典
は
現
存
し
な
い
。
そ
の
こ
と
に
四
説
あ
る
。
そ
の
一
は
、
鎌
倉
期
の
自
性
上
人
（
槙
尾
山
西
明
寺
）
が
言
う
、
宗
祖

大
師
は
唐
で
こ
れ
を
披
見
し
た
が
、
未
だ
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
説
。
そ
の
二
は
、
頼
瑜
僧
正
な
ど
が
言
う
、『
大
日
経
』
及
び

『
大
日
経
疏
』「
住
心
品
」
の
「
十
地
段
」
だ
と
い
う
説
。
そ
の
三
は
、
宥
快
僧
正
（『
即
身
成
仏
義
鈔
』）
が
言
う
、『
華
厳
経
』
十
地
品
（『
十

地
経
』）
だ
と
い
う
説
。
そ
の
四
は
、
同
じ
く
頼
瑜
僧
正
が
言
う
、『
分
別
聖
位
経
』
を
指
す
と
い
う
説
。 

⑪
傾
壞
：
傾
い
て
だ
め
に
な
る
こ
と
、
傾
き
壊
れ
る
こ
と
。 

⑫
金
剛
身
：
金
剛
界
の
仏
身
。
一
切
の
如
来
た
ち
と
同
じ
仏
身
。 

⑬
身
祕
密
：
秘
密
の
仏
身
。
法
仏
（
法
身
大
日
）
の
三
密
は
、
仏
と
等
し
い
菩
薩
に
も
見
え
な
い
。
ま
し
て
そ
の
下
位
の
「
十
地
」
の
菩
薩
な
ど

に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
身
秘
密
な
の
で
あ
る
。 



⑭
悉
地
：
成
就
、
サ
ト
リ
。 

⑮
持
明
：
陀
羅
尼
・
真
言
。
あ
る
い
は
そ
れ
を
受
持
す
る
こ
と
。 

⑯
衆
象
：
万
象
。 

⑰
常
恒
：
常
に
。 

⑱
龍
猛
菩
薩
：
こ
の
龍
猛
（N

qg
a-arju

n
a

）
は
、
イ
ン
ド
中
観
派
の
論
師
龍
樹
で
は
な
く
、
密
教
伝
法
の
龍
猛
。
す
な
わ
ち
、
金
剛
薩
埵
か
ら
密
教

を
受
法
し
龍
智
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
龍
猛
。 

⑲
菩
提
心
論
：
龍
猛
の
作
で
不
空
の
漢
訳
と
さ
れ
て
い
る
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』。
不
空
の
作
と
も
言
わ
れ
る
。 

⑳
他
受
用
身
：
法
身
大
日
の
四
種
身
（
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
）
の
内
、
受
用
身
に
自
受
用
身
と
他
受
用
身
と
あ
る
。
自
受
用
身

は
、
大
日
如
来
が
自
受
法
楽
の
た
め
に
自
ら
の
サ
ト
リ
を
説
く
の
に
対
し
、
他
者
救
済
す
な
わ
ち
衆
生
済
度
の
た
め
に
説
法
を
す
る
身
。 

㉑
佛
慧
：
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

㉒
大
覺
位
：
サ
ト
リ
の
心
位
。 

 

【
私
訳
】 

（
あ
る
論
者
が
）
問
う
て
言
う
に
、（
大
乗
ま
で
の
）
い
ろ
い
ろ
な
仏
典
に
お
い
て
は
み
な
、
菩
薩
が
成
仏
に
至
る
の
は
、
永
遠
に
等
し
い
三
劫
と

い
う
長
い
長
い
時
間
、
六
波
羅
蜜
行
に
励
ん
だ
そ
の
果
て
の
こ
と
だ
と
い
う
成
仏
論
を
説
く
。
そ
こ
に
「
発
心
す
れ
が
即
ち
到
る
」、
今
こ
の
生
身

（
現
身
）
に
お
い
て
仏
と
一
体
と
な
り
（「
入
我
我
入
」）、
仏
と
同
じ
仏
身
と
な
る
、
な
ど
と
い
う
説
を
立
て
る
の
に
は
、
何
の
根
拠
が
あ
る
の
か
、

と
。 

答
え
て
言
う
に
、
密
教
の
経
論
の
な
か
で
如
來
が
そ
の
よ
う
に
説
い
て
お
ら
れ
る
、
と
。 

（
ま
た
）
問
う
て
言
う
に
、
ど
ん
な
密
典
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
、
と
。 

答
え
て
言
う
に
、『
金
剛
頂
経
』（
不
空
訳
『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』（『
金
輪
時
処
軌
』））
に
、「
此
の
三
昧
を
修



す
る
者
は
現
に
佛
菩
提
を
證
す
」、
と
説
か
れ
て
い
る
、（
こ
の
三
昧
と
い
う
の
は
、
大
日
如
来
が
変
じ
た
一
字
頂
輪
王
の
三
摩
地
で
あ
る
）
と
。 

さ
ら
に
言
う
に
、（
金
剛
智
訳
『
金
剛
頂
経
瑜
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三
摩
地
経
』（『
三
摩
地
軌
』）
に
は
）「
若
し
衆
生
有
っ
て
此
の
教
に
遇
い
、
晝
夜

四
時
に
、
精
進
し
て
修
す
れ
ば
、
現
世
に
歡
喜
地
を
證
得
し
、
後
の
十
六
生
に
正
覺
を
成
ず
」
と
。（
こ
の
教
え
は
、
サ
ト
リ
を
当
体
と
す
る
法
身

仏
の
自
心
に
現
前
し
た
サ
ト
リ
の
偉
大
な
教
王
と
言
う
べ
き
境
界
で
あ
る
。
歓
喜
地
と
い
う
の
は
顕
教
が
説
く
「
十
地
」
の
初
地
の
こ
と
で
は
な

く
、
わ
が
宗
の
（『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
十
地
段
が
説
く
）
教
え
で
言
う
初
地
で
あ
る
。
具
さ
に
は
「
地
位
品
」
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ

る
。
十
六
生
と
い
う
の
は
、
十
六
大
菩
薩
生
の
こ
と
で
、
具
に
は
「
地
位
品
」
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
）。 

さ
ら
に
言
う
に
、（
不
空
訳
『
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
』（『
観
智
儀
軌
』）
に
は
）、「
若
し
能
く
此
の
勝
義
に
依
っ
て
修
す
れ
ば
、
現

世
に
無
上
覺
を
成
ず
る
こ
と
を
得
」
と
。 

さ
ら
に
ま
た
言
う
に
、（『
三
摩
地
軌
』
に
は
）「
當
に
知
る
べ
し
。
自
身
卽
ち
金
剛
界
と
爲
る
。
自
身
金
剛
と
爲
ら
ば
、
堅
實
に
し
て
傾
壞
無
し
。

我
金
剛
身
と
爲
る
」
と
。（
ま
た
）『
大
日
經
』（「
悉
地
出
現
品
」）
に
は
、「
此
の
身
を
捨
て
ず
し
て
、
神
境
通
を
逮
得
す
。
大
空
位
に
遊
歩
し
て
、

身
祕
密
を
成
ず
」
と
。 

加
え
て
ま
た
言
う
に
、（『
大
日
経
』「
真
言
行
行
学
処
品
」
に
は
）「
此
の
生
に
於
い
て
悉
地
に
入
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
其
の
所
應
に
隨
っ
て
之
を

思
念
せ
よ
。
親
に
尊
の
所
に
於
い
て
明
法
を
受
け
、
觀
察
し
相
應
す
れ
ば
成
就
を
作
す
」
と
。 

こ
の
経
典
に
説
く
「
悉
地
（
サ
ト
リ
、
成
就
）」
と
は
、
陀
羅
尼
・
真
言
を
誦
持
し
て
得
る
サ
ト
リ
と
法
身
仏
の
サ
ト
リ
を
明
か
し
て
い
る
。
大
空

位
と
い
う
の
は
、
法
身
は
広
大
な
虚
空
と
同
様
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
相
即
相
入
し
合
っ
て
重
々
無
礙
で
あ
り
、
万
象
を
含
ん
で
始
め
な
く
終
り
が

な
い
。
そ
の
故
に
大
空
と
言
う
。
諸
法
は
そ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
か
ら
位
と
言
う
の
で
あ
る
。
身
祕
密
と
は
、
法
身
仏
の
身
・
口
・
意
の
三
密
で
、

等
覚
位
の
菩
薩
で
も
見
る
こ
と
が
不
可
能
で
、
ま
し
て
十
地
の
菩
薩
に
ど
う
し
て
見
え
よ
う
か
。
だ
か
ら
身
祕
密
と
言
う
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
龍
猛
菩
薩
が
『
菩
提
心
論
』
に
、「
眞
言
法
の
中
に
の
み
即
身
成
佛
す
る
が
故
に
是
に
三
摩
地
法
を
説
く
。
於
諸
教
の
中
に
於
い
て
は
闕
き

書
せ
ず
」
と
説
い
て
い
る
。（
こ
こ
に
言
う
三
摩
地
法
と
は
、
法
身
大
日
の
自
心
に
現
前
し
た
サ
ト
リ
の
境
地
で
あ
る
。（
わ
が
宗
以
外
の
）
い
ろ

い
ろ
な
教
え
は
、
法
身
大
日
が
他
者
救
済
・
衆
生
済
度
の
た
め
に
説
法
す
る
顯
教
で
あ
る
）。 



さ
ら
に
ま
た
言
う
に
、（
同
論
に
）「
若
し
人
佛 ぶ

っ

慧 て

を
求
め
て
菩
提
心
に
通
達
す
れ
ば
、
父
母
所
生
の
身
に
速
に
大
覺
位

だ
い
か
く
い

を
證
す
」
と
（
説
か
れ
て

い
る
）。
こ
の
よ
う
な
教
理
の
証
文
に
よ
っ
て
、
即
身
成
仏
の
意
味
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
は
冒
頭
、
二
経
一
論
に
説
か
れ
る
八
箇
の
証
文
を
出
し
、「
即
身
成
仏
」
の
論
拠
・
経
証
と
す
る
。
整
理
す
れ
ば
、 

「
二
経
」
と
は
『
金
剛
頂
経
』
と
『
大
日
経
』、「
一
論
」
と
は
『
菩
提
心
論
』、「
八
箇
の
証
文
」
と
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

①
「
此
の
三
昧
を
修
す
る
者
は
現
に
佛
菩
提
を
證
す
」。 

（
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』（『
金
輪
時
処
軌
』））。 

②
「
若
し
衆
生
有
っ
て
此
の
教
に
遇
い
、
晝
夜
四
時
に
、
精
進
し
て
修
す
れ
ば
、
現
世
に
歡
喜
地
を
證
得
し
、
後
の
十
六
生
に
正
覺
を
成
ず
」。 

（『
金
剛
頂
経
瑜
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三
摩
地
経
』（『
三
摩
地
軌
』）） 

③
「
若
し
能
く
此
の
勝
義
に
依
っ
て
修
す
れ
ば
、
現
世
に
無
上
覺
を
成
ず
る
こ
と
を
得
」。 

（『
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
』（『
観
智
儀
軌
』）） 

④
「
當
に
知
る
べ
し
。
自
身
卽
ち
金
剛
界
と
爲
る
。
自
身
金
剛
と
爲
ら
ば
、
堅
實
に
し
て
傾
壞
無
し
。
我
金
剛
身
と
爲
る
」。 

（『
三
摩
地
軌
』） 

⑤
「
此
の
身
を
捨
て
ず
し
て
、
神
境
通
を
逮
得
す
。
大
空
位
に
遊
歩
し
て
、
身
祕
密
を
成
ず
」。 

（『
大
日
經
』（「
悉
地
出
現
品
」）） 

⑥
「
此
の
生
に
於
い
て
悉
地
に
入
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
其
の
所
應
に
隨
っ
て
之
を
思
念
せ
よ
。
親
に
尊
の
所
に
於
い
て
明
法
を
受
け
、
觀
察
し
相

應
す
れ
ば
成
就
を
作
す
」。 

（『
大
日
経
』「
真
言
行
行
学
処
品
」） 



⑦
「
眞
言
法
の
中
に
の
み
即
身
成
佛
す
る
が
故
に
是
に
三
摩
地
法
を
説
く
。
於
諸
教
の
中
に
於
い
て
は
闕
き
書
せ
ず
」。 

（『
菩
提
心
論
』） 

⑧
「
若
し
人
佛
慧
を
求
め
て
菩
提
心
に
通
達
す
れ
ば
、
父
母
所
生
の
身
に
速
に
大
覺
位
を
證
す
」。 

（『
菩
提
心
論
』） 

ち
な
み
に
、
⑤
は
真
言
宗
の
「
引
導
法
」
に
も
引
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
亡
者
五
大
加
持
」
で
、
死
者
の
（
実
際
に
は
）「
六
大
」
を
加
持
し
、

死
体
を
六
大
所
成
（
の
大
日
如
来
と
等
同
）
と
み
な
し
、
次
い
で
「
八
葉
白
蓮
一
肘
間 

炳
現
阿
字
素
光
色 

禅
智
具
入
金
剛
縛 

召
入
如
来
寂

静
智
」
と
唱
え
て
、
死
者
本
有
の
心
月
輪
に
大
日
如
来
の
寂
静
智
を
召
き
入
れ
、
次
に
こ
の
偈
頌
を
唱
え
て
「
即
身
成
仏
」
し
た
も
の
と
す
る
。 

 

■
二
頌
八
句 

【
原
文
】 

如
是
經
論
字
義
差
別
云
何
。
頌
曰
、 

六
大
無
礙
常
瑜
伽 

體 
 
 
 
 

四
種
曼
荼
各
不
離 

相 

三
密
加
持
速
疾
顯 

用 
 
 
 
 

重
重
帝
網
名
即
身 

無
礙 

法
然
具
足
薩
般
若 

法
佛
成
佛 

 

心
數
心
王
過
刹
塵 
無
數 

各
具
五
智
無
際
智 

輪
圓 

 
 
 

圓
鏡
力
故
實
覺
智 

所
由 

所
申
此
四
句
明
成
佛
一
字 

釋
曰
。
此
二
頌
八
句
以
歎
卽
身
成
佛
四
字
。
卽
是
四
字
含
無
邊
義
。
一
切
佛
法
不
出
此
一
句
。
故
略
樹
兩
頌
顯
無
邊
徳
。
頌
文
分
二
。
初
一
頌
歎

卽
身
二
字
。
次
一
頌
歎
成
佛
兩
字
。
初
中
又
四
。
初
一
句
體
二
相
三
用
四
無
礙
。
後
頌
中
有
四
。
初
擧
法
佛
成
佛
。
次
表
無
數
。
三
顯
輪
圓
。
後

出
所
由
。 

 



【
書
き
下
し
】 

是
く
の
如
き
經
論
の
字
義
、
差
別

し
ゃ
べ
つ

云 い

何 か
ん

。
頌
に
曰
わ
く
、 

六
大
無
礙

む

げ

に
し
て
常
に
瑜
伽

ゆ

が

な
り 

體 
 
 
 

四
種
曼
荼
各
々

お
の
お
の

離
れ
ず 

相 

三
密
加
持
し
て
速
疾

そ
く
し
つ

に
顯
わ
る 

用 
 
 
 
 

重
重
帝
網

た
い
も
う

な
る
を
即 そ

く

身 し
ん

と
名
づ
く 

無
礙 

法 ほ
う

然 ね
ん

に
薩 さ

般
若

は
ん
に
ゃ

を
具
足
し
て 
法
仏
成
仏 

 
 

心
數
心
王

し
ん
じ
ゅ
し
ん
の
う

刹 せ
つ

塵 ぢ
ん

に
過
ぎ
た
り 

無
数 

各
々
五 ご

智 ち

無
際

む
さ
い

智 ち

を
具
す 

輪
圓 

 
 
 
 
 

圓 え
ん

鏡
力

き
ょ
う
り
き

の
故
に
實
覺

じ
っ
か
く

智 ち

な
り 

所
由 

釋
に
曰
わ
く
。
此
の
二
頌
八
句
を
以
っ
て
卽
身
成
佛
の
四
字
を
歎
ず
。
卽
ち
是
の
四
字
に
無
邊
の
義
を
含 が

ん

せ
り
。
一
切
の
佛
法
は
此
の
一
句
を
出

で
ず
。
故
に
略
し
て
兩
頌
を
樹
て
無
邊
の
徳
を
顯
わ
す
。
頌
の
文
を
二
に
分
か
つ
。
初
め
の
一
頌
は
卽
身
の
二
字
を
歎 た

ん

じ
、
次
の
一
頌
は
成
佛
の

兩
字
を
歎
ず
。
初
め
の
中
に
又
四
あ
り
。
初
め
の
一
句
は
體
、
二
に
相
、
三
に
用 ゆ

う

、
四
に
無
礙
な
り
。
後
の
頌
の
中
に
四
宥
り
。
初
め
に
法
佛
の

成
佛
を
擧
げ
、
次
に
無
數
を
表
わ
し
、
三
に
輪
圓

り
ん
え
ん

を
顯
わ
し
、
後
に
所
由
を
出
だ
す
。 

 



【
註
記
】 

①
六
大
無
礙
：「
六
大
」
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
・
事
象
を
そ
う
あ
ら
し
め
て
い
る
実
在
要
素
。「
地
」「
水
」「
火
」「
風
」「
空
」
の
「
五
大
」
に
「
識
」。

「
地
」
は
土
・
大
地
。
堅
固
な
も
の
・
固
定
的
な
も
の
。「
水
」
は
水
・
液
体
・
湿
気
。
湿
り
気
・
潤
お
す
も
の
・
溶
か
す
も
の
・
包
摂
。「
火
」

は
燃
焼
・
熱
・
破
壊
。
燃
え
る
も
の
・
熱
い
も
の
・
強
い
力
。「
風
」
は
空
気
・
流
動
・
流
体
・
拡
大
。
動
く
も
の
・
広
が
る
も
の
。「
空
」
は

大
気
・
天
空
・
空
中
・
虚
空
。
広
い
空
間
・
包
括
的
な
は
た
ら
き
・
無
礙
・
障
礙
の
な
い
こ
と
。「
識
」
は
事
物
・
事
象
を
認
識
す
る
は
た
ら
き
。

「
五
大
」
と
無
礙
（
相
即
相
入
）
の
関
係
に
あ
る
。
宗
祖
大
師
は
こ
の
「
六
大
」
が
法
界
宇
宙
の
本
体
と
し
た
（「
六
大
体
大
」）。
最
初
の
句
の

下
に
記
さ
れ
て
い
る
「
體
」
と
は
「
体
大
」、
す
な
わ
ち
「
六
大
体
大
」
の
意
味
で
あ
る
。「
無
礙
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
・
事
象
は
「
六
大
」

が
互
い
に
相
即
相
入
し
て
何
の
障
礙
も
な
い
こ
と
。 

②
四
種
曼
荼
：
宗
祖
大
師
が
説
く
四
種
の
マ
ン
ダ
ラ
。「
大
マ
ン
ダ
ラ
」（
仏
尊
等
を
絵
図
で
画
い
た
マ
ン
ダ
ラ
）、「
三
昧
耶
マ
ン
ダ
ラ
」（
仏
尊
等

を
そ
の
尊
の
象
徴
（
持
物
や
印
）
で
画
い
た
マ
ン
ダ
ラ
）、「
法
マ
ン
ダ
ラ
」（
仏
尊
等
を
そ
の
種
字
（
梵
字
）
で
書
い
た
マ
ン
ダ
ラ
）、「
羯
磨
マ

ン
ダ
ラ
」（
仏
尊
等
を
木
造
・
鋳
造
で
表
現
し
た
立
体
マ
ン
ダ
ラ
）。
こ
の
四
種
は
本
質
的
に
は
同
じ
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。
法
界
宇
宙
の
姿
を

仏
尊
の
集
合
図
で
表
わ
し
た
も
の
と
い
う
意
味
で
「
相
」（「
四
曼
相
大
」）
と
言
う
。 

③
三
密
加
持
：「
三
密
」
は
身
（
密
）・
口
（
密
）・
意
（
密
）。
行
者
（
人
間
）
の
「
三
密
」
と
仏
の
「
三
密
」
と
が
あ
り
、
行
者
が
マ
ン
ダ
ラ
の

一
尊
（
仏
）
の
印
を
結
び
、
口
に
そ
の
仏
の
真
言
を
唱
え
、
心
中
に
そ
の
仏
を
思
い
浮
か
べ
て
そ
こ
に
一
点
集
中
し
、「
本
尊
わ
が
身
に
入
る
、

わ
れ
本
尊
の
身
に
入
る
」（「
入
我
我
入
」「
加
持
感
応
」）
の
境
地
（
三
摩
地
）
に
入
る
こ
と
。
仏
・
本
尊
と
は
法
身
大
日
。
法
身
と
不
二
一
体

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
円
融
無
礙
の
法
界
の
仏
身
に
な
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
を
「
用
」（「
三
密
用
大
」）
と
言
う
。 

④
重
重
帝
網
：「
重
々
」
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
。「
帝
網
」
は
帝
釈
天
の
宮
殿
を
飾
る
、
結
び
目
に
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
網
。
そ
の
元
は
、

ヒ
ン
ド
ゥ
の
武
勇
神
イ
ン
ド
ラ
が
天
空
で
雷
鳴
と
と
も
に
発
す
る
雷
光
の
網
で
、
イ
ン
ド
ラ
・
ジ
ャ
ー
ラ
（
イ
ン
ド
ラ
の
網
）。
宗
祖
大
師
は
、

あ
ら
ゆ
る
事
物
・
事
象
が
円
融
無
礙
に
あ
る
こ
と
（
華
厳
の
澄
観
が
言
う
「
事
事
法
界
」）
を
「
重
々
帝
網
」
に
喩
え
た
。 

⑤
即
身
：
こ
の
身
（
生
身
・
現
身
）
に
即
し
て
、
こ
の
身
に
お
い
て
、
こ
の
身
の
ま
ま
で
、
と
い
っ
た
意
。 



⑥
法
然
：
あ
る
べ
く
し
て
そ
う
あ
る
よ
う
に
、
さ
な
が
ら
に
、
の
意
。 

⑦
薩
般
若
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「sarv

a-j̀
a-j̀

qn
a

」、
一
切
智
。
あ
る
い
は
「sarv

a-j̀
atq-j`

qn
a

」、
一
切
智
智
。 

⑧
心
數
心
王
：
六
識
（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
）
と
末
那
識
・
ア
ー
ラ
ヤ
識
・
庵
摩
羅
識
の
九
識
が
「
心
王
」。
そ
の
他
の
心

作
用
が
「
心
数
」。 

⑨
刹
塵
：「
刹
」
は
国
土
。
国
土
の
塵
。
す
な
わ
ち
無
数
・
無
限
の
意
、 

⑩
五
智
無
際
智
：「
五
智
」
は
大
日
如
来
の
仏
智
で
、「
法
界
体
性
智
」「
大
円
鏡
智
」「
平
等
性
智
」「
妙
観
察
智
」「
成
所
作
智
」。「
無
際
智
」
は

そ
の
他
の
限
り
な
き
智
慧
。 

⑪
圓
鏡
力
：
丸
い
鏡
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
映
る
よ
う
に
、
大
日
如
来
の
仏
智
は
万
事
・
万
象
を
映
し
出
す
。 

⑫
實
覺
智
：
真
実
を
映
し
出
す
仏
智
。 

⑬
體
相
用
：「
體
」
は
本
体
、「
相
」
は
本
体
の
姿
・
機
能
、「
用
」
は
そ
の
は
た
ら
き
。 

⑭
輪
圓
：
あ
ら
ゆ
る
仏
徳
を
具
足
し
た
円
輪
、
す
な
わ
ち
マ
ン
ダ
ラ
。
マ
ン
ダ
ラ
の
諸
尊
は
円
輪
の
な
か
に
画
か
れ
る
。 

 

【
私
訳
】 

そ
の
よ
う
な
経
論
の
八
箇
の
証
文
が
言
う
（「
即
身
成
仏
」
の
）
意
味
の
ち
が
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

偈
頌
に
し
て
（
答
え
て
）
言
う
と
、 

地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
の
「
六
大
」
は
、
互
い
に
相
即
相
入
し
合
っ
て
障
礙
な
く
（
体
）、 

大
・
法
・
三
・
羯
の
「
四
種
曼
荼
羅
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
質
は
異
に
せ
ず
一
つ
の
も
の
で
あ
り
（
相
）、 

仏
と
行
者
と
身
・
口
・
意
の
「
三
密
」
が
一
体
と
な
り
互
い
に
感
応
し
、
行
者
に
仏
身
が
す
み
や
か
に
顕
わ
と
な
る
（
用
）、 

（
そ
の
よ
う
に
）
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
重
な
り
あ
っ
て
渉
入
し
合
い
、
帝
釈
天
の
宮
殿
の
か
ざ
り
網
の
宝
石
の
よ
う
に
相
互
に
映
し
あ
っ
て
い
る

ホ
ロ
ニ
ッ
ク
な
境
地
を
「
即
身
」
と
言
う
（
無
礙
）。 



（
そ
の
境
地
で
は
）
そ
う
な
る
べ
く
し
て
そ
う
な
る
よ
う
に
（
法
爾
自
然
に
）、
一
切
智
を
具
足
し
（
成
仏
）、 

六
識
・
末
那
識
・
ア
ー
ラ
ヤ
識
・
庵
摩
羅
識
の
九
識
（
心
王
）
と
そ
の
他
の
認
識
作
用
は
無
数
・
無
限
で
あ
り
（
無
数
）、 

そ
れ
ぞ
れ
「
法
界
体
性
智
」「
大
円
鏡
智
」「
平
等
性
智
」「
妙
観
察
智
」「
成
所
作
智
」
と
そ
の
他
の
仏
智
を
具
足
す
る
（
輪
圓
）。 

大
き
く
丸
い
鏡
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
映
し
出
す
よ
う
に
、「
五
智
」「
無
際
智
」
も
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
真
実
を
映
し
出
す
仏
智
で
あ
る
（
所
由
）。 

（
こ
れ
を
）
註
釈
し
て
言
う
と
、
こ
の
二
頌
八
句
に
よ
っ
て
「
即
身
成
仏
」
の
四
字
を
讃
え
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
四
字
に
無
限
の
意
味
が
含
ま

れ
て
い
て
、
一
切
の
仏
法
は
こ
の
一
句
を
出
な
い
。
故
に
、
そ
れ
を
要
略
し
て
二
つ
の
偈
頌
に
し
無
限
の
無
邊
の
徳
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

偈
頌
の
文
を
二
つ
に
分
け
た
。
初
め
の
一
頌
は
「
即
身
」
の
二
字
を
讃
え
、
次
の
一
頌
は
「
成
仏
」
の
二
字
を
讃
え
た
。
初
め
の
偈
頌
の
な
か
に

ま
た
四
つ
の
意
味
が
あ
り
、
初
め
の
一
句
は
「
体
」、
二
句
は
「
相
」、
三
句
は
「
用
」、
四
句
は
「
無
礙
」
で
あ
る
。
後
の
偈
頌
の
な
か
に
も
四
つ

の
意
味
が
あ
り
、
初
め
は
法
仏
の
「
成
仏
」
を
挙
げ
、
次
に
「
無
数
」
を
表
わ
し
、
三
に
「
輪
円
」
を
顯
わ
し
、
四
に
「
所
由
」
を
出
だ
し
た
。 

 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
の
「
即
身
成
仏
」
論
の
中
核
と
な
る
こ
の
「
二
頌
八
句
」
を
平
易
な
現
代
語
訳
に
す
る
の
は
至
難
で
あ
る
。
前
述
し
た
【
私
訳
】
と
は

別
に
、
敢
え
て
私
の
現
代
語
訳
を
明
か
す
と
、 

 

１ 

広
い
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
元
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
六
大
」
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
と
識
）
で
、
「
六
大
」

は
そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
に
か
か
わ
り
合
い
（
相
即
相
入
し
て
）
、
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
自
体
で
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
（
無

自
性
・
空
）
。
無
垢
清
浄
な
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
こ
の
「
六
大
」
を
元
と
し
て
存
在
す
る
（
六
大
能
生
）。 

２ 

そ
の
「
六
大
」
が
生
み
出
し
た
（
六
大
能
生
の
）
マ
ン
ダ
ラ
に
、
「
大
（
現
図
）
マ
ン
ダ
ラ
」
と
「
法
（
種
字
）
マ
ン
ダ
ラ
」
と
「
三
昧
耶

（
象
徴
）
マ
ン
ダ
ラ
」
と
「
羯
磨
（
所
作
）
マ
ン
ダ
ラ
」
と
い
う
四
種
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
四
種
は
本
質
的
に
一
つ
の
も
の
で
あ
り
、

仏
尊
等
の
表
現
方
法
が
ち
が
う
だ
け
で
あ
る
。 



３ 

そ
の
マ
ン
ダ
ラ
の
仏
尊
の
ど
れ
か
一
つ
を
選
び
（
結
縁
）
、
そ
の
仏
尊
の
「
印
」
を
自
分
も
結
び
、
そ
の
仏
尊
の
「
真
言
」
を
唱
え
、
そ
の

仏
尊
の
す
が
た
を
自
分
の
心
中
に
観
想
し
て
、
自
分
と
そ
の
仏
尊
と
が
一
体
と
な
っ
て
感
応
し
合
え
ば
（
三
密
加
持
）、
自
分
の
身
体
が
そ
の

仏
の
仏
身
と
等
し
く
な
っ
た
状
態
が
瞬
時
に
顕
わ
に
な
る
。 

４ 

そ
の
「
三
密
加
持
」
の
境
地
と
い
う
も
の
は
あ
た
か
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
の
雷
神
イ
ン
ド
ラ
天
の
稲
妻
の
網
の
如
く
、
帝
釈
天
（
イ
ン
ド
ラ
天
が

転
じ
た
仏
教
の
護
法
神
）
の
宮
殿
の
か
ざ
り
網
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
宝
石
が
、
互
い
に
照
ら
し
合
う
の
と
同
じ
く
（
重
々
帝
網
）、
マ
ン
ダ
ラ

の
仏
尊
と
「
重
々
帝
網
」
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
即
身
」
と
言
う
の
で
あ
る
。 

５ 

そ
の
境
地
に
お
い
て
は
、
さ
な
が
ら
に
、
仏
の
智
慧
（
一
切
智
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
・
現
象
が
無
自
性
・
空
で
あ
る
と
見
抜
く
智
慧
）
が
心
に

具
わ
り
、 

６ 

六
識
（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
）
や
八
識
（
六
識
に
、
自
我
意
識
の
末
那
識
と
根
本
識
と
し
て
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
加
え

た
も
の
）
と
い
っ
た
認
識
主
体
（
心
王
）
や
、
そ
れ
に
相
応
す
る
認
識
作
用
（
心
数
）
は
無
限
で
あ
る
が
、 

７ 

そ
の
各
々
に
、
大
日
如
来
の
五
智
（
法
界
体
性
智
・
大
円
鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
）
や
そ
の
他
の
限
り
な
い
仏
の
智
慧

が
具
わ
っ
て
い
る
。 

８ 

そ
れ
ら
仏
の
智
慧
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
鏡
に
映
る
よ
う
に
、
行
者
の
心
の
大
き
く
丸
い
鏡
に
映
し
出
さ
れ
る
真
実
の
智
慧
で
あ
る
。 

 

■
六
大
無
礙
常
瑜
伽 

【
原
文
】 

謂
六
大
者
五
大
及
識
。
大
日
經
所
謂
。
我
覺
本
不
生
。
出
過
語
言
道
。
諸
過
得
解
脱
。
遠
離
於
因
縁
。
知
空
等
虚
空
。
是
其
義
也
。
彼
種
子
眞
言

曰

。
爲

阿
字
諸
法
本
不
生
義
者
卽
是
地
大
。
縛
字
離
言
説
謂
之
水
大
。
清
淨
無
垢
塵
者
是
則
囉
字
火
大

也
。
因
業
不
可
得
者
訶
字
門
風
大
也
。
等
虚
空
者
欠
字
字
相
即
空
大
也
。
我
覺
者
識
大
。
因
位
名
識
果
位
謂
智
。
智
即
覺
故
。
梵
音
沒
馱
冒
地

一
字
之
沒
馱
名
覺
冒
地
曰
智
。
故
諸
經
中
所
謂
三
藐
三
冒
地
者
。
古
翻
云
遍
知
新
譯
等
覺
。
覺
知
義
相
渉
故
。
此
經
號
識
爲
覺 

者
從



强
得
名
。
因
果
之
別
本
末
異
而
已
。
經
偈
約
五
佛
三
摩
地
作
如
是
説 

 

【
書
き
下
し
】 

謂
わ
く
、
六
大
と
は
五
大
と
及
び
識
と
な
り
。
大
日
經
に
謂
う
所
の
「
我
本 ほ

ん

不
生

ぷ
し
ょ
う

を
覺
り
、
語 ご

言 ご
ん

の
道
を
出
過

し
ゅ
っ
か

し
、
諸
過
の
解
脱
す
る
こ
と
を
得
。

因
縁
を
遠
離
し
、
空
の
虚
空
に
等
し
き
を
知
る
」
と
は
、
是
れ
其
の
義
な
り
。
彼
の
種
子
眞
言
に
曰
わ
く
、「

」

と
。
爲 い

わ
く
、
阿
字
諸
法
本

し
ょ
ほ
う
ほ
ん

不
生

ぷ
し
ょ
う

の
義
と
は
卽
ち
是
れ
地
大
な
り
。
縛 ば

字 じ

離 り

言
説

ご
ん
ぜ
つ

と
は
之
れ
水
大
と
謂
う
。
清

淨

し
ょ
う
じ
ょ
う

無
垢

む

く

塵 ぢ
ん

と
は
是
れ
則
ち
囉 ら

字 じ

火
大
な
り
。
因
業

い
ん
ご
う

不
可

ふ

か

得 と
く

と
は
訶 か

字 じ

門
風
大
な
り
。
等 と

う

虚
空

こ
く
う

と
は
欠
字

け
ん
じ

の
字
相
、
即
ち
空
大
な
り
。
我
覺
と
は
識
大
な
り
。
因
位
に
は
識
と
名
づ

け
果
位
に
は
智
と
謂
う
。
智
は
即
と
覺
の
故
に
。
梵
音

ぼ
ん
の
ん

の
没
駄
冒

ぼ

だ

ぼ

う

地 ぢ

（

）
は
一
字
の
轉
な
り
。
没
駄
を
ば
覺
と
名
づ
け
冒
地
を
智

と
曰
う
。
故
に
諸
經
の
中
に
謂
う
所
の
三
藐
三
冒
地

さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
う
ぢ

と
は
、
古
き
に
は
翻
じ
て
遍 へ

ん

知 ち

と
云
い
新
に
は
等
覺

と
う
が
く

と
譯
す
。
覺
知
の
義
、
相
渉 わ

た

れ
る
が
故

に
。
此
の
經
に
は
識
を
號
し
て
覺
者
と
爲
す
は
強 こ

わ

き
に
從
え
て
名
を
得
。
因
果
の
別
、
本
末
の
異
る
ま
く
の
み
。
此
の
經
の
偈
は
五
佛
の
三
摩
地

に
約
し
て
、
是
く
の
如
く
の
説
を
作
す
。 

 

【
私
訳
】 

思
う
に
、「
六
大
」
と
は
「
地
大
」「
水
大
」「
火
大
」「
風
大
」「
空
大
」
の
「
五
大
」
に
「
識
大
」
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
大
日
経
』「
具
縁
品
」



に
説
か
れ
る
「
我
、
本
不
生
を
覺
り
、
語
言
の
道
を
出
過
し
、
諸
過
の
解
脱
す
る
こ
と
を
得
。
因
縁
を
遠
離
し
、
空
の
虚
空
に
等
し
き
を
知
る
」

と
い
う
の
が
、
そ
の
意
味
で
あ
る
。
か
の
（
大
日
如
来
の
）
種
子
眞
言
に
言
う
「

」（
ア
・
ヴ
ィ
・
ラ
・
ウ
ン
・
ケ
ン
・
ウ

ン
）
と
あ
る
。
お
も
う
に
、
阿
字
（

）
の
「
諸
法
本
不
生
」
の
字
義
は
「
地
大
」
で
あ
る
。
縛
字
の
「
離
言
説
」
は
「
水
大
」
の
こ
と
を
言
う
。

「
清
淨
無
垢
塵
」
は
囉
字
（

）
で
「
火
大
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
因
業
不
可
得
」
は
訶
字
門
の
「
風
大
」
で
あ
る
。「
等
虚
空
」
は
欠
字
（

）

の
字
相
で
「
空
大
」
の
こ
と
。（『
大
日
経
』
に
見
え
る
）「
我
覺
」
と
は
「
識
大
」
の
こ
と
で
あ
る
。
修
行
位
で
は
認
識
の
識
と
言
い
、
サ
ト
リ
の

境
地
で
は
智
と
言
う
。
智
は
覚
り
と
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「（

 
b
o
d
h
a-b

o
d
h
i

」
は
「b

u
d
d
h
a

」
の
一
字
の

変
化
で
あ
る
。「
沒
馱b

o
d
h
a

」
を
覺
と
言
い
「
冒
地b

o
d
h
i

」
を
智
と
言
う
。
で
あ
り
か
ら
、
諸
々
の
経
典
で
言
う
「
三
藐
三
冒
地sam

y
ak

sa/
b
o
d
h
i

」

と
は
、
旧
訳
で
は
「
遍
知
」
と
言
い
、
新
訳
で
は
「
等
覺
」
と
訳
す
。「
覚
り
」
と
「
知
る
」
の
意
味
は
相
通
じ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
経

で
、
識
を
覚
り
と
す
る
の
は
、
修
行
位
と
サ
ト
リ
の
境
地
は
本
来
異
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
日
如
来
の
立
場
か
ら
強
い
て
（
覚
り
と
）
言
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
の
偈
は
「
五
仏
）
の
サ
ト
リ
の
境
地
の
要
約
と
し
て
、
そ
の
よ
う
に
説
い
た
の
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
本
不
生
：
阿
字
諸
法
本
不
生
。
人
間
が
発
す
る
言
葉
の
最
初
の
音
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
最
初
の
音
で
あ
る
「a

」

（「
ア
」「
阿
」）
は
、
す
べ
て
の
言
葉
が
そ
こ
に
収
ま
る
母
源
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
言
葉
に
な
っ
て
は
じ
め
て
存
在
た
り
得
る
。

す
べ
て
の
存
在
は
「
阿
字
」
に
収
斂
す
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
存
在
は
縁
起
生
・
無
自
性
・
空
で
あ
っ
て
、
自
ら
生
滅
を
く
り
返
す
も
の
で
は

な
い
。
本
来
不
生
（
滅
、anu

tp
qd

a

）、
す
な
わ
ち
「
本
不
生
」
で
あ
る
。
故
に
、
本
来
不
生
（
滅
）
の
す
べ
て
の
存
在
の
母
源
た
る
「
阿
字
」
も

「
本
不
生
」
の
「
真
空
妙
有
」
で
あ
る
。 

②
縛
字
離
言
説
：「
縛
字
」
は
「
水
大
」
の
種
字
「v

a

」（「
ヴ
ァ
」）。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
言
説
」
と
い
う
意
味
の
「v

qc

」
を
語
源
と
し
「
水
大
」

に
世
間
の
戯
論
を
流
す
「
離
言
説
」
の
字
義
を
持
た
せ
た
。 

③
清
淨
無
垢
塵
：「
火
大
」
の
種
字
「
囉
字

ra

」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
塵
・
ほ
こ
り
」
の
意
味
を
持
つ
「rajas

」
を
語
源
と
し
、「
火
大
」
に



世
間
の
塵
を
清
浄
に
す
る
「
清
淨
無
垢
塵
」
の
字
義
を
持
た
せ
た
。 

④
因
業
不
可
得
：「
風
大
」
の
種
字
「
訶
字h

a

」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
因
・
原
因
」
の
意
味
を
持
つ
「h

etu

」
を
語
源
と
し
、「
風
大
」
に
世
間

の
因
果
の
も
と
に
な
る
行
為
を
吹
き
飛
ば
す
「
因
業
不
可
得
」
の
字
義
を
持
た
せ
た
。 

⑤
等
虚
空
：「
空
大
」
の
種
字
「
欠
字

k
h
a/

」
の
語
原
「k

h
a

」（
佉
字
）
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
虚
空
」
と
い
う
意
味
。
そ
れ
に
よ
り
「
空
大
」

に
「
等
虚
空
」
の
字
義
を
持
た
せ
た
。 

⑥
我
覺
：「
我
」
は
大
日
如
来
。
大
日
如
来
が
本
不
生
を
覚
っ
た
、
と
い
う
意
味
。 

⑦
梵
音
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
発
音
。 

⑧
沒
馱
冒
地
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「b

o
d
h
a-b

o
d
h
i

ボ
ー
ダ
・
ボ
ー
デ
ィ
」。 

⑨
三
藐
三
冒
地
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「sam

y
ak

sa/
b
o
d
h
i

サ
ム
ヤ
ク
サ
ン
ボ
ー
デ
ィ
」。 

⑩
遍
知
：
遍
く
一
切
諸
法
の
無
自
性
・
空
を
知
る
こ
と
。 

⑪
等
覺
：
等
正
覚
。
仏
と
智
慧
・
功
徳
が
等
同
な
サ
ト
リ
。
菩
薩
の
修
行
の
段
階
の
五
十
二
位
の
う
ち
五
十
一
位
の
境
地
。 

 

【
原
文
】 

又
金
剛
頂
經
云
。
諸
法
本
不
生
。
自
性
離
言
説
。
清
淨
無
垢
染
。
因
業
等
虚
空
。
此
亦
同
大
日
經
。
諸
法
者
謂
諸
心
法
。
心
王
心
數
其
數
無
量
。

故
曰
諸
心
識
名
異
義
通
。
故
天
親
等
以
三
界
唯
心
成
立
唯
識
義
。
自
餘
同
上
説
。
又
大
日
經
云
。
我
卽
同
心
位
。
一
切
處
自
在
。
普
遍
於
種
種
。

有
情
及
非
情
阿
字
第
一
命
。
嚩
字
名
爲
水
。
囉
字
名
爲
火
。
𤙖
字
名
爲
風
。
佉
字
同
虚
空
。
此
經
文
初 

句
我
卽
同
心
位
者
。
所
謂
心
則
識
智
也
。

後
五
句
卽
是
五
大
。
中
三
句
者
表
六
大
自
在
用
無
礙
徳
。
般
若
經
及
瓔
珞
經
等
亦
説
六
大
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
金
剛
頂
經
に
云
わ
く
。「
諸
法
は
本
不
生
な
り
、
自
性
は
言
説
を
離
れ
た
り
、
清
淨
に
し
て
垢
染
無
し
、
因
業
な
り
、
虚
空
に
等
し
」
と
。
此



れ
ま
た
大
日
經
に
同
じ
。
諸
法
と
は
謂
わ
く
諸
々
の
心
法
な
り
。
心
王
心
數
、
そ
の
數
無
量
な
り
。
故
に
諸
と
曰
う
。
心
と
識
と
名
を
異
に
し
て

義
は
通
ぜ
り
。
故
に
天 て

ん

親 じ
ん

等
は
三
界

さ
ん
が
い

唯
心

ゆ
い
し
ん

を
以
っ
て
唯
識
の
義
を
成
立
す
。
自
餘
は
上
の
説
に
同
じ
。
又
、
大
日
經
に
云
わ
く
。「
我
卽
ち
心
位

に
同
じ
な
り
。
一
切
處
に
自
在
し
て
、
普
く
種
種
の
有
情

う
じ
ょ
う

と
及
び
非
情

ひ
じ
ょ
う

に
遍
す
。
阿
字
は
第
一
の
命
な
り
。
嚩
字
を
名
づ
け
て
水
と
爲
し
、
囉
字

を
名
づ
け
て
火
と
爲
し
、
𤙖 む

字
を
名
づ
け
て
風
と
爲
し
、
佉 き

ゃ

字
は
虚
空
に
同
じ
」
と
。
此
の
經
文
の
初
句
に
「
我
卽
ち
心
位
に
同
じ
な
り
」
と
は
、

謂
う
所
の
心
は
則
ち
識
智
な
り
。
後
の
五
句
は
卽
ち
是
れ
五
大
。
中
の
三
句
は
六
大
の
自
在
の
用
の
無
礙
の
徳
を
表
わ
す
。
般
若
經
及
び
瓔
珞
經

よ
う
ら
く
き
ょ
う

等
に
ま
た
六
大
の
義
を
説
け
り
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、『
金
剛
頂
経
』（『
三
摩
地
軌
』）
に
言
う
に
、「
諸
法
は
本
不
生
な
り
（「
地
大
」）、
自
性
は
言
説
を
離
れ
た
り
（「
水
大
」）、
清
淨
に
し
て
垢

染
無
し
（
火
大
）、
因
業
な
り
（
風
大
）、
虚
空
に
等
し
（
空
大
）」
と
。
こ
れ
は
『
大
日
経
』
と
同
じ
で
。
諸
法
（
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
事
象
の
属
性
）

と
は
物
質
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
）
い
ろ
い
ろ
な
精
神
現
象
で
も
あ
る
。
心
王
（「
六
識
」
に
末
那
識
・
ア
ー
ラ
ヤ
識
・
菴
摩
羅
識
）・
心
数
（
そ

の
他
の
認
識
作
用
）
は
、
そ
の
数
に
限
り
は
な
い
。
だ
か
ら
諸
と
言
う
の
で
あ
る
。
心
と
識
と
は
、
言
い
方
は
ち
が
う
が
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
世
親
な
ど
唯
識
の
論
師
は
「
三
界
唯
心
」（「
三
界
」（
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
）
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
事
象
は
た
だ
心
か
ら
生
じ
た
も
の
）

を
説
い
て
唯
識
説
を
成
り
立
た
せ
た
。
そ
の
他
の
こ
と
は
前
の
『
大
日
経
』
の
説
と
同
じ
で
あ
る
。 

ま
た
、『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
」
に
言
う
に
、「
我
卽
ち
心
位
に
同
じ
な
り
。
一
切
處
に
自
在
し
て
、
普
く
種
種
の
有
情
と
及
び
非
情
と
に

遍
す
（
私
（
行
者
）
は
心
中
（
心
位
）
に
「
ウ
ン
」
で
布
字
さ
れ
た
「
識
大
」
に
等
し
い
。（「
識
大
」
は
）
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
自
在
で
あ
り
、



普
く
命
あ
る
も
の
・
命
な
き
も
の
す
べ
て
に
遍
満
す
る
。
阿
字
は
生
命
の
初
源
（
地
大
）
で
あ
る
。
嚩
字
を
「
水
（
大
）」
と
言
い
、
囉
字
を
「
火

（
大
）」
と
言
い
、
𤙖
字
を
「
風
（
大
）」
と
言
い
、
佉
字
は
虚
空
（「
空
大
」）
に
同
じ
」
と
。
こ
の
経
文
の
は
じ
め
の
句
に
「
我
卽
ち
心
位
に
同

じ
な
り
」
と
言
う
「
心
」
と
は
、「
識
」
あ
る
い
は
「
智
」
で
あ
る
。
後
半
の
五
句
は
「
五
大
」
の
こ
と
、
中
間
の
三
句
は
「
六
大
」
の
自
在
の
用

（
は
た
ら
き
）
の
無
礙
の
特
長
を
表
わ
す
。『
般
若
経
』
や
『
瓔
珞
経
』
等
に
ま
た
「
六
大
」
の
説
を
説
い
て
い
る
。 

 

【
註
記
】 

①
心
法
：
精
神
現
象
。 

②
天
親
等
：
世
親
な
ど
の
唯
識
派
の
論
師
。 

③
三
界
唯
心
：「
三
界
」（
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
）
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
事
象
は
心
か
ら
生
じ
た
も
の
、
と
い
う
意
味
。 

④
我
卽
ち
心
位
に
同
じ
：
松
長
有
慶
博
士
（『
訳
注 

即
身
成
仏
義
』）
に
よ
れ
ば
、「
我
」
の
解
釈
に
古
来
「
行
者
（
阿
闍
梨
）」
説
と
「
大
日
如
来
」

説
と
が
あ
り
、「
行
者
（
阿
闍
梨
）」
説
は
、「
行
者
（
阿
闍
梨
）
は
『
大
日
経
』
が
説
く
「
布
字
観
」
の
際
、「
ア
字
」
を
心
位
（
心
臓
の
位
置
）

に
布
く
か
ら
」
と
言
い
（
宥
快
『
即
身
成
仏
義
鈔
』）。「
大
日
如
来
」
説
は
、「
我
は
大
日
」
と
し
つ
つ
、「
布
字
観
」
中
に
「
ア
字
」
を
行
者
の

「
心
位
」（「
識
大
」）
の
上
に
布
き
、「
ア
字
」
と
「
心
位
」
と
が
同
等
に
な
る
と
言
う
（
小
田
慈
舟
『
即
身
成
仏
義
講
説
』）。
私
は
「
我
」
を

「
行
者
」
と
し
、「
私
（
行
者
）
は
心
中
（
心
位
）
に
「
ウ
ン
」
で
布
字
さ
れ
た
「
識
大
」
に
等
し
い
」
と
解
釈
し
た
。 

⑤
有
情
・
非
情
：
命
あ
る
有
情
と
、
命
な
き
非
情
。 

⑥
𤙖
字
：
吽
字
。『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
」
は
、
こ
の
𤙖
字
（h

[
/

 

ウ
ン
・
吽]

を
も
っ
て
「
風
大
」
と
す
る
。
通
常
は
「h

a 

カ
・
訶
」。 

⑦
瓔
珞
経
：『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』。
菩
薩
の
階
位
を
説
い
た
経
典
。
中
国
に
お
け
る
偽
経
と
の
説
が
あ
る
。 

 

【
付
記
】 

大
師
教
学
の
根
幹
の
一
つ
「
六
大
（
体
大
）」
説
は
、
イ
ン
ド
哲
学
か
ら
は
じ
ま
る
マ
テ
リ
ア
ル
な
元
素
論
の
「
五
大
」
説
に
、
精
神
現
象
と
し
て



の
「
識
大
」
を
加
え
、
法
身
大
日
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
こ
の
「
六
大
」
か
ら
成
っ
て
い
る
（「
六
大
所
成
」）
と
し
て
、
伝
統
的
な
「
五
大
」

説
を
脱
構
築
し
た
。
そ
の
真
意
を
推
し
量
る
の
は
、
私
の
よ
う
な
在
野
の
草
学
道
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
学
術
の
世
界
を
の
ぞ
き
見
て
も

教
理
術
語
が
自
明
の
よ
う
に
飛
び
交
っ
て
い
る
だ
け
で
、「
六
大
（
体
大
）」
説
を
心
か
ら
納
得
で
き
る
教
理
的
・
思
想
的
解
釈
に
は
お
目
に
か
か

ら
な
い
。
さ
ほ
ど
に
難
し
い
。 

さ
ら
に
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
、「
六
大
」
の
う
ち
の
「
五
大
」
と
そ
の
「
種
字
」
や
「
機
能
」
と
の
關
係
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

前
文
の
【
註
記
】
で
私
な
り
の
解
釈
を
書
い
て
お
い
た
が
、
教
理
的
根
拠
が
あ
っ
て
の
解
釈
で
は
な
い
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
を
改
め
て
示
す
と
、

①
「
地
大
」：「
アa

」（
ア
ヌ
ッ
ト
ゥ
パ
ー
ダan

u
tp

qd
a 

不
生
）
―
「
本
不
生
」（『
大
日
経
』『
即
身
義
』）、「
諸
法
本
不
生
」（『
金
剛
頂
経
』）。 

②
「
水
大
」：「
ヴ
ァv

a

」（
ヴ
ァ
ー
チ
ュv

qc 

言
説
・
言
葉
）
―
「
出
過
語
言
道
」（『
大
日
経
』『
即
身
義
』）、「
自
性
離
言
説
」（『
金
剛
頂
経
』）。 

③
「
火
大
」：「
ラra

」（
ラ
ジ
ャ
スrajas 
塵
・
垢
れ
）
―
「
諸
過
得
解
脱
」（『
大
日
経
』『
即
身
義
』）、「
清
淨
無
垢
染
」（『
金
剛
頂
経
』）。 

④
「
風
大
」：「
カh

a

」（
ヘ
ー
ト
ゥh

etu 
因
・
原
因
）
―
「
遠
離
於
因
縁
」（『
大
日
経
』『
即
身
義
』）、「
因
業
」（『
金
剛
頂
経
』）。 

⑤
「
空
大
」：「
キ
ャk

h
a

」（
ク
ㇵk

h
a
 

虚
空
）
―
「
知
空
等
虚
空
」（『
大
日
経
』『
即
身
義
』）、「
等
虚
空
」（『
金
剛
頂
経
』）。 

つ
ま
り
、「
地
大
」（
堅
固
）
と
「
本
不
生
」、
す
な
わ
ち
「
ア
ヌ
ッ
ト
ゥ
パ
ー
ダ
」
を
原
語
と
す
る
「
ア
」
と
が
ど
う
い
う
意
味
で
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
、「
水
大
」（
湿
気
・
包
摂
）
と
「
離
言
説
」、
す
な
わ
ち
「
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
」（
言
説
・
言
葉
）
を
原
語
と
す
る
「
ヴ
ァ
」
と
が
ど
う
つ
な
が

っ
て
い
る
の
か
、「
火
大
」（
熱
・
成
熟
）
と
「
清
浄
無
垢
染
」、
す
な
わ
ち
「
ラ
ジ
ャ
ス
」（
塵
・
垢
れ
）
を
原
語
と
す
る
「
ラ
」
と
が
ど
う
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
、「
火
」
と
言
え
ば
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
通
常
「
ア
グ
ニag

n
i

」
で
あ
る
が
、「
火
大
」
が
な
ぜ
「「
清
浄
無
垢
染
」」
な
の
か
、

「
風
大
」（
成
長
・
拡
大
）
と
「
因
業
」、
す
な
わ
ち
「
ヘ
ー
ト
ゥ
」
を
原
語
と
す
る
「
カ
」
と
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、「
空
大
」（
大
気
・

天
空
・
空
中
）
と
「
等
虚
空
」、
す
な
わ
ち
「
ク
ㇵ
」
を
原
語
と
す
る
「
キ
ャ
」
と
が
ど
う
い
う
意
味
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、「
空
」
と
言
え

ば
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
通
常
「
ア
ー
カ
ー
シ
ャqk

q1a

」
で
あ
る
が
。 

こ
の
「
五
大
」
の
「
種
字
」
と
「
機
能
」
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
明
快
な
解
釈
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
な
た
か
ご
教
示
を
い
た
だ
き
た
い
。 

 



【
原
文
】 

如
是
六
大
能
造
一
切
佛
及
一
切
衆
生
器
界
等
四
種
法
身
三
種
世
間
。
故
大
日
尊
説
如
來
發
生
偈
云 

能
生
隨
類
形 

諸
法
與
法
相 

諸
佛
與
聲
聞 

救
世
因
縁
覺 

勤
勇
菩
薩
衆 
 

及
仁
尊
亦
然 

衆
生
器
世
界 

次
第
而
成
立 

生
住
等
諸
法 

常
恒
如
是
生 

 

此
偈
顯
現
何
義
。
謂
表
六
大
能
生
四
種
法
身
曼
荼
羅
及
三
種
世
間
。
謂
諸
法
者
心
法
。
法
相
者
色
法
。
復
次
諸
法
擧
通
名
。
法
相
者
顯
差
別
。
故

下
句
云
諸
佛
聲
聞
縁
覺
菩
薩
衆
生
器
世
間
次
第
而
成
立
。
復
次
諸
法
者
法
曼
荼
羅
。
法
相
者
三
昧
耶
身
。
諸
佛
乃
至
衆
生
者
大
曼
荼
羅
身
。
器
世

界
者
表
所
依
土
。
此
器
界
者
三
昧
耶
曼
荼
羅
之
總
名
也
。
復
次
佛
菩
薩
二
乘
者
表
智
正
覺
世
間
。
衆
生
者
衆
生
世
間
。
器
世
界
者
卽
是
器
世
間
也
。

復
次
能
生
者
六
大
也
。
隨
類
形
者
所
生
法
也
。
即
四
種
法
身
三
種
世
間
是
也
。
故
次
又
言
。
祕
密
主
有
造
曼
荼
羅
聖
尊
分
位
種
子
標
幟
。
汝
當
諦

聽
吾
今
演
説
。
卽
説
偈
曰 

眞
言
者
圓
壇 

先
置
於
自
體 

自
足
而
至
臍 

成
大
金
剛
輪 

從
此
而
至
心 

當
思
惟
水
輪 

水
輪
上
火
輪 

火
輪
上
風
輪 

謂
金
剛
輪
者
阿
字
。
阿
字
卽
地
。
水
火
風
如
文
而
可
知
。
圓
壇
者
空
。
眞
言
者
心
大
也
。
長
行
中
所
謂
聖
尊
者
大
身
。
種
子
者
法
身
。
幖
幟
者
三

昧
耶
身
。
羯
磨
身
者
三
身
各
各
具
之
。
具
説
者
經
文
廣
説
之
臨
文
可
知
。 

 

【
書
き
下
し
】 

是
く
の
如
き
六
大
は
、
能
く
一
切
の
佛
と
及
び
一
切
衆
生
と
器
界
等
と
四
種
法
身
と
三
種
世
間
と
を
造
る
。
故
に
大
日
尊
、
如
來
發
生
の
偈
を
説

い
て
云
わ
く
、 

能
く
、
隨 ず

い

類
形

る
い
ぎ
ょ
う

の
諸
法
と
法
相
と
、
諸
佛
と
聲
聞
と
、
救
世

く

せ

の
因
縁
覺
と
、
勤 ご

ん

勇 ゆ
う

の
菩
薩
衆
を
生
ず
。 



及
び
仁 じ

ん

尊 そ
ん

も
ま
た
然
り
。
衆
生
と
器
世
界
と 

次
第
し
て
成
立
す
。
生

し
ょ
う

住
じ
ゅ
う

等
の
諸
法
も
常
恒
に
是
く
の
如
く
生
ず
。 

此
の
偈
何
の
義
を
か
顯
現
す
。
謂
わ
く
、
六
大
は
能
く
四
種
法
身
と
曼
荼
羅
と
及
び
三
種
世
間
と
を
生
ず
る
こ
と
を
表
わ
す
。
謂
わ
く
、
諸
法
と

は
心
法
な
り
、
法
相
と
は
色
法

し
き
ほ
う

な
り
。
復
た
次
に
、
諸
法
と
は
通
名
を
擧
げ
、
法
相
と
は
差
別

し
ゃ
さ
べ
つ

を
顯
わ
す
。
故
に
下
の
句
に
「
諸
佛
・
聲
聞
・
縁

覺
・
菩
薩
・
衆
生
・
器
世
間
次
第
し
て
成
立
す
」
と
云
う
。
復
た
次
に
、
諸
法
と
は
法
曼
荼
羅
、
法
相
と
は
三
昧
耶
身
な
り
。
諸
佛
乃
至
衆
生
と

は
大
曼
荼
羅
身
な
り
。器
世
界
と
は
所
依
の
土
を
表
わ
す
。此
の
器
界
と
は
三
昧
耶
曼
荼
羅
の
總
名
な
り
。復
た
次
に
、佛
・
菩
薩
・
二
乘
と
は
智
正
覺

ち
し
ょ
う
が
く

世
間

せ
け
ん

を
表
わ
す
。
衆
生
と
は
衆
生
世
間
な
り
。
器
世
界
と
は
卽
ち
是
れ
器 き

世
間

せ
け
ん

な
り
。
復
た
次
に
、
能
生
と
は
六
大
な
り
。
隨
類
形
と
は
所
生
の

法
な
り
。
即
ち
四
種
法
身
・
三
種
世
間
是
れ
な
り
。
故
に
次
に
又
言
わ
く
。
祕
密
主
、
曼
荼
羅
の
聖

し
ょ
う

尊 そ
ん

と
分
位
と
種
子
と
標

ひ
ょ
う

幟 じ
き

を
造
る
こ
と
あ

り
。
汝
、
當
に
諦

あ
き
ら

か
に
聽
く
べ
し
、
吾
れ
今
演
説
せ
ん
。
卽
ち
説
い
て
曰
わ
く
、 

眞
言
者
、
圓
壇

え
ん
だ
ん

を
先
ず
自
體
に
置
け
。 

足
よ
り
臍 へ

そ

に
至
る
ま
で
大
金
剛

だ
い
こ
ん
ご
う

輪 り
ん

と
成
し
、 

此
れ
よ
り
心 し

ん

に
至
る
ま
で
當
に
水
輪
を
思
惟
す
べ
し
。
水
輪
の
上
に
火
輪
な
り
。
火
輪
の
上
に
風
輪
な
り
。 

謂
わ
く
、
金
剛
輪
と
は
阿
字
な
り
。
阿
字
は
卽
ち
地
な
り
。
水
と
火
と
風
は
文
の
如
く
知
る
可
し
。
圓
壇
と
は
空
な
り
。
眞
言
者
は
心
大
な
り
。
長
行

ぢ
ょ
う
ご
う



の
中
に
謂
う
所
の
聖
尊
と
は
大
身
な
り
。
種
子
と
は
法
身
な
り
。
幖
幟
と
は
三
昧
耶
身
な
り
。
羯
磨
身
と
は
三
身
に
各
々
之
を
具
す
。
具
に
説
く

と
は
經
の
文
に
廣
く
之
を
説
け
り
、
文
に
臨
ん
で
知
る
可
し
。 

 

【
私
訳
】 

こ
の
よ
う
に
「
六
大
」
は
、
一
切
の
仏
と
一
切
の
衆
生
と
人
間
を
と
り
ま
く
自
然
環
境
な
ど
と
、
四
種
の
法
身
と
三
種
の
世
間
を
造
る
（
能
生
）。

だ
か
ら
大
日
如
来
（「
六
大
」）
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
出
生
さ
せ
る
偈
を
説
い
て
言
う
、 

よ
く
、
類
形
に
随
っ
て
現
れ
る
事
物
・
事
象
の
属
性
と
そ
の
形
相
や
、
諸
仏
と
声
聞
や
、
世
間
救
済
の
縁
覚
や
、
衆
生
済
度
に
つ
と
め 

励
む
菩
薩
た
ち
を
出
生
す
る
。
釈
尊
も
ま
た
同
じ
く
生
ん
だ
。
衆
生
と
器
世
界
も
順
に
出
生
し
、
生
じ
と
ど
ま
り
変
わ
り
滅
す
る
諸
法 

も
常
に
こ
の
よ
う
に
出
生
す
る
。 

こ
の
偈
は
、
ど
う
い
う
意
味
の
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
言
え
ば
、「
六
大
」
は
よ
く
四
種
法
身
と
曼
荼
羅
と
三
種
世
間
と
を
生
ず
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

そ
れ
を
ま
た
言
え
ば
、
事
象
事
物
の
属
性
は
精
神
現
象
で
あ
る
。
そ
の
属
性
の
形
相
は
物
的
な
事
象
で
あ
る
。 

ま
た
次
に
、（
別
な
見
方
で
は
）
諸
法
と
は
通
例
の
名
称
を
挙
げ
、
法
相
と
は
個
別
の
性
格
を
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
る
（
と
言
う
）。
だ
か
ら
、

次
の
句
で
「
諸
佛
・
聲
聞
・
縁
覺
・
菩
薩
・
衆
生
・
器
世
間
次
第
し
て
成
立
す
」
と
具
体
的
に
名
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
次
に
、（
四
種
曼
荼
羅
の
見
方
に
よ
れ
ば
）
諸
法
と
は
法
曼
荼
羅
で
あ
り
、
法
相
と
は
三
昧
耶
身
で
あ
り
、
諸
仏
乃
至
衆
生
と
は
大
曼
荼
羅
身

で
あ
り
、
器
世
界
と
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
よ
っ
て
立
つ
国
土
と
い
う
意
味
。
こ
の
器
界
と
は
、
三
昧
耶
曼
荼
羅
の
総
体
的
な
名
称
で
あ
る
。 

ま
た
次
に
、（
三
種
世
間
の
見
方
で
言
え
ば
）
佛
・
菩
薩
・
二
乘
は
智
正
覺
世
間
を
言
い
表
わ
し
、
衆
生
は
衆
生
世
間
を
言
い
表
し
。
器
世
界
は
器

世
間
を
言
い
表
す
。 

ま
た
次
に
、
能
生
す
な
わ
ち
造
り
出
す
も
の
が
「
六
大
」
で
、
隨
類
形
が
造
り
出
さ
れ
る
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
四
種
法
身
・
三
種
世
間
で
あ
る
。

故
に
、
次
に
ま
た
言
う
の
だ
が
、（『
大
日
経
』「
秘
密
漫
陀
羅
品
」
に
）「
祕
密
主
、
曼
荼
羅
の
聖
尊
と
分
位
と
種
子
と
標
幟
を
造
る
こ
と
あ
り
。



汝
、
當
に
諦
か
に
聽
く
べ
し
、
吾
れ
今
演
説
せ
ん
」
と
言
い
、
そ
こ
で
説
い
て
言
う
に
、 

真
言
行
者
は
、（「
布
字
観
」
を
修
し
）
先
ず
、
円
壇
（
空
輪
）
を
先
ず
自
身
（
の
頭
頂
）
に
布
け
。
足
か
ら
臍
に
至
る
下
半
身
を 

大
金
剛
輪
と
観
じ
、
臍
か
ら
心
臓
の
位
置
ま
で
を
水
輪
と
思
惟
し
、
そ
の
水
輪
の
上
に
火
輪
を
、
火
輪
の
上
に
風
輪
を
観
ぜ
よ
。 

と
。 

そ
こ
で
ま
た
言
う
に
、
金
剛
輪
と
は
阿
字
の
こ
と
で
あ
る
。
阿
字
は
す
な
わ
ち
「
地
大
」
で
あ
る
。「
水
大
」「
火
大
」「
風
大
」
は
経
文
の
通
り
に

知
る
べ
し
。
円
壇
と
は
「
空
大
」
の
こ
と
で
、
真
言
者
は
「
心
大
」（「
識
大
」）
で
あ
る
。
散
文
の
な
か
に
言
う
聖
尊
と
は
、
大
曼
陀
羅
身
で
あ
る
。

種
子
は
法
身
で
、
幖
幟
は
三
昧
耶
身
で
あ
る
。
羯
磨
身
は
大
・
三
・
法
の
三
マ
ン
ダ
ラ
に
各
々
具
備
さ
れ
て
い
る
。
具
さ
に
説
く
と
い
う
の
は
、

経
典
の
文
に
詳
し
く
説
い
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
直
接
文
に
あ
た
っ
て
理
解
す
べ
し
。 

 

【
註
記
】 

①
器
界
：
器
世
界
・
器
世
間
。
国
土
・
大
地
・
山
川
・
寒
暖
・
日
月
・
乾
湿
な
ど
、
人
間
を
と
り
ま
く
自
然
環
境
。 

②
四
種
法
身
：
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
。 

自
性
身
は
、
真
如
・
法
界
、
す
な
わ
ち
華
厳
で
言
う
自
然
法
爾
の
「
事
事
無
礙
法
界
」
を
身
体
と
し
（
法
界
体
性
）、
そ
の
三
密
（
身
・
口
・
意
）

は
法
界
に
満
ち
、
自
眷
属
と
と
も
に
三
密
説
法
す
る
仏
身
。
宗
祖
大
師
の
曰
く
「
そ
れ
如
来
の
説
法
は
必
ず
文
字
に
よ
る
。
文
字
の
所
在
は
六

塵
そ
の
体
な
り
。
六
塵
の
体
は
法
仏
の
三
密
す
な
わ
ち
こ
れ
な
り
」
と
。
受
用
身
は
、
自
分
の
サ
ト
リ
を
自
ら
享
受
し
て
楽
し
む
（
自
受
法
楽
）

「
自
受
用
身
」（
智
法
身
）
と
、
十
地
の
菩
薩
の
た
め
に
説
法
す
る
「
他
受
用
身
」（
理
法
身
）
と
が
あ
る
。
変
化
身
は
、
十
地
前
の
菩
薩
・
縁

覚
・
声
聞
・
凡
夫
衆
生
の
た
め
に
応
化
身
に
変
じ
て
化
導
す
る
仏
身
。
等
流
身
は
、
六
道
・
九
界
に
お
い
て
同
じ
姿
と
な
っ
て
救
済
す
る
仏
身
。 

③
三
種
世
間
：
こ
こ
で
は
器
世
間
・
衆
生
世
間
・
智
正
覚
世
間
。 

器
世
間
は
①
に
同
じ
。
衆
生
世
間
は
、
六
道
な
ど
、
凡
夫
衆
生
が
煩
悩
に
染
ま
り
さ
ま
よ
っ
て
い
る
世
間
。
智
正
覚
世
間
は
仏
・
菩
薩
・
縁
覚
・

声
聞
の
世
間
。 

 



④
隨
類
形
：
類
形
に
随
っ
て
現
れ
る
種
々
の
色
身
。
四
種
法
身
・
マ
ン
ダ
ラ
・
三
種
世
間
。 

⑤
勤
勇
：
衆
生
済
度
に
つ
と
め
励
む
者
、
の
意
。 

⑥
仁
尊
：
釈
尊
と
解
す
る
説
と
、
大
日
如
来
と
す
る
説
と
、
菩
薩
と
す
る
説
、
ま
た
聖
者
と
す
る
説
が
あ
る
。
私
は
、
宗
祖
大
師
の
別
な
著
書
の

事
例
か
ら
「
釈
尊
」
と
解
釈
し
た
。 

⑦
生
住
等
：
生
住
異
滅
。
生
じ
、
と
ど
ま
り
、
変
り
、
消
滅
す
る
、
の
「
四
相
」。 

⑧
色
法
：
精
神
現
象
の
「
心
法
」
に
対
し
て
物
的
な
事
物
・
事
象
の
こ
と
。 

⑨
圓
壇
：
マ
ン
ダ
ラ
の
意
に
と
る
先
学
が
多
い
が
、
私
は
古
例
に
準
じ
て
、
円
団
の
形
を
し
た
頭
頂
の
チ
ャ
ク
ラ
（
輪
）
の
「
空
輪
」
と
解
し
た
。 

⑩
大
金
剛
輪
：
金
剛
輪
は
、
四
種
の
転
法
輪
の
「
四
輪
」
う
ち
の
一
つ
。
東
方
阿
閦
如
来
の
法
輪
。
大
金
剛
輪
は
、
偉
大
な
金
剛
輪
の
意
（
？
）。 

⑪
心
：
心
臓
の
位
置
。 

 

【
原
文
】 

又
曰
。
大
日
尊
言
。
金
剛
手
有
諸
如
來
意
生
作
業
喜
戲
行
舞
廣
演
品
類
。
攝
持
四
界
安
住
心
王
等
同
虚
空
。
成
就
廣
大
見
非
見
果
。
出
生
一
切
聲

聞
辟
支
佛
諸
菩
薩
位
。
此
文
顯
現
何
義
。
謂
表
六
大
能
生
一
切
。
何
以
得
知
。
謂
心
王
者
識
大
。
攝
持
四
界
者
四
大
。
等
虚
空
者
空
大
。
此
六
大

能
生
。
見
非
見
者
欲
色
界
無
色
界
。
下
如
文
。
卽
是
所
生
法
。
如
此
經
文
皆
以
六
大
爲
能
生
。
以
四
法
身
三
世
間
爲
所
生
。
此
所
生
法
上
達
法
身

下
及
六
道
。
雖
麁
細
有
隔
大
小
有
差
。
然
猶
不
出
六
大
。
故
佛
説
六
大
爲
法
界
體
性
。
諸
顯
教
中
以
四
大
等
爲
非
情
。
密
教
則
説
此
爲
如
來
三
摩

耶
身
。
四
大
等
不
離
心
大
。
心
色
雖
異
其
性
卽
同
。
色
卽
心
心
卽
色
無
障
無
礙
。
智
卽
境
境
卽
智
。
智
卽
理
理
卽
智
無
礙
自
在
。
雖
有
能
所
二
生

都
絶
能
所
。
法
爾
道
理
有
何
造
作
。
能
所
等
名
皆 

是
密
號
。
執
常
途
淺
略
義
不
可
作
種
種
戲
論
。
如
是
六
大
法
界
體
性
所
成
之
身
。
無
障
無
礙
互

相
渉
入
相
應
。
常
住
不
變
同
住
實
際
。
故
頌
曰
六
大
無
礙
常
瑜
伽
。
解
曰
。
無
礙
者
渉
入
自
在
義
。
常
者
不
動
不
壞
等
義
。
瑜
伽
者
翻
云
相
應
。

相
應
渉
入
卽
是
卽
身
成
佛
義 

 



【
書
き
下
し
】 

又
曰
わ
く
。「
大
日
尊
の
言
わ
く
、
金
剛
手
、
諸
々
の
如
來
の
意
よ
り
生
じ
て
業
戲

ご
っ
け

の
行

ぎ
ょ
う

舞 ぶ

を
作
す
こ
と
有
り
。
廣
く
品
類

ほ
ん
る
い

を
演
べ
た
り
。
四
界

を
攝
持

し
ょ
う
じ

し
、
心 し

ん

王 の
う

を
安
住
し
、
虚
空
に
等
同
な
り
。
廣
大
の
見
・
非
見
の
果
を
成
就
し
、
一
切
の
聲
聞
・
辟
支
佛

び
ゃ
く
し
ぶ
つ

・
諸
菩
薩
の
位
を
出
生
す
」
と
。

此
の
文
は
何
の
義
を
顯
現
す
る
。
謂
わ
く
、「
六
大
」
の
能
く
一
切
を
生
ず
る
こ
と
を
表
わ
す
。 

何
を
以
っ
て
知
る
こ
と
を
得
る
。
謂
わ
く
、
心
王
と
は
「
識
大
」
な
り
。
四
界
を
攝
持
す
と
は
「
四
大
」
な
り
。
虚
空
に
等
し
は
「
空
大
」
な
り
。

此
の
「
六
大
」
は
能
生
な
り
。
見
・
非
見
と
は
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
な
り
。
下
は
文
の
如
し
。
卽
ち
是
れ
（
六
大
）
所
生
の
法
な
り
。 

此
の
如
く
、
經
文
は
皆
六
大
を
以
っ
て
能
生

の
う
し
ょ
う

と
爲
し
、
四
法
身
・
三
世
間
を
以
っ
て
所
生

し
ょ
し
ょ
う

と
爲
す
。
此
の
所
生
の
法
は
、
上
は
法
身
に
達
し
、

下
は
六
道
に
及
ぶ
ま
で
、
麁
細

そ
さ
い

隔
て
有
り
、
大
小
差 し

ゃ

有
り
と
雖
も
、
然
し
て
猶
「
六
大
」
を
出
ず
。
故
に
佛
は
「
六
大
」
を
説
き
法
界
體

ほ
っ
か
い
た
い

性
し
ょ
う

と

爲
す
。
諸
々
の
顯
教
の
中
に
、
四
大
等
を
以
っ
て
非
情
と
爲
す
。
密
教
は
則
ち
此
れ
を
説
い
て
如
來
の
三
摩
耶

さ

ん

ま

や

身 し
ん

と
爲
す
。
四
大
等
は
「
心
大
」

を
離
れ
ず
。
心
と
色
と
異
な
る
と
雖
も
、
其
の
性
は
卽
ち
同
じ
な
り
。
色
は
卽
ち
心
、
心
は
卽
ち
色
、
無
障
無
礙

む
し
ょ
う
む
げ

な
り
。
智
は
卽
ち
境
、
境
は
卽

ち
智
、
智
は
卽
ち
理
、
理
は
卽
ち
智
、
無
礙
自
在
な
り
。
能
所
の
二
生
有
り
と
雖
も
都
て
能
所
を
絶
せ
り
。
法 ほ

う

爾 に

の
道
理
に
し
て
、
何
の
造
作
か

有
ら
ん
。
能
所
等
の
名
は
皆
是
れ
密
號

み
つ
ご
う

な
り
。
常

じ
ょ
う

途 ず

の
淺
略
の
義
を
執
し
て
種
種
の
戲
論
を
作
す
可
か
ら
ず
。
是
く
の
如
く
の
六
大
法
界
體
性
所



成
の
身
は
、
無
障
無
礙
に
し
て
互
相

た
が
い

に
渉
入
し
相
應
せ
り
。
常
住
不
變
に
し
て
同
じ
く
實
際
に
住
す
。
故
に
頌
に
曰
わ
く
、「
六
大
無
礙
常
瑜
伽
」

と
。
解
し
て
曰
わ
く
、
無
礙
と
は
渉
入
の
自
在
な
る
の
義
な
り
。
常
と
は
不
動
不
壞

ふ

え

等
の
義
な
り
。
瑜
伽
と
は
翻
じ
て
相
應
と
云
う
。
相
應
渉
入

は
卽
ち
是
れ
卽
の
義
な
り
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、（『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」
に
）
言
う
。「
大
日
尊
の
言
わ
く
、
金
剛
手
、
諸
々
の
如
來
の
意
よ
り
生
じ
て
業
戲

ご
っ
け

の
行

ぎ
ょ
う

舞 ぶ

を
作
す
こ
と
有

り
。
廣
く
品
類
を
演 の

べ
た
り
。
四
界
を
攝
持
し
、
心
王
を
安
住
し
、
虚
空
に
等
同
な
り
。
廣
大
の
見
・
非
見
の
果
を
成
就
し
、
一
切
の
聲
聞
・
辟

支
佛
・
諸
菩
薩
の
位
を
出
生
す
（
大
日
如
来
が
言
う
に
、
金
剛
手
よ
、
諸
々
の
如
来
の
意
密
か
ら
生
じ
た
諸
法
が
変
現
し
て
い
ろ
い
ろ
な
姿
・
形

を
と
り
、
広
く
万
象
を
存
在
あ
ら
し
め
て
い
る
。「
地
大
」「
水
大
」「
火
大
」「
風
大
」
の
「
四
界
」
を
包
摂
し
て
持
し
、
そ
こ
に
「
識
大
」
の
「
心

王
」
を
安
住
さ
せ
、（
広
大
無
辺
の
）
虚
空
（「
空
大
」）
に
等
し
い
。
見
え
る
世
界
（
欲
界
・
色
界
）
と
見
え
な
い
世
界
（
無
色
界
）
の
広
大
な
仏

果
を
成
就
し
、
一
切
の
声
聞
・
辟
支
佛
、
諸
菩
薩
の
果
位
を
出
生
し
て
い
る
）」
と
。 

こ
の
文
は
ど
う
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
。 

そ
れ
を
言
え
ば
、「
六
大
」
は
よ
く
一
切
を
生
ず
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

ど
う
し
て
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。 

そ
れ
を
言
え
ば
、「
心
王
」
と
は
「
識
大
」
の
意
味
で
あ
り
、
四
界
」
を
攝
持
す
」
は
「
四
大
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
虚
空
に
等
し
」
は
「
空
大
」

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
六
大
」
は
能
生
で
あ
る
。「
見
・
非
見
」
と
は
「
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
」
で
あ
る
。
以
下
は
経
文
の
通
り
で
、
す
な
わ



ち
、「
六
大
」
所
生
の
法
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
経
疏
は
み
な
「
六
大
」
を
「
能
生
」
と
し
、
四
法
身
・
三
世
間
を
「
所
生
」
と
す
る
。
こ
の
「
所
生
」
の
法
は
、
上
は
法
身
に
達

し
、
下
は
六
道
に
及
ぶ
ま
で
、
お
お
ま
か
と
微
細
、
す
な
わ
ち
顕
と
密
の
別
が
あ
り
、
大
小
の
差
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
が
「
六
大
」
を

出
な
い
。
故
に
、
仏
は
「
六
大
」
を
説
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
自
性
・
空
で
、
互
い
に
相
即
相
入
し
て
融
通
無
礙
の
真
実
の
世
界
（
法
界
）

を
そ
の
本
体
と
す
る
法
界
体
性
と
し
て
い
る
。
諸
々
の
顯
教
で
は
「
四
大
」
等
を
命
な
き
も
の
と
し
、
密
教
で
は
如
來
の
象
徴
と
し
て
の
命
あ
る

三
摩
耶
身
と
す
る
。（
顕
教
で
は
命
な
き
）「
四
大
」
等
は
（
密
教
で
は
）「
心
大
」（「
識
大
」）
と
同
じ
（
法
界
宇
宙
に
遍
満
す
る
精
神
現
象
）
で

あ
る
。
心
法
（
精
神
現
象
）
と
色
法
（
物
的
な
物
・
事
象
）
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
本
性
は
同
じ
で
あ
る
（
色
心
不
二
）。
色

は
即
心
、
心
は
即
色
で
、
互
い
に
妨
げ
が
な
い
。
智
（
直
観
智
）
は
即
境
（
直
観
の
対
象
）、
境
は
即
智
、
智
（
直
観
智
）
は
即
理
（
直
観
さ
れ
た

真
理
）、
理
は
即
智
で
、
相
互
に
渉
入
し
合
っ
て
い
る
。「
能
（
生
）」「
所
（
生
）」
の
二
生
が
あ
る
が
、
す
べ
て
能
所
（
主
客
）
の
別
な
く
一
体
で

あ
る
。（
こ
れ
は
）
そ
う
あ
る
べ
く
し
て
そ
う
あ
る
自
然
法
爾
（
真
如
・
法
如
）
の
道
理
で
あ
り
、
何
の
作
為
で
も
な
い
。
能
所
と
い
っ
た
名
称
は

み
な
密
教
の
言
い
方
で
あ
る
。
通
常
世
間
の
浅
い
理
解
の
説
に
固
執
し
て
さ
ま
ざ
ま
空
疎
な
論
を
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
「
六
大
」
と
い
う
法
界
体
性
が
生
み
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
本
体
は
、
妨
げ
な
く
互
い
に
相
即
相
入
し
て
離
れ
な
い
（
瑜
伽
）。
常
住
不
変

で
あ
り
同
じ
く
真
実
の
境
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

な
の
で
偈
頌
に
「
六
大
無
礙
に
し
て
常
に
瑜
伽
な
り
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
解
釈
し
て
言
う
と
、「
無
礙
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
妨
げ
な
く

関
わ
り
合
っ
て
互
い
に
相
即
相
入
し
て
い
る
こ
と
。「
常
」
と
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
不
変
不
動
・
堅
固
不
壊
に
、
と
い
う
こ
と
。「
瑜
伽
」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
の
「y

o
g
a

」
を
漢
訳
し
て
「
相
応
」、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
つ
な
が
り
合
っ
て
離
れ
な
い
こ
と
（
例
え
ば
、
色
心
相
応
）。

こ
の
相
応
渉
入
の
こ
と
を
「
即
」
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
業
戲
の
行
舞
：
如
来
の
意
密
か
ら
生
じ
る
諸
法
が
変
現
し
て
い
ろ
い
ろ
な
姿
・
形
を
と
る
こ
と
。 



②
：
如
来
の
身
・
口
・
意
の
三
業
の 

③
品
類
：
有
情
（
命
あ
る
も
の
、
人
間
・
動
植
物
）
と
非
情
（
命
な
き
も
の
、）
な
ど
の
万
象
。 

④
見
・
非
見
：
見
え
る
世
界
と
見
え
な
い
世
界
。
欲
界
・
色
界
と
無
色
界
。 

⑤
四
界
：
地
・
水
・
火
・
風
。 

⑥
心
王
：
こ
こ
は
「
識
大
」。 

⑦
辟
支
佛
：
縁
覚
。 

⑧
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
：
三
界
。 

⑨
能
生
：
六
大
能
生
。「
六
大
」
が
生
み
出
す
こ
と
。 

⑩
所
生
：
六
大
所
生
。「
六
大
」
が
生
み
出
し
た
も
の
。 

⑪
法
界
體
性
：
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
自
性
・
空
で
、
互
い
に
相
即
相
入
し
て
融
通
無
礙
の
真
実
の
世
界
（
法
界
）
を
そ
の
本
体
と
す
る
こ
と
。 

⑫
三
摩
耶
身
：
如
来
の
象
徴
物
。 

⑬
心
と
色
：
心
法
と
色
法
。
精
神
現
象
と
物
的
な
事
物
・
事
象
。 

⑭
無
障
無
礙
：
障
礙
、
す
な
わ
ち
障
害
と
な
る
も
の
。 

⑮
常
途
：
通
常
・
一
般
。 

⑯
實
際
：
真
実
の
辺
際
。 

 

■
四
種
曼
荼
各
不
離 

【
原
文
】 

四
種
曼
荼
各
不
離
者
。
大
日
經
説
。
一
切
如
來
有
三
種
祕
密
身
。
謂
字
印
形
像
。
字
者
法
曼
荼
羅
。
印
謂
種
種
幖
幟
卽
三
昧
耶
曼
荼
羅
。
形
者
相

好
具
足
身
卽
大
曼
荼
羅
。
此
三
種
身
各
具
威
儀
事 

業
。
是
名
羯
磨
曼
荼
羅
。
是
名
四
種
曼
荼
羅
。
若
依
金
剛
頂
經
説
。
四
種
曼
荼
羅
者
。
一
大
曼



荼
羅
。
謂
一
一
佛
菩
薩
相
好
身
。
又
綵
畫
其
形
像
名
大
曼
荼
羅
。
又
以
五
相
成
本
尊
瑜
伽
。
又
名
大
智
印
。
二
三
昧
耶
曼
荼
羅
。
卽
所
持
幖
幟
刀

劍
輪
寶
金
剛
蓮
等
類
是
也
。
若
畫
其
像
亦
是
也
。
又
以
二
手
和
合
金
剛
縛
發
生
成
印
是
。
亦
名
三
昧
耶
智
印
。
三
法
曼
荼
羅
。
本
尊
種
子
眞
言
。

若
其
種
子
字
各
書
本
位
是
。
又
法
身
三
摩
地
及
一
切
契
經
文
義
等
皆
是
。
亦
名
法
智
印
。
四 

羯
磨
曼
荼
羅
卽
諸
佛
菩
薩
等
種
種
威
儀
事
業
等
。
若

鑄
若
㘿
等
亦
是
。
亦
名
羯
磨
智
印
。
如
是
四
種
曼
荼
羅
四
種
智
印
其
數
無
量
。
一
一
量
同
虚
空
。
彼
不
離
此
此
不
離
彼
。
猶
如
空
光
無
礙
不
逆
。

故
云
四
種
曼
荼
羅
各
不
離
。
不
離
卽
是
卽
義 

 

【
書
き
下
し
】 

「
四
種
曼
荼
各
々
離
れ
ず
」
と
は
、『
大
日
經
』（「
説
本
尊
三
昧
品
」）
に
説
か
く
。「
一
切
の
如
来
に
三
種
の
祕
密
身
有
り
。
謂
わ
く
、
字
・
印
・

形
像
な
り
」。
字
と
は
法
曼
荼
羅
、
印
と
謂
う
は
種
種
の
幖
幟
、
卽
ち
三
昧
耶
曼
荼
羅
、
形
と
は
相
好

そ
う
ご
う

具
足

ぐ
そ
く

の
身
、
卽
ち
大
曼
荼
羅
な
り
。
此
の
三

種
身
に
各
々
威
儀

い

ぎ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

を
具
す
。
是
れ
を
羯
磨

か
つ
ま

曼
荼
羅

ま

ん

だ

ら

と
名
づ
く
。
是
れ
を
四
種
曼
荼
羅
と
名
づ
く
。 

若
し
『
金
剛
頂
經
』
に
依
っ
て
説
け
ば
、
四
種
曼
荼
羅
と
は
、
一
に
大
曼
荼
羅
。
謂
わ
く
一
一
の
佛
・
菩
薩
の
相
好
身
な
り
、
ま
た
其
の
形
像
を

綵
畫
す
る
を
大
曼
荼
羅
と
名
づ
く
。
ま
た
五
相

ご
そ
う

を
以
っ
て
本
尊
の
瑜
伽
を
成
ず
。
ま
た
大
智
印

だ
い
ち
い
ん

と
名
づ
く
。
二
に
三
昧
耶
曼
荼
羅
。
卽
ち
所
持
の

幖
幟
、
刀
劍
・
輪
寶
・
金
剛
・
蓮
等
の
類
、
是
れ
な
り
。
若
し
其
の
像
を
畫 え

す
る
、
ま
た
是
れ
な
り
。
ま
た
二
手
を
以
っ
て
和
合
し
金
剛
縛

こ
ん
ご
う
ば
く

を
發

生
し
印
を
成
ず
、
是
れ
な
り
。
ま
た
三
昧
耶

さ

ん

ま

や

智
印

ち
い
ん

と
名
づ
く
。
三
に
法
曼
荼
羅
。
本
尊
の
種
子

し
ゅ
じ

眞 し
ん

言 ご
ん

な
り
。
若
し
其
の
種
子
の
字
を
各
々
本
位
に



書
く
、
是
れ
な
り
。
ま
た
法
身
の
三
摩
地
、
及
び
一
切
の
契
經

か
い
き
ょ
う

の
文
義
等
、
皆
是
れ
な
り
。
ま
た
法 ほ

う

智
印

ち
い
ん

と
名
づ
く
。
四
に
羯
磨
曼
荼
羅
。
卽
ち

諸
佛
・
菩
薩
等
の
種
種
の
威
儀
事
業
等
な
り
。
若
し
は
鑄

ち
ゅ
う

、
若
し
は
捏 ね

つ

等
、
ま
た
是
れ
な
り
。
ま
た
羯
磨
智
印
と
名
づ
く
。
是
く
の
如
く
、
四
種

曼
荼
羅
、
四
種

し
し
ゅ

智
印

ち
い
ん

は
其
の
數
無
量
な
り
。
一
一
の
量
虚
空
に
同
じ
。
彼
は
此
れ
を
離
れ
ず
、
此
れ
は
彼
を
離
れ
ず
。
猶
、
空
光
の
無
礙
に
し
て

逆
ら
わ
ざ
る
が
如
し
。
故
に
「
四
種
曼
荼
羅
各
不
離
」
と
云
う
。
不
離
は
卽
ち
是
れ
「
卽
」
の
義
な
り
。 

 

【
私
訳
】 

「
四
種
曼
荼
各
々
離
れ
ず
」
は
、『
大
日
經
』「
説
本
尊
三
昧
品
」
に
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
切
の
如
來
に
三
種
の
祕
密
身
有
り
。
謂
わ

く
、
字
・
印
・
形
像
な
り
（
す
べ
て
の
如
来
に
は
三
種
類
の
秘
密
の
形
態
が
あ
る
、
字
と
印
と
形
像
で
あ
る
）」
と
。
字
は
法
曼
荼
羅
、
印
は
（
仏

尊
の
）
種
々
の
象
徴
（
し
る
し
）
で
、
三
昧
耶
曼
荼
羅
、
形
は
仏
尊
の
特
徴
を
画
き
表
わ
し
た
絵
図
、
す
な
わ
ち
大
曼
荼
羅
で
あ
り
、
こ
の
三
種

形
態
に
そ
れ
ぞ
れ
仏
尊
の
動
作
や
活
動
が
具
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
羯
磨
曼
荼
羅
と
言
う
。
以
上
が
四
種
曼
荼
羅
で
あ
る
。 

あ
る
い
は
ま
た
、『
金
剛
頂
経
』（
系
の
『
理
趣
釈
』）
に
よ
れ
ば
、
四
種
曼
荼
羅
と
は
、
一
つ
に
は
大
曼
荼
羅
で
、
一
体
一
体
の
仏
や
菩
薩
の
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
あ
る
仏
身
の
こ
と
で
、
ま
た
そ
の
形
像
を
絵
図
に
し
た
も
の
を
大
曼
荼
羅
と
言
う
。
ま
た
、「
五
相
成
身
観
」
に
よ
っ
て
成
就
し
た
瑜
伽

観
法
の
本
尊
の
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
成
就
し
た
瑜
伽
観
法
の
内
証
を
表
象
す
る
印
を
大
智
印
と
言
う
。
二
つ
に
は
三
昧
耶
曼
荼
羅
。
す
な
わ
ち

仏
尊
が
持
つ
仏
尊
の
象
徴
の
、
刀
剣
・
輪
宝
・
金
剛
杵
・
蓮
華
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
姿
・
形
を
絵
に
し
た
も
の
も
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
二
手
を
外
縛
し
て
金
剛
縛
の
印
を
結
ぶ
の
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
ま
た
三
昧
耶
智
印
と
名
づ
く
。
三
つ
に
は
法
曼
荼
羅
。
本
尊
の
種
子
、

す
な
わ
ち
一
字
真
言
（
梵
字
）
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
種
子
の
梵
字
を
マ
ン
ダ
ラ
の
各
々
あ
る
べ
き
所
に
書
く
こ
と
も
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
法
身
の

サ
ト
リ
の
境
地
、
及
び
（
そ
れ
を
書
い
た
）
あ
ら
ゆ
る
仏
典
の
文
や
素
も
意
味
な
ど
、
こ
れ
も
皆
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
法
智
印
と
言
う
。
四
つ



に
は
羯
磨
曼
荼
羅
。
諸
仏
・
菩
薩
な
ど
の
種
々
の
動
作
や
活
動
な
ど
で
あ
る
。
あ
る
い
は
鋳
造
、
あ
る
い
は
塑
造
な
ど
で
作
ら
れ
た
尊
像
も
そ
れ

で
あ
る
。
そ
れ
を
羯
磨
智
印
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
四
種
曼
荼
羅
・
四
種
智
印
は
、
そ
の
数
は
無
量
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
分
量
は
虚
空
に
同

じ
く
果
て
し
な
い
。
彼
は
こ
れ
を
離
れ
ず
、
こ
れ
は
彼
を
離
れ
ず
。
ま
る
で
空
と
光
と
が
互
い
に
相
入
し
合
っ
て
妨
げ
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

な
の
で
「
四
種
曼
荼
羅
各
不
離
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
不
離
と
は
「
卽
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
法
曼
荼
羅
：
仏
尊
を
そ
の
仏
尊
を
意
味
す
る
種
字
（
梵
字
）
で
書
き
表
わ
し
た
マ
ン
ダ
ラ
。 

②
三
昧
耶
曼
荼
羅
：
仏
尊
を
そ
の
象
徴
で
あ
る
印
や
所
持
物
で
画
き
表
わ
し
た
マ
ン
ダ
ラ
。 

③
相
好
具
足
：
仏
身
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

④
大
曼
荼
羅
：
仏
尊
そ
の
も
の
の
姿
を
絵
図
で
画
き
表
わ
し
た
マ
ン
ダ
ラ
。 

⑤
威
儀
事
業
：
仏
尊
の
動
作
や
活
動
。 

⑥
羯
磨
曼
荼
羅
：
仏
尊
を
鋳
造
・
塑
造
・
木
造
な
ど
で
表
わ
し
た
マ
ン
ダ
ラ
。 

⑦
五
相
：
五
相
成
身
観
。
通
達
菩
提
心
・
修
菩
提
心
・
成
菩
提
心
・
証
金
剛
身
・
仏
身
円
満
。 

⑧
大
智
印
：
大
マ
ン
ダ
ラ
の
仏
尊
の
内
証
を
表
象
す
る
印
。 

⑨
金
剛
縛
：
金
剛
合
掌
し
て
外
縛
。 

⑩
三
昧
耶
智
印
：
三
昧
耶
マ
ン
ダ
ラ
の
仏
尊
の
内
証
を
表
象
す
る
印
。 

⑪
本
位
：
仏
尊
の
マ
ン
ダ
ラ
に
お
け
る
あ
る
べ
き
場
所
。 

⑫
法
智
印
：
法
マ
ン
ダ
ラ
の
仏
尊
の
内
証
を
表
象
す
る
印
。 

⑬
四
種
智
印
：
大
智
印
・
三
昧
耶
智
印
・
法
智
印
・
羯
磨
智
印
。 

 



■
三
密
加
持
速
疾
顕 

【
原
文
】 

三
密
加
持
速
疾
顯
者
。
謂
三
密
者
一
身
密
二
語
密
三
心
密
。
法
佛
三
密
甚
深
微
細
等
覺
十
地
不
能
見
聞
故
曰
密
。
一
一
尊
等
具
刹
塵
三
密
。
互
相

加
入
彼
此
攝
持
。
衆
生
三
密
亦
復
如
是
。
故
名
三
密
加
持
。
若
有
眞
言
行
人
觀
察
此
義
。
手
作
印
契
口
誦
眞
言
心
住
三
摩
地
。
三
密
相
應
加
持
故

早
得
大
悉
地
。
故
經
云
。
此
毘
盧
遮
那
三
字
密
言
共
一
字
無
量
。
適
以
印
密
言
印
心
成
鏡
智
速
獲
菩
提
心
金
剛
堅
固
體
。
印
額
應
當
知
成
平
等
性

智
速
獲
灌
頂
地
福
聚
荘
嚴
身
。
以
密
語
印
喉
時
成
妙
觀
察
智
即
能
轉
法
輪
得
佛
智
慧
身
。
誦
密
言
印
頂
成
成
所
作
智
證
佛
變
化
身
能
伏
難
調
者
。

由
此
印
密
言
加
持
自
身
成
法
界
體
性
智
毘
盧
遮
那
佛
虚
空
法
界
身
。
又
云
。
入
法
身
眞
如
觀
一
縁
一
相
平
等
猶
如
虚
空
。
若
能
專
注
無
間
修
習
。

則
入
初
地
頓
集
一
大
阿
僧
祇
劫
福
智
資
糧
。
由
衆
多
如
來
所
加
持
故
。
乃
至
十
地
等
覺
妙
覺
具
薩
般
若
。
自
他
平
等
與
一
切
如
來
法
身
共
同
。
常

以
無
縁
大
悲
利
樂
無
邊
有
情
作
大
佛
事
自
此
下 

儀
軌
之
又
云
。
若
依
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用
身
所
説
内
證
自
覺
聖
智
法
。
及
大
普
賢
金
剛
薩
埵
他
受
用
身
智
。
則
於
現
生
遇
逢
曼
荼
羅
阿
闍
梨
得
入

曼
荼
羅
。
爲
具
足
羯
磨
以
普
賢
三
摩
地
引
入
金
剛
薩
埵
入
其
身
中
猶
加
持
威
徳
力
故
。
於
須
臾
頃
當
證
無
量
三
昧
耶
無
量
陀
羅
尼
門
。
以
不
思
議

法
能
變
易
弟
子
倶
生
我
執
種
子
。
應
時
集
得
身
中
一
大
阿
僧
祇
劫
所
集
福
徳
智
慧
。
則
爲
生
在
佛
家
。
其
人
從
一
切
如
來
心
生
。
從
佛
口
生
從
佛

法
生
從
法
化
生
得
佛
法
財
。
法
財
者
謂
三
密
菩
提
心
教
法
此
明
初
授
菩
提
心
戒
時
阿
闍
梨
加
持
方
便
所
得
之
益
纔
見
曼
荼
羅
能
須
臾
頃
淨
信
。
以

歡
喜
心
瞻
覩
故
。
則
於
阿
頼
耶
識
中
種
金
剛
界
種
子
此
文
明
初
見
曼
荼
羅
海
會
諸
尊
所
得
益
具
受
灌
頂
受
職
金
剛
名
號
。
從
此
已
後
受
得
廣
大
甚

深
不
思
議
法
超
越
二
乘
十
地
。
此
大
金
剛
薩
埵
五
密
瑜
伽
法
門
。
於
四
時
行
住
坐
臥
四
威
儀
之
中
無
間
作
意
修
習
。
於
見
聞
覺
知
境
界
人
法
二
空

執
悉
皆
平
等
。
現
生
證
得
初
地
漸
次
昇
進
。
由
修
五
密
於
涅
槃
生
死
不
染
不
著
。
於
無
邊
五
趣
生
死
廣
作
利
樂
。
分
身
百
億
遊
諸
趣
中
。
成
就
有

情
令
證
金
剛
薩
埵
位
此
明
依
儀
軌
法
則
修
行
之
時
不
思
議
法
益
又
云
。
三
密
金
剛
以
爲
増
上
縁
能
證
毘
盧
遮
那
三
身
果
位
。
如
是
經
等
皆
説
此
速

疾
力
不
思
議
神
通
三
摩
地
法
。
若
有
人
不
闕
法
則
晝
夜
精
進
。
現
身
獲
得
五
神
通
。
漸
次
修
練
不
捨
此
身
進
入
佛
位
。
具
如
經
説
。
依
此
義
故
曰

三
密
加
持
速
疾
顯
。
加
持
者
表
如
來
大
悲
與
衆
生
信
心
。
佛
日
之
影
現
衆
生
心
水
曰
加
。
行
者
心
水
能
感
佛
日
名
持
。
行
者
若
能
觀
念
此
理
趣
。

三
密
相
應
故
現
身
速
疾
顯
現
證
得
本
有
三
身
。
故
名
速
疾
顯
。
如
常
卽
時
卽
日
卽
身
義
亦
如
是  



【
書
き
下
し
】 

「
三
密
加
持
し
て
速
疾
に
顯
わ
る
」
と
は
、
謂
わ
く
、
三
密
と
は
、
一
つ
に
は
身
密
、
二
つ
に
は
語
密
、
三
つ
に
は
心
密
な
り
。
法
佛
の
三
密
は

甚
深
微
細
に
し
て
等
覺

な
ど
が
く

・
十
地
も
見
聞
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
密
と
曰
う
。
一
一
の
尊
に
等
し
く
刹 せ

つ

塵 ぢ
ん

の
三
密
を
具
し
。
互
相

ご
そ
う

に
加
入
し
、

彼
れ
此
れ
攝
持
す
。
衆
生
の
三
密
は
ま
た
是
く
の
如
し
。
故
に
三
密
加
持
と
名
づ
く
。
若
し
、
眞
言
行
人
有
っ
て
、
此
の
義
を
觀
察
し
、
手
に
印

契
を
作
り
、
口
に
眞
言
を
誦
し
、
心
は
三
摩
地
に
住
す
れ
ば
、
三
密
相
應
し
て
加
持
す
る
が
故
に
、
早
く
大
悉
地
を
得
。 

故
に
經
（『
金
輪
時
処
軌
』）
に
云
わ
く
、「
此
の
毘
盧
遮
那
仏
の
三
字
の
密
言
は
、
共
に
一
字
に
し
て
無
量
な
り
。
適 ま

さ

に
印
と
密
言
を
以
っ
て
心
を

印
す
れ
ば
、
鏡

き
ょ
う

智 ち

を
成
じ
て
速
や
か
に
菩
提
心
の
金
剛
堅
固
の
體
を
獲
。
額
を
印
し
て
、
應
當 ま

さ

に
知
る
べ
し
、
平

等

性

び
ょ
う
ど
う
し
ょ
う

智 ち

を
成
じ
て
速
や
か

に
灌
頂
地
の
福 ふ

く

聚
荘
嚴

じ
ゅ
し
ょ
う
ご
ん

の
身
を
獲
。
密
語
を
以
っ
て
喉
を
印
す
る
時
、
妙
觀
察

み
ょ
う
か
ん
ざ
つ

智 ち

を
成
じ
て
即
ち
能
く
法
輪
を
轉
じ
佛
の
智
慧
身
を
得
。
密
言

を
誦
じ
て
頂
を
印
す
れ
ば
、
成

じ
ょ
う

所
作

し
ょ
さ

智 ち

を
成
じ
て
佛
の
變
化
身
を
證
し
、
能
く
難
調

な
ん
ぢ
ょ
う

の
者
を
伏
す
。
此
の
印
と
密
言
に
由
っ
て
自
身
を
加
持
す

れ
ば
、
法
界
體

ほ
っ
か
い
た
い

性
智

し
ょ
う
ち

、
毘
盧
遮
那
佛
虚
空
法
界
の
身
を
成
ず
」
と
。 

又
、（『
観
智
儀
軌
』
に
）
云
わ
く
。「
法
身
眞
如
觀
に
入
っ
て
一
縁
一
相
の
平
等
な
る
こ
と
猶
虚
空
の
如
し
。
若
し
能
く
專
注

せ
ん
ち
ゅ
う

に
し
て
無
間
に
修

習
す
れ
ば
、
現
生
に
則
ち
初
地

し
ょ
ぢ

に
入
り
、
頓
に
一
大
阿
僧
祇
劫

い
ち
だ
い
あ
そ
う
ぎ
こ
う

の
福
智
の
資 し

糧
り
ょ
う

を
集
む
。
衆
多
の
如
來
の
加
持
す
る
所
に
由
る
が
故
に
、
乃 い

ま

し
、



十
地
・
等
覺
・
妙
覺
に
至
る
ま
で
薩 さ

般
若

は
ん
に
ゃ

を
具
し
、
自
他
平
等
に
し
て
一
切
如
來
の
法
身
と
共
に
、
同
じ
く
常
に
無
縁
の
大
悲
を
以
っ
て
無
邊
の

有
情
を
利
樂
し
、
大
佛
事
を
作
す
」
と
。 

又
、（
同
『
五
秘
密
軌
』）
云
わ
く
。「
若
し
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用

じ
じ
ゅ
よ
う

身 し
ん

所
説
の
内
證
自
覺

な
い
し
ょ
う
じ
か
く

聖
し
ょ
う

智 ち

の
法
、
及
び
大
普
賢
金
剛
薩
埵
の
他 た

受
用

じ
ゅ
よ
う

身 し
ん

の
智
に

依
ら
ば
、
則
ち
現
生
に
於
い
て
曼
荼
羅
阿
闍
梨
に
遇
逢
し
、
曼
荼
羅
に
入
る
こ
と
を
得
。
爲

い
わ
く

、
羯
磨
を
具
足
し
、
普
賢
三
摩
地

ふ

げ

ん

さ

ん

ま

ぢ

を
以
っ
て
金
剛
薩

埵
を
引
入
し
、
其
の
身
中
に
入
る
。
加
持
の
威
徳
力
に
籍 よ

る
が
故
に
、
須
臾

し
ゅ
ゆ

の
頃

あ
い
だ

に
於
い
て
當
に
無
量
の
三
昧
耶
、
無
量
の
陀
羅
尼
門
を
證
す
べ

し
。
不
思
議
の
法
を
以
っ
て
能
く
弟
子
の
倶
生

く
し
ょ
う

の
我
執
の
種
子
を
變
易

へ
ん
に
ゃ
く

し
、
時
に
應
じ
て
身
中
に
一
大
阿
僧
祇
劫
の
所
集
の
福
徳
と
智
慧
を
集
得

し
、
則
ち
佛
家
に
生
在
す
る
と
爲
す
。
其
の
人
、
一
切
如
來
の
心
從
り
生
じ
、
佛
の
口
從
り
生
じ
、
佛
法
從
り
生
じ
、
法
化
從
り
生
じ
て
、
佛
の

法
財
を
得
。
法
財
と
は
、
謂
わ
く
、
三
密
の
菩
提
心
の
教
法
な
り
」
と
。（
此
れ
、
初
め
て
菩
提
心
戒
を
授
か
る
時
、
阿
闍
梨
の
加
持
方
便
に
よ
り
、

得
る
所
の
益
を
明
か
す
）。「
纔

わ
ず
か

に
曼
荼
羅
を
見
る
に
能
く
須
臾
の
頃
に
淨
信
す
。
以
歡
喜

か
ん
ぎ

心 し
ん

を
以
っ
て
瞻
覩

せ
ん
と

す
る
が
故
に
。
則
ち
阿
頼
耶
識
の
中

に
於
い
て
金
剛
界
の
種
子
を
種
う
」
と
。
（
此
の
文
は
初
め
て
曼
荼
羅
海
會

ま

ん

だ

ら

か

い

え

の
諸
尊
を
見
て
得
る
所
の
益
を
明
か
す
。）「
具
に
灌
頂
受

か
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ

職 し
き

の

金
剛
名
號

こ
ん
ご
う
み
ょ
う
ご
う

を
受
く
。
此
れ
從
り
已
後
、
廣
大
甚
深
不
思
議
の
法
を
受
得
し
、
二
乘
・
十
地
を
超
越
す
。
此
の
大
金
剛
薩
埵
の
五
密
瑜
伽

ご

み

つ

ゆ

が

の
法
門
を



四
時
に
於
い
て
、
行
住
坐
臥
の
四 し

威
儀

い

ぎ

の
中
に
、
無
間

む
け
ん

に
作
意

さ

い

し
て
修
習

し
ゅ
う
じ
ゅ

す
れ
ば
、
見
聞

け
ん
も
ん

・
覺 か

く

知 ち

の
境
界

き
ょ
う
か
い

に
於
い
て
、
人
法
二

に
ん
ぼ
う
に

空 く
う

の
執
、
悉
く

皆
平
等
に
し
て
、
現
生
に
初
地
を
證
得
し
、
漸 ぜ

ん

次 じ

に
昇
進
す
。
五
密
を
修
す
る
に
由
っ
て
、
涅
槃
と
生
死
に
於
い
て
染
せ
ず
著
せ
ず
、
無
邊
の
五

趣
の
生
死
に
於
い
て
廣
く
利
樂
を
作
し
、
身
を
百
億
に
分
か
ち
、
諸
趣
に
中
に
遊
ん
で
、
有
情
を
成
就
し
、
金
剛
薩
埵
の
位
を
證
せ
し
む
」
と
。（
此

れ
儀
軌
法
則
の
依
っ
て
修
行
の
時
の
不
思
議
の
法
益
を
明
か
す
。） 

又
、
云
わ
く
、「
三
密
金
剛
を
以
っ
て
増
上
縁
と
爲
し
、
能
く
毘
盧
遮
那
の
三
身
の
果
位
を
證
す
」
と
。
是
く
の
如
く
の
經
等
は
、
皆
、
此
の
速
疾
力

そ
く
し
つ
り
き

の
不
思
議
神
通
の
三
摩
地
法
を
説
く
。
若
し
、
人
有
っ
て
、
法
則
を
闕
か
さ
ず
し
て
晝
夜
に
精
進
す
れ
ば
、
現
身
に
五 ご

神
通

じ
ん
つ
う

を
獲
得
す
。
漸
次
に

修
練
す
れ
ば
此
の
身
を
捨
て
ず
し
て
進
ん
で
佛
位
に
入
る
。
具
に
經
に
説
く
が
如
し
。
此
の
義
に
依
る
が
故
に
、「
三
密
加
持
速
疾
顯
」
と
曰
う
。

加
持
と
は
、
如
來
の
大
悲
と
衆
生
の
信
心
を
表
わ
す
。
佛
日
の
影
、
衆
生
の
心
水
に
現
ず
る
を
「
加
」
と
曰
い
、
行
者
の
心
水
、
能
く
佛
日
を
感

じ
る
を
「
持
」
と
名
づ
く
。
行
者
若
し
能
く
此
の
理
趣
を
觀
念
す
れ
ば
、
三
密
相
應
す
る
が
故
に
現
身
に
速
疾
に
顯
現
し
本
有

ほ
ん
ぬ

の
三
身
を
證
得
す
。

故
に
「
速
疾
顯
」
と
名
づ
く
。
常
の
卽
時
・
卽
日
の
如
く
「
卽
身
」
の
義
も
ま
た
是 

く
の
如
し
。 

 

【
私
訳
】 

「
三
密
加
持
し
て
速
疾
に
顯
わ
る
」
と
い
う
の
は
、（
先
ず
）「
三
密
」
と
は
、
一
つ
に
身
（
秘
）
密
、
二
つ
に
語
（
秘
）
密
、
三
つ
に
心
（
秘
）

密
で
あ
る
。
法
身
の
「
三
密
」
は
深
細
で
「
十
地
」
の
上
の
五
十
二
位
や
「
十
地
」
の
菩
薩
で
も
見
聞
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
か
ら
、（
秘
）
密

と
い
う
の
で
あ
る
。
一
尊
一
尊
に
等
し
く
無
数
の
「
三
密
」
が
具
有
さ
れ
、（
そ
れ
が
）
お
互
い
に
渉
入
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
保
持
し
て
い
る
。



「
衆
生
」
の
「
三
密
」
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ
の
故
に
「
三
密
加
持
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
も
し
、
真
言
行
者
が
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
心
得
て
、

手
に
印
を
結
び
、
口
に
真
言
を
誦
し
、
心
は
本
尊
と
一
体
の
一
点
集
中
の
境
地
に
入
れ
ば
、（
行
者
と
本
尊
の
）「
三
密
」
は
相
応
じ
て
加
持
感
応

す
る
か
ら
、
速
や
か
に
大
い
な
る
成
仏
の
境
地
に
到
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、『
金
輪
時
処
軌
』
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
こ
の
毘
盧
遮
那
仏
（
大
日
如
来
）
の
「
オ
ン 

ボ
ク 

ケ
ン 

O
/

 b
h
[
4
 k

h
a/

」
と
い
う

三
字
の
密
言
（
真
言
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
字
に
無
量
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
（
行
者
が
）
印
を
結
び
、
密
言
（
真
言
）
を
誦
し
、
心
（
胸
）

に
一
点
集
中
し
て
加
持
す
れ
ば
、
大
円
鏡
智
を
得
て
、
速
や
か
に
菩
提
心
の
金
剛
堅
固
な
（
阿
閦
如
来
の
）
仏
身
と
な
る
の
で
あ
る
。（
次
に
）
額

に
一
点
集
中
し
て
加
持
す
れ
ば
、
平
等
性
智
を
得
て
、
速
や
か
に
潅
頂
受
法
の
境
地
に
て
、
福
聚
（
法
悦
）
で
荘
嚴
さ
れ
た
（
宝
生
如
来
の
）
仏

身
と
な
る
こ
と
を
ま
さ
に
知
る
べ
し
。（
ま
た
）
密
語
（
真
言
）
を
誦
し
て
喉
に
一
点
集
中
す
れ
ば
、
妙
觀
察
智
を
得
て
よ
く
法
輪
を
転
じ
（
説
法

を
行
い
）、
如
来
の
仏
智
を
具
備
し
た
（
阿
弥
陀
如
来
の
）
仏
身
と
な
る
。（
さ
ら
に
は
）
密
言
（
真
言
）
を
誦
じ
て
頭
頂
に
一
点
集
中
す
れ
ば
、

成
所
作
智
を
得
て
、
如
来
の
変
化
身
（
不
空
成
就
如
来
）
と
な
り
、
仏
道
に
帰
依
し
な
い
者
を
よ
く
化
導
す
る
。
こ
の
印
と
密
言
で
自
身
を
加
持

す
れ
ば
、
法
界
体
性
智
（
を
得
て
）、
毘
盧
遮
那
仏
の
虚
空
法
界
の
仏
身
と
な
る
」
と
。 

ま
た
、（『
観
智
儀
軌
』
に
）
言
う
に
、「
法
身
の
真
如
を
観
じ
る
観
行
に
入
る
と
、（
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
）
行
者
と
の
か
か
わ
り
や
そ
の
形
相
が
平

等
無
差
別
で
あ
り
、
ま
る
で
虚
空
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
含
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
も
し
よ
く
集
中
し
て
間
断
な
く
こ
れ
を
修
習
す
れ
ば
、

現
在
の
生
に
お
い
て
菩
薩
の
初
地
に
入
り
、
永
遠
に
近
い
無
時
間
的
な
時
間
を
要
す
る
福
（
檀
波
羅
蜜
・
戒
・
忍
・
進
・
禅
波
羅
蜜
）
と
智
（
智

波
羅
蜜
）
と
い
う
サ
ト
リ
の
原
材
を
速
や
か
に
集
め
る
。
あ
ま
た
の
如
來
に
よ
っ
て
加
持
さ
れ
る
た
め
、（
菩
薩
の
五
十
位
ま
で
の
）「
十
地
」・（
五

十
一
位
の
）
等
覚
そ
し
て
（
五
十
二
位
の
）
妙
覚
に
至
る
ま
で
、
一
切
智
を
具
有
し
、
自
他
平
等
の
境
地
で
、
一
切
如
來
の
法
身
と
等
同
と
な
り
、

同
じ
く
常
に
無
限
の
大
慈
悲
を
以
っ
て
限
り
な
い
衆
生
を
済
度
し
、
大
い
な
る
仏
の
事
業
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。 

ま
た
、（『
五
秘
密
軌
』
に
）
言
う
に
、「
も
し
、
毘
盧
遮
那
佛
（
大
日
如
来
）
が
、
自
受
法
楽
の
た
め
に
自
ら
に
説
法
す
る
仏
身
（
自
受
用
身
）
と

し
て
説
く
自
内
証
の
真
実
智
の
教
え
と
、
偉
大
な
普
賢
心
（
菩
提
心
）
持
つ
金
剛
薩
埵
の
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
説
法
す
る
仏
身
（
他
受
用
身
）

の
教
え
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
生
に
お
い
て
（
行
者
を
）
曼
荼
羅
（
檀
）
に
導
き
入
れ
る
（
潅
頂
）
阿
闍
梨
に
遇
い
、
曼
荼
羅
に
入
る
こ
と
が
で
き



る
。（
こ
の
時
、（
潅
頂
の
）
阿
闍
梨
は
）
羯
磨
（
三
昧
耶
戒
の
戒
檀
に
お
い
て
行
う
授
戒
の
作
法
の
う
ち
の
第
八
、
三
聚
戒
・
四
重
戒
・
十
無
尽

戒
の
所
作
）
を
身
に
具
え
、（
金
剛
薩
埵
の
）
堅
固
な
菩
提
心
の
境
地
に
入
り
、
金
剛
薩
埵
を
引
き
入
れ
て
行
者
の
身
体
に
入
ら
し
め
る
（
行
者
を

金
剛
薩
埵
と
観
想
す
る
）。（
阿
闍
梨
の
）
加
持
の
威
神
力
に
よ
っ
て
、
少
し
の
間
に
無
量
の
行
者
と
本
尊
と
が
一
体
に
な
る
観
法
や
、
無
量
の
真

言
・
陀
羅
尼
を
誦
持
す
る
一
点
集
中
の
修
習
を
成
就
す
べ
し
。（
ま
た
阿
闍
梨
は
）
不
思
議
は
法
術
で
よ
く
弟
子
が
生
来
持
っ
て
い
る
自
我
へ
の
執

著
の
種
を
変
質
さ
せ
、
永
遠
に
近
い
無
時
間
的
な
時
間
を
要
し
て
積
集
す
る
福
徳
（
檀
波
羅
蜜
・
戒
・
忍
・
進
・
禅
波
羅
蜜
）
と
智
慧
（
智
波
羅

蜜
）
を
、
時
に
応
じ
て
、
身
体
の
中
に
集
積
し
、（
我
執
に
染
ま
る
弟
子
を
）
仏
道
修
行
者
に
変
え
て
生
き
在
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
人

は
、
心
は
一
切
如
來
の
心
（
心
密
）
か
ら
生
じ
、
コ
ト
バ
は
如
来
の
口
か
ら
生
じ
、
身
体
は
如
来
の
法
体
か
ら
生
じ
、
所
作
・
活
動
は
如
来
の
説

法
か
ら
生
じ
て
、
如
来
の
教
法
を
会
得
す
る
。
教
法
（
法
財
）
と
は
、「
三
密
」
を
具
有
す
る
菩
提
心
の
教
法
で
あ
る
」
と
。（
こ
れ
は
、
初
め
て

菩
提
心
戒
（
仏
性
三
昧
耶
戒
）
を
授
か
る
時
、（
潅
頂
）
阿
闍
梨
の
加
持
方
便
に
よ
っ
て
、
得
ら
れ
る
利
益
を
明
か
し
た
の
で
あ
る
）。 

「
纔
に
（
潅
頂
の
受
者
が
潅
頂
道
場
に
入
っ
て
覆
面
を
と
ら
れ
）
曼
荼
羅
檀
を
わ
ず
か
に
見
た
だ
け
で
、
す
ぐ
に
淨
ら
か
な
信
心
が
起
き
る
。
以

歡
喜
の
心
で
仰
ぎ
見
る
か
ら
、
阿
頼
耶
識
の
中
に
金
剛
界
（
五
秘
密
曼
荼
羅
）
の
種
が
宿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。（
こ
の
（『
五
秘
密
軌
』）
文

は
初
め
て
曼
荼
羅
海
會
の
諸
尊
を
見
て
得
る
利
益
を
明
か
し
た
の
で
あ
る
） 

「
具
に
（
受
者
は
）
潅
頂
を
受
法
し
た
証
し
と
な
る
金
剛
の
名
号
を
受
け
る
。
そ
れ
か
ら
あ
と
は
、
広
大
無
辺
に
し
て
意
味
深
く
不
思
議
な
三
摩

地
法
を
受
法
し
、
声
聞
・
縁
覚
（
二
乘
）
や
「
十
地
」
の
菩
薩
を
超
越
す
る
。
こ
の
大
い
な
る
金
剛
薩
埵
（
と
明
妃
）
の
五
秘
密
瑜
伽
の
三
摩
地

法
の
修
習
を
後
夜
・
日
中
・
初
夜
・
夜
半
の
四
時
に
、
行
・
住
・
坐
・
臥
の
ふ
る
ま
い
の
中
で
、
間
断
な
く
留
意
し
て
修
習
す
れ
ば
、
見
聞
し
覚

知
す
る
世
間
日
常
に
お
い
て
、
人
空
・
法
空
の
二
空
へ
の
執
著
、
こ
と
ご
と
く
無
差
別
平
等
で
あ
り
、
現
在
の
生
に
お
い
て
（
菩
薩
の
十
地
の
）

初
地
を
成
就
し
、
次
々
と
菩
薩
位
を
昇
進
す
る
。
こ
の
五
秘
密
の
瑜
伽
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
涅
槃
に
も
生
死
に
も
染
ま
ら
ず
執
著
せ
ず
、

は
て
し
な
い
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
間
・
天
の
五
惡
趣
の
生
死
に
お
い
て
広
く
衆
生
済
度
を
実
戦
し
、
自
身
を
百
億
に
分
け
て
、
五
惡
趣
の
中

に
遊
ん
で
、
衆
生
を
仏
道
に
化
導
し
、
金
剛
薩
埵
の
位
を
成
就
さ
せ
る
」
と
。（
こ
れ
は
、『
御
秘
密
軌
』
の
法
則
に
従
っ
て
修
行
す
る
時
の
不
思

議
な
法
益
を
明
か
し
た
の
で
あ
る
）。 



ま
た
、（『
五
秘
密
軌
』
に
）
言
う
に
、「
身
・
口
・
意
の
「
三
密
」
行
と
い
う
堅
固
な
行
が
増
々
上
向
き
の
縁
と
な
り
、
毘
盧
遮
那
（
大
日
如
来
）

の
自
性
・
受
用
・
変
化
の
三
身
の
サ
ト
リ
の
境
地
を
成
就
す
る
」
と
。 

こ
の
よ
う
な
経
典
・
儀
軌
類
は
み
な
、
こ
の
速
疾
に
成
仏
す
る
不
思
議
な
神
通
の
三
摩
地
法
を
説
く
。
も
し
誰
か
、
法
則
を
従
っ
昼
夜
に
精
進
し

て
修
習
す
れ
ば
、
現
生
の
身
に
神
足
通
・
天
眼
通
・
天
耳
通
・
他
心
通
・
宿
命
通
の
五
神
通
を
得
る
。
次
々
と
修
練
す
れ
ば
、
こ
の
身
を
捨
て
ず

し
て
進
ん
で
仏
の
心
位
に
入
る
。
詳
し
く
は
経
典
・
儀
軌
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
よ
る
か
ら
、「
三
密
加
持
速
疾
顯
」
と
い

う
の
で
あ
る
。
加
持
と
は
、
如
來
の
大
悲
と
衆
生
の
信
心
を
表
わ
す
。
仏
の
日
光
の
影
が
、
衆
生
の
心
の
水
面
に
現
れ
る
の
を
「
加
」
と
言
い
、

行
者
の
心
の
水
面
が
、
よ
く
仏
の
日
光
に
感
応
す
る
の
を
「
持
」
と
名
づ
く
。
行
者
が
も
し
、
よ
く
こ
の
道
理
を
心
に
留
め
れ
ば
、「
三
密
」
は
相

応
す
る
か
ら
、
現
在
の
身
に
速
疾
に
本
有
の
自
性
・
受
用
・
変
化
の
三
身
が
顯
現
す
る
。
そ
の
故
に
「
速
疾
顯
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
常
に
言
う

即
時
・
即
日
と
同
じ
く
、「
卽
身
」
の
意
味
も
ま
た
そ
の
通
り
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
三
字
の
密
言
：「
オ
ン 

ボ
ク 

ケ
ン
（
オ
ン 

ボ
ッ 
ケ
ン
）O

/
 b

h
[
4
 k

h
a/

」 

②
鏡
智
：
大
円
鏡
智
。
阿
閦
如
来
の
三
摩
地
。
大
き
な
丸
い
鏡
に
万
物
が
映
る
よ
う
に
、
こ
の
智
慧
に
無
自
性
・
空
の
真
実
が
映
し
出
さ
れ
る
。 

③
平
等
性
：
宝
生
如
来
の
三
摩
地
智
。
一
切
の
諸
法
が
無
自
性
・
空
の
真
実
に
お
い
て
等
し
い
と
見
る
智
慧
。 

④
妙
観
察
智
：
阿
弥
陀
如
来
の
三
摩
地
。
一
切
の
諸
法
・
凡
夫
衆
生
を
無
自
性
・
空
の
立
場
か
ら
よ
く
観
察
す
る
智
慧
。 

⑤
成
所
作
智
：
不
空
成
就
如
来
の
三
摩
地
。
衆
生
済
度
の
実
践
の
智
慧
。 

⑥
難
調
：
仏
道
に
帰
依
し
な
い
者
。 

⑦
法
界
体
性
智
：
大
日
如
来
の
三
摩
地
。
法
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
さ
な
が
ら
に
相
即
相
入
し
合
っ
て
法
爾
自
然
で
あ
る
と
い
う
智
慧
。 

⑧
一
縁
一
相
：
行
者
と
の
か
か
わ
り
や
そ
の
形
相
。 

⑨
初
地
：
菩
薩
の
「
十
地
」
の
最
初
の
位
。
歓
喜
地
。 



⑩
一
大
阿
僧
祇
劫
：
一
劫
。
永
遠
に
近
い
無
時
間
的
な
時
間
。 

⑪
資
糧
：
サ
ト
リ
の
た
め
の
物
質
的
精
神
的
な
原
材
料
。 

⑫
自
受
用
身
：
自
ら
の
サ
ト
リ
を
自
受
法
楽
の
た
め
に
説
く
仏
身
。 

⑬
内
證
自
覺
聖
智
：
自
ら
の
サ
ト
リ
の
智
。
自
内
証
。 

⑭
他
受
用
身
：
衆
生
済
度
の
た
め
に
説
法
す
る
仏
身
。 

⑮
羯
磨
：
三
昧
耶
戒
の
戒
檀
に
お
い
て
行
う
授
戒
の
作
法
の
う
ち
の
第
八
、
三
聚
戒
・
四
重
戒
・
十
無
尽
戒
の
所
作
。 

⑯
普
賢
三
摩
地
：
金
剛
薩
埵
の
堅
固
な
菩
提
心
の
境
地
。 

⑰
須
臾
の
頃
：
少
し
の
間
。 

⑱
倶
生
：
生
ま
れ
な
が
ら
、
生
来
。 

⑲
變
易
：
変
え
る
。
変
質
さ
せ
る
。 

⑳
淨
信
：
清
ら
か
な
信
心
。 

㉑
瞻
覩
：
仰
ぎ
見
る
こ
と
。 

㉒
曼
荼
羅
海
會
：
マ
ン
ダ
ラ
に
諸
尊
が
集
合
し
て
い
る
図
。 

㉓
灌
頂
受
職
の
金
剛
名
號
：
潅
頂
を
受
法
し
た
証
し
と
な
る
金
剛
の
名
号
。 

㉔
五
密
瑜
伽
：
浄
菩
提
心
を
具
有
す
る
金
剛
薩
埵
と
人
間
の
欲
望
の
欲
・
触
・
愛
・
慢
が
浄
化
さ
れ
た
四
金
剛
菩
薩
（
妃
菩
薩
）
を
本
尊
と
す
る
、

煩
悩
即
菩
提
・
即
事
而
真
の
観
法
。 

㉕
人
法
二
空
：
人
（
主
観
、
五
蘊
皆
空
）
と
事
物
・
事
象
（
客
観
、
諸
法
皆
空
） 

㉖
速
疾
力
：
成
仏
が
速
い
能
力
。 

㉗
現
身
：
現
在
の
生
身
。
こ
の
身
。 

㉘
五
神
通
：
神
足
通
・
天
眼
通
・
天
耳
通
・
他
心
通
・
宿
命
通
。 



㉙
三
密
相
應
：
行
者
の
身
・
口
・
意
と
本
尊
の
身
・
口
・
意
と
が
一
体
に
な
る
こ
と
。 

 

【
付
記
】 

【
註
記
】
に
も
書
い
た
「
羯
磨
（
こ
ん
ま
）」
で
あ
る
。
私
が
伝
法
潅
頂
の
大
阿
を
勤
め
た
際
に
修
し
た
「
三
昧
耶
戒
大
阿
作
法
」
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。 

 

大
阿
、
三
昧
耶
戒
道
場
の
高
座
に
上
り
、「
振
鈴
」
ま
で
作
法
を
行
う
。
そ
こ
で
教
授
阿
闍
梨
が
受
者
を
道
場
に
引
入
し
、
受
者
は
着
座
し
て
諸
々

の
所
作
を
行
う
。
次
い
で
大
阿
が
「
表
白
」
を
読
ん
で
今
か
ら
「（
仏
性
）
三
昧
耶
戒
」
を
授
け
る
旨
を
告
げ
る
な
か
で
、「
佛
子
、
心
を
至
し

て
羯
磨
を
聽
く
べ
し
。
但
し
、
佛
性
戒
を
授
く
る
に
略
し
て
八
の
門
あ
り
」
と
言
い
、
そ
の
第
八
に
羯
磨
が
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、 

  
 

第
八
羯
磨 

 
 
 

今
正
し
く
得
戒
の
時
に
至
る
、
佛
子
心
を
至
し
て
「
羯
磨
」
を
聽
く
べ
し
。 

 
 
 

若
し
佛
性
三
昧
耶
戒
を
受
け
ん
と
欲
わ
ば
、
先
ず
無
上
の
心
を
發
す
べ
し
、 

 
 
 

其
の
無
上
の
心
と
は
、
五
篇
（
ご
ひ
ん
）、
七
聚
、
三
聚
、
四
重
、
十
無
盡
戒
を
持
す
る
な
り
。 

 
 
 

其
の
三
聚
戒
と
は
欇
律
儀
戒
、
欇
善
法
戒
、
饒
益
有
情
戒
な
り
。 

五
篇
七
聚
と
は
具
足
戒
な
り
、
是
等
の
戒
は
登
壇
得
戒
の
時
皆
持
つ
ま
く
の
み
。 

四
重
戒
と
は 

 

一
に
は
、
正
法
を
捨
て
邪
行
を
起
こ
す
、
是
第
一
の
波
羅
夷
な
り
。 

 

犯
す
べ
か
ら
ず
、
能
く
持
つ
べ
し
や
否
や
。 

 

答
（
受
者
）、
能
く
持
つ
。 

 



二
に
は
、
菩
提
心
を
捨
離
す
る
、
是
第
二
の
波
羅
夷
な
り
。 

 
犯
す
べ
か
ら
ず
、
能
く
持
つ
べ
し
や
否
や
。 

 
答
（
受
者
）、
能
く
持
つ
。 

 

三
に
は
、
一
切
に
於
て
恡
慳
（
り
ん
げ
ん
）
す
る
、
是
第
三
の
波
羅
夷
な
り
。 

 

犯
す
べ
か
ら
ず
、
能
く
持
つ
べ
し
や
否
や
。 

答
（
受
者
）、
能
く
持
つ
。 

 

四
に
は
、
一
切
衆
生
に
於
て
、
不
饒
益
の
行
を
作
す
、
是
第
四
の
波
羅
夷
な
り
。 

 

犯
す
べ
か
ら
ず
、
能
く
持
つ
べ
し
や
否
や
。 

答
（
受
者
）、
能
く
持
つ
。 

 

十
無
盡
戒
と
は 

一
に
は
、
菩
提
心
を
退
す
べ
か
ら
ず
、
成
佛
を
妨
ぐ
が
故
。 

二
に
は
、
三
寶
を
捨
離
し
、
外
道
に
歸
依
す
べ
か
ら
ず
、
是
れ
邪
法
な
る
が
故
に
。 

三
に
は
、
三
寶
及
び
三
乘
の
法
を
毀
謗
す
べ
か
ら
ず
、
佛
性
に
背
く
が
故
。 

四
に
は
、
甚
深
の
大
乘
經
典
の
通
解
せ
ざ
る
處
に
於
て
疑
惑
を
生
（
な
）
す
べ
か
ら
ず
、
凡
夫
の
境
に
非
ざ
る
が
故
。 

五
に
は
、
若
し
衆
生
あ
っ
て
、
已
に
菩
提
心
を
發
す
る
者
を
、
和
悦
歎
美
す
べ
し
、
三
寶
の
種
を
繼
ぐ
が
故
。 

六
に
は
、
未
だ
菩
提
心
を
發
さ
ざ
る
者
を
、
勸
誘
し
引
欇
す
べ
し
、
大
願
あ
る
が
故
。 

七
に
は
、
小
乗
の
人
及
び
邪
見
の
人
に
對
し
て
、
深
妙
の
大
乗
を
説
く
べ
か
ら
ず
、
彼
誹
謗
を
生
（
な
）
し
て
大
殃
（
だ
い
お
う
）
を
獲 



（
う
）
る
が
故
。 

八
に
は
、
諸
々
の
邪
見
等
の
法
を
發
起
す
べ
か
ら
ず
、
善
根
を
断
つ
が
故
。 

九
に
は
、
外
道
の
前
に
於
て
、
自
ら
我
れ
無
上
菩
提
の
妙
戒
を
具
す
と
説
く
べ
か
ら
ず
、
彼
嗔
（
し
ん
）
を
生
（
な
）
し
て
損
壊
（
そ
ん 

ね
）
あ
る
が
故
。 

十
に
は
、
一
切
衆
生
に
於
て
、
損
害
（
そ
ん
か
い
）
あ
っ
て
利
益
な
き
心
を
皆
作
す
べ
か
ら
ず
、
利
他
の
法
及
び
慈
悲
心
に
於
て
、
相
い 

違
背
す
る
が
故
。 

 

以
上
か
ら
、
三
昧
耶
戒
の
戒
体
と
し
て
の
五
篇
、
七
聚
、
三
聚
、
四
重
、
十
無
盡
と
い
う
戒
を
「
羯
磨
」（
原
語
は

k
arm

a

）
と
言
っ
て
い
る
も
の

と
解
釈
し
て
お
く
。 

 

■
重
々
帝
網
名
即
身 

【
原
文
】 

重
重
帝
網
名
卽
身
者
。
是
則
擧
譬
喩
以
明
諸
尊
刹
塵
三
密
圓
融
無
礙
。
帝
網
者
因
陀
羅
珠
網
也
。
謂
身
者
我
身
佛
身
衆
生
身
是
名
身
。
又
有
四
種

身
。
言
自
性
受
用
變
化
等
流
是
名
曰
身
。
又
有
三
種
字
印
形
是
也
。
如
是
等
身
縱
横
重
重
。
如
鏡
中
影
像
燈
光
渉
入
。
彼
身
卽
是
此
身
。
此
身
卽

是
彼
身
。
佛
身
卽
是
衆
生
身
。
衆
生
身
卽
是
佛
身
。
不
同
而
同
不
異
而
異
。
故
三
等
無
礙
眞
言
曰
歸
命
句
如
常

阿
三
迷
底
哩
三
迷
三
昧
曳
莎
呵
初
句
義
云
無
等
。
次
云
三
等
。
後
句
云
三
平
等
。
佛
法
僧
是
三
。
身
語
意
亦
三
。
心
佛
及
衆
生
三
也
。
如
是
三

法
平
等
平
等
一
也
。
一
而
無
量
無
量
而
一
。
終
不
雜
亂
。
故
曰
重
重
帝
網
名
卽
身 

 

【
書
き
下
し
】 

「
重
重
帝
網
な
る
を
卽
身
と
名
づ
く
」
と
は
、
是
れ
則
ち
譬
喩
を
擧
げ
、
以
っ
て
諸
尊
の
刹
塵
の
三
密
の
圓
融
無
礙
な
る
を
明
か
す
。
帝
網
と
は
、



因
陀

い
ん
だ

羅 ら

珠
網

し
ゅ
も
う

な
り
。
謂
わ
く
、
身
と
は
我
身
・
佛
身
・
衆
生
身
、
是
れ
を
身
と
名
づ
く
。
又
、
四
種
の
身
有
り
。
言
わ
く
、
自
性
・
受
用
・
變
化
・

等
流
、
是
れ
を
名
づ
け
て
身
と
曰
う
。
又
、
三
種
有
り
、
字
・
印
・
形
、
是
れ
な
り
。
是
く
の
如
く
等
の
身
は
縱
横
に
し
て
重
重
な
る
こ
と
鏡
中

の
影
像
と
燈
光
と
渉
入
す
る
が
如
し
。
彼
の
身
は
卽
ち
是
れ
此
の
身
、
此
の
身
は
卽
ち
是
れ
彼
の
身
、
佛
身
は
卽
ち
是
れ
衆
生
身
、
衆
生
身
は
卽

ち
是
れ
佛
身
、
同
じ
か
ら
ず
し
て
同
じ
、
異
な
ら
ず
し
て
異
な
り
。
故
に
三
等
無
礙
の
眞
言
に
曰
わ
く
、
歸
命
の
句
は
常
の
如
し
。「

阿
三
迷
底
哩
三
迷
三
昧
曳
莎
呵
」。
初
め
の
句
義
は
無
等
と
云
う
。
次
は
三
等
と
云
う
。
後
の
句
は
三
平
等
と
云
う
。
佛
・

法
・
僧
、
是
れ
三
な
り
。
身
・
語
。
意
も
、
ま
た
三
な
り
。
心
・
佛
及
び
衆
生
、
三
な
り
。
是
く
の
如
く
の
三
法
は
平
等
平
等
に
し
て
一
な
り
。

一
に
し
て
無
量
、
無
量
に
し
て
一
な
り
。
終 つ

い

に
雜
亂
せ
ず
。
故
に
「
重
重
帝
網
名
卽
身
」
と
曰
う
。 

 

【
私
訳
】 

「
重
重
帝
網
な
る
を
卽
身
と
名
づ
く
」
と
い
う
の
は
、（
法
界
の
）
諸
尊
の
無
数
の
身
・
口
・
意
の
「
三
密
」
が
相
互
に
相
即
相
入
し
て
無
礙
な
る

こ
と
を
譬
喩
を
用
い
て
言
っ
た
の
で
あ
る
。
帝
網
と
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
の
武
勇
神
イ
ン
ド
ラ
天
が
発
す
る
稲
妻
の
光
網
に
喩
え
ら
れ
た
、
帝
釈
天
の

宮
殿
の
宝
石
の
か
ざ
り
網
の
こ
と
で
あ
る
。（「
即
身
」
の
）
身
と
は
、
わ
が
身
・
仏
身
・
衆
生
身
で
あ
り
、
ま
た
、
四
種
の
身
が
あ
り
、
自
性
身
・

受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
で
、
是
れ
も
身
と
言
う
。
ま
た
、
三
種
の
身
が
あ
り
、
字
（
梵
字
）
で
画
か
れ
た
も
の
・
印
（
印
契
や
持
物
な
ど
の

象
徴
物
）
で
画
か
れ
た
も
の
・
鋳
造
・
塑
造
・
木
造
な
ど
の
形
像
も
、
身
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
身
は
縱
横
に
し
て
多
重
多
層
、
ま
る
で
鏡
の
中

の
影
像
と
灯
火
の
光
と
が
映
し
合
い
渉
入
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
か
の
身
は
す
な
わ
ち
こ
の
身
、
こ
の
身
は
す
な
わ
ち
こ
の
身
、
仏
身
は
す
な

わ
ち
衆
生
身
、
衆
生
身
は
す
な
わ
ち
仏
身
。
同
じ
く
は
な
い
が
同
じ
で
あ
り
、
異
な
っ
て
は
い
な
い
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
三
等
無
礙
の

「
入
仏
三
昧
耶
真
言
」（『
大
日
経
』「
密
印
品
」）
に
言
う
。
歸
命
の
句
、
す
な
わ
ち
「
ノ
ウ
マ
ク 

曩
莫 

N
am

a4

」「
サ
マ
ン
ダ
ボ
ダ
ナ
ン 

三
曼
多

没
駄
南 

sam
an

ta-b
u
d
d
h
qn

q/

」
は
常
の
如
し
。「

阿
三
迷
底
哩
三
迷
三
昧
曳
莎
呵
、
ア
サ
ン
メ
イ 

チ
リ
サ



ン
メ
イ 

サ
ン
マ
エ
イ 

ソ
ワ
カ 

asam
e trisam

e sam
ay

e sv
qh

q

」。
最
初
の
「
ア
サ
ン
メ
イ
」
は
「
無
等
」
と
い
う
意
味
。
次
の
「
チ
リ
サ
ン
メ
イ
」

は
「
三
等
」
と
い
う
意
味
。
最
後
の
「
サ
ン
マ
エ
イ
」
は
「
三
平
等
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
仏
・
法
・
僧
は
三
、
身
・
語
。
意
も
三
、
心
・
佛

及
び
衆
生
も
三
で
あ
る
。
以
上
の
三
法
は
平
等
平
等
で
本
来
は
一
で
あ
る
。
一
に
し
て
無
量
（
一
即
多
）、
無
量
に
し
て
一
（
多
即
一
）
で
あ
る
。

つ
ま
る
所
、
こ
の
三
は
入
り
乱
れ
る
こ
と
が
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
次
第
で
「
重
重
帝
網
名
卽
身
」
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
因
陀
羅
珠
網
：
因
陀
羅
は
ヒ
ン
ド
ゥ
の
武
勇
神
イ
ン
ド
ラ
天
。
珠
は
帝
釈
天
の
宮
殿
の
か
ざ
り
網
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
宝
石
。
網
は
イ
ン
ド
ラ

天
が
発
す
る
稲
妻
に
喩
え
ら
れ
た
帝
釈
天
の
宮
殿
の
か
ざ
り
網
。
す
な
わ
ち
、
ヒ
ン
ド
ゥ
の
武
勇
神
イ
ン
ド
ラ
天
が
発
す
る
稲
妻
の
光
網
に
喩

え
ら
れ
た
、
帝
釈
天
の
宮
殿
の
宝
石
の
か
ざ
り
網
。 

②
三
等
無
礙
の
眞
言
：『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
に
説
く
入
仏
三
昧
耶
真
言
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「N

am
a4

 sam
anta-b

u
d
d
h
qn

q/
 asam

e trisam
e sam

ay
e 

sv
qh

q

」。
漢
訳
は
「
曩
莫
三
曼
多
没
駄
南
阿
三
迷
底
哩
三
迷
三
昧
曳
莎
呵
」。
私
訳
で
「（
胎
蔵
マ
ン
ダ
ラ
の
）
遍
き
諸
尊
に
稽
首
礼
し
ま
す
。
比

肩
す
る
も
の
な
く
（
無
等
）、（
我
身
・
仏
身
・
衆
生
身
な
ど
）
三
平
等
の
（
三
平
等
）、
三
昧
耶
（
仏
と
行
者
の
三
密
一
如
）
に
、
幸
い
あ
れ
」。

ま
た
、『
大
日
経
』「
密
印
品
」
に
も
「
一
切
如
来
入
三
昧
耶
遍
一
切
無
能
障
礙
力
無
等
三
昧
力
明
妃
」
と
あ
る
。 

 

■
法
然
具
足
薩
般
若
～
円
鏡
力
故
実
覚
智 

【
原
文
】 

法
然
具
足
薩
般
若
者
。
大
日
經
云
。
我
一
切
本
初
。
號
名
世
所
依
。
説
法
無
等
比
。
本
寂
無
有
上
。
謂
我
者
大
日
尊
自
稱
。
一
切
者
擧
無
數
。
本

初
者
本
來
法
然
證
得
如
是
大
自
在
一
切
法
之
本
祖
。
如
來
法
身
衆
生
本
性
。
同
得
此
本
來
寂
靜
之
理
。
然
衆
生
不
覺
不
知
。
故
佛
説
此
理
趣
覺
悟

衆
生
。
又
云
。
諸
樂
欲
因
果
者
。
非
彼
愚
夫
能
知
眞
言
之
相
何
以
故
。
説
因
非
作
者
。
彼
果
則
不
生
。
此
因
尙
空
云
何
而
有
果
。
當
知
眞
言
果
。

悉
離
於
因
果
。
上
文
所
引
我
覺
本
不
生
乃
至
遠
離
於
因
縁
偈
。
及
諸
法
本
不
生
乃
至
因
業
等
虚
空
。
如
是
等
偈
皆
明
法
然
具
足
之
義
。
又
金
剛
頂



云
。
自
性
所
成
眷
屬
金
剛
手
等
十
六
大
菩
薩
。
乃
至
各
各
流
出
五
億
倶
胝
微
細
法
身
金
剛
如
是
等
文 

亦
是
此
義
也
。
言
法
然
者
顯
諸
法
自
然
如
是
。

具
足
者
成
就
義
無
闕
少
義
。
薩
般
若
者
梵
語
也
。
古
云
薩
云
者
訛
略
。
具
云
薩
羅
婆
枳
孃
曩
。
翻
云
一
切
智
智
。
一
切
智
智
者
。
智
者
決
斷
簡
擇

義
。
一
切
佛
各
具
五
智
三
十
七
智
乃
至
刹
塵
智
。 

次
兩
句
卽
表
此
義
。
若
明
決
斷
徳
則
以
智
得
名
。
顯
集
起
則
以
心
得
稱
。
顯
軌
持
則
法
門
得
稱
。
一
一
名
號
皆
不
離
人
。
如
此
人
數
過
刹
塵
。
故

名
一
切
智
智
。
不
同
顯
家
一
智
以
對
一
切
得
此
號
。
心
王
者
法
界
體
性
智
等
。
心
數
者
多
一
識
。
各
具
五
智
明
一
一
心
王
心
數
各
各
有
之
。
無
際

智
高
廣
無
數
之
義
。 

圓
鏡
力
故
實
覺
智
者
。
此
卽
出
所
由
。
一
切
諸
佛
因
何
得
覺
智
名
。
謂
如
一
切
色
像
悉
現
高
臺
明
鏡
之
中
。
如
來
心
鏡
亦
復
如
是
。
圓
明
心
鏡
高

懸
法
界
頂
。
寂
照
一
切
不
倒
不
謬
。
如
是
圓
鏡
何
佛
不
有
。
故
曰
圓
鏡
力
故
實
覺
智
。 

卽
身
成
佛
義 

 

【
書
き
下
し
】 

「
法
然
に
薩
般
若
を
具
足
し
」
と
は
、『
大
日
經
』
に
云
わ
く
、「
我
、
一
切
の
本
初

ほ
ん
じ
ょ

な
り
。
號
し
て
世
所
依

せ

し

ょ

え

と
名
づ
く
。
説
法
、
等
比
無
く
、
本

よ
り
寂
に
し
て
上
有
る
こ
と
無
し
」
と
。
謂
わ
く
、
我
と
は
、
大
日
尊
の
自
稱
な
り
。
一
切
と
は
無
數
を
擧
ぐ
。
本
初
と
は
本
來
法
然
に
是
く
の

如
く
の
大
自
在
の
一
切
法
を
證
得
す
る
の
本
祖
な
り
。
如
來
の
法
身
と
衆
生
の
本
性
は
、
同
じ
く
此
の
本
來
寂
靜
の
理
を
得
れ
ど
も
、
然
も
衆
生

は
覺
せ
ず
知
る
も
せ
ず
。
故
に
佛
、
此
の
理
趣
を
説
い
て
衆
生
を
覺
悟
せ
し
め
た
り
。 

ま
た
云
わ
く
、「
諸
々
の
因
果
を
樂
欲
す
る
者
、
彼
の
愚
夫

ぐ

ぶ

の
能
く
眞
言
と
眞
言
の
相
を
知
る
に
非
ず
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
因
は
作
者
に
非
ず

と
説
か
ば
、
彼
の
果
は
則
ち
不
生
な
り
。
此
の
因
、
因
す
ら
尚
し
空
な
り
。
云
何
が
果
有
ら
ん
や
。
當
に
知
る
べ
し
、
眞
言
の
果
、
悉
く
因
果
を

離
れ
た
り
」
と
。
上
の
文
に
引
く
所
の
「
我
覺
本
不
生
乃
至
遠
離
於
因
縁
」
の
偈
、
及
び
「
諸
法
本
不
生
乃
至
因
業
等
虚
空
」。
是
く
の
如
き
等
の



偈
は
、
皆
「
法
然
具
足
」
の
義
を
明
か
す
。 

ま
た
、『
金
剛
頂
（
経
）』
に
云
わ
く
、「
自
性
所

じ
し
ょ
う
し
ょ

成
じ
ょ
う

の
眷
屬

け
ん
ぞ
く

の
金
剛
手
等
の
十
六

じ
ゅ
う
ろ
く

大
菩
薩

だ
い
ぼ
さ
つ

。
乃
至
。
各
各
に
五
億
倶
胝

く
て
い

の
微
細

み
さ
い

法
身
の
金
剛
を

流
出
す
」
と
。
是
く
の
如
き
等
の
文
は
ま
た
是
れ
此
の
義
な
り
。「
法
然
」
と
言
う
は
、
諸
法
の
自
然
に
是
く
の
如
く
な
る
を
顯
わ
す
。「
具
足
」

と
は
、
成
就
の
義
に
し
て
無
闕

む
け
つ

少
し
ょ
う

の
義
な
り
。「
薩
般
若
」
と
は
、
梵
語
な
り
。
古
く
に
「
薩
云

さ
っ
つ
ん

」
と
云
う
は
訛
略

が
り
ゃ
く

な
り
。
具
に
は
「
薩
羅
婆
枳
孃
曩

さ

ら

ば

き

じ

ゃ

の

う

」

と
云
う
。
翻
じ
て
「
一
切
智
智
」
と
云
う
。
一
切
智
智
、
智
と
は
決
斷
と
簡
擇
の
義
な
り
。
一
切
の
佛
、
各
々
五
智
・
三
十
七
智
乃
至
刹
塵
の
智

を
具
す
。 

次
の
兩
句
は
卽
ち
此
の
義
を
表
わ
す
。
若
し
決
斷
の
徳
を
明
か
す
に
則
ち
智
を
以
っ
て
名
を
得
。
集
起

じ
っ
き

を
顯
わ
す
に
則
ち
心
を
以
っ
て
稱
を
得
。

軌
持

き

じ

を
顯
わ
す
に
則
ち
法
門
に
稱
を
得
。
一
一
の
名
號
、
皆
人
を
離
れ
ず
。
此
く
の
如
く
の
人
、「
數
、
刹
塵
に
過
ぎ
た
り
」。
故
に
一
切
智
智
と

名
づ
く
。
顯
家
の
一
智
以
っ
て
一
切
に
對
し
、
此
の
號
を
得
る
に
同
じ
か
ら
ず
。「
心
王
」
と
は
「
法
界
體
性
智
」
等
な
り
。「
心
數
」
と
は
多
一

た
い
ち

識 し
き

な
り
。「
各
々
五
智
を
具
す
」
と
は
、
一
一
の
心
王
・
心
數
に
各
各
に
之
れ
有
る
を
明
か
す
。「
無
際
智
」
と
は
高
廣
に
し
て
無
數
の
義
な
り
。「
圓

鏡
力
の
故
に
實
覺
智
な
り
」
と
は
、
此
れ
卽
ち
所
由
を
出
す
。
一
切
諸
佛
は
何
に
因
っ
て
覺
智
の
名
を
得
ん
や
。
謂
わ
く
、
一
切
の
色
像
の
悉
く

高
臺
の
明
鏡
の
中
に
現
ず
る
が
如
く
、
如
來
の
心
鏡
も
ま
た
是
く
の
如
し
。
圓
明
の
心
鏡
、
高
く
法
界
の
頂
き
に
懸
り
、
寂
に
し
て
一
切
を
照
ら

し
て
不
倒
不
謬

ふ
と
う
ふ
み
ょ
う

な
り
。
是
く
の
如
く
の
圓
鏡
、
何
の
佛
に
有
ら
ざ
ら
ん
。
故
に
「
圓
鏡
力
故
實
覺
智
」
と
曰
う
。 

 



【
私
訳
】 

「
法
然
に
薩
般
若
を
具
足
す
」
と
い
う
の
は
、『
大
日
經
』「
転
字
輪
漫
荼
羅
行
品
」
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。「
我
（
大
日
如
来
）
は
あ
ら

ゆ
る
一
切
の
も
の
の
本
源
で
あ
る
。
世
間
の
拠
り
所
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
説
法
は
こ
の
上
な
く
、
も
と
よ
り
寂
静
の
三
摩
地
に
住
し
て
い
て
上
に

誰
も
い
な
い
」
と
。
す
な
わ
ち
、「
我
」
と
い
う
の
は
、
大
日
尊
が
自
ら
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。「
一
切
」
と
い
う
の
は
、
無
數
の
意
味
。「
本
初
」

と
は
、
本
來
法
爾
自
然
に
し
て
自
在
無
礙
な
る
一
切
諸
法
を
覚
っ
て
い
る
そ
の
大
本
で
あ
る
。
如
來
の
法
仏
と
し
て
の
仏
身
と
衆
生
の
本
性
と
は
、

等
同
で
あ
っ
て
、
こ
の
本
來
寂
靜
の
（
サ
ト
リ
の
）
道
理
を
会
得
し
て
い
る
の
だ
が
、
世
間
の
衆
生
は
そ
れ
を
察
知
せ
ず
知
ろ
う
と
も
し
な
い
。

故
に
仏
は
、
こ
の
サ
ト
リ
の
道
理
を
説
い
て
衆
生
を
サ
ト
リ
に
導
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
（『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」
に
）
言
う
に
、「
因
果
に
よ
っ
て
生
々
流
転
す
る
（
世
間
の
）
も
の
ご
と
に
愛
著
す
る
愚
か
な
衆
生
は
、（
例

え
ば
）
真
言
（
の
真
意
）
と
真
言
の
（
誦
持
な
ど
の
）
外
面
も
知
ら
な
い
。
な
ぜ
か
と
言
う
に
、
因
は
も
の
ご
と
の
起
因
で
は
な
い
と
（
彼
ら
が
）

主
張
す
る
な
ら
、
結
果
は
生
じ
な
い
。（
し
か
し
）
こ
の
因
す
ら
空
で
あ
る
。
ど
う
し
て
結
果
が
生
じ
よ
う
か
（
果
も
空
で
あ
る
）。
ま
さ
に
真
言

の
果
は
み
な
因
果
を
離
れ
て
い
る
の
だ
、
と
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
上
の
文
に
引
い
た
「
我
覺
本
不
生
」
か
ら
「
遠
離
於
因
縁
」
の
偈

と
、
及
び
「
諸
法
本
不
生
」
か
ら
「
因
業
等
虚
空
」
の
偈
は
、
み
な
「
法
然
具
足
」
の
意
味
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、『
金
剛
頂
（
経
）』（
す
な
わ
ち
、『
金
剛
頂
経
』
系
の
『
瑜
祇
経
』）
に
説
く
に
、「
法
爾
自
然
を
自
性
と
す
る
法
身
大
日
の
脇
侍
の
金
剛
手

菩
薩
な
ど
十
六
大
菩
薩
」
さ
ら
に
「
各
々
に
五
億×

一
千
万
（
あ
る
い
は
五
億×

一
億
）
の
（
十
地
の
菩
薩
に
も
見
え
な
い
ほ
ど
）
微
細
で
金
剛

の
よ
う
に
堅
固
な
法
身
を
流
出
す
る
」
と
。
以
上
の
文
も
ま
た
「
法
然
具
足
」
の
意
味
で
あ
る
。 

「
法
然
」
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
う
な
る
べ
く
し
て
そ
う
な
る
法
爾
自
然
の
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。「
具
足
」
と
は
、
成
就
の
意
味

で
欠
け
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
薩
般
若
」
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
、
古
訳
に
「
薩
云
」
な
ど
と
言
う
の
は
な
ま
っ
て
略
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
薩
羅
婆
枳
孃
曩
（
さ
ら
ば
き
じ
ゃ
の
う
）、
サ
ル
バ
・
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナsarv

a-j̀
qn

a

」
と
言
い
、
漢
訳
し
て
「
一
切

智
智
」
と
言
う
。
一
切
智
智
の
「
智
」
と
は
、
決
断
と
簡
択
（
選
択
す
る
こ
と
）
の
意
味
で
あ
る
。
一
切
の
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
、
五
智
と
金
剛
界
の

三
十
七
尊
の
智
慧
と
そ
の
他
無
数
の
仏
智
を
具
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 



そ
の
次
の
、「
心
数
心
王
刹
塵
に
過
ぎ
た
り
」
と
「
各
々
五
智
無
際
智
を
具
す
」
の
二
句
は
、
と
も
に
「
一
切
智
智
」
の
意
味
を
明
か
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
決
断
の
徳
を
明
か
に
す
る
の
に
「
智
」
が
用
い
ら
れ
た
。
仏
智
を
集
め
て
起
こ
す
の
を
顯
わ
す
の
に
「
心
」
が
用
い
ら
れ
た
。（
仏
智

を
）
保
持
す
る
こ
と
を
顯
わ
す
の
に
「
法
門
」
が
用
い
ら
れ
た
。（
一
切
智
智
の
）
一
つ
一
つ
の
名
称
は
み
な
人
を
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の

人
は
「
数
、
刹
塵
に
過
ぎ
た
り
」
で
あ
る
。
そ
の
故
に
「
一
切
智
智
」
と
言
う
。
顯
教
の
人
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、
一
つ
の
智
慧
に
よ
っ
て
あ
ら

ゆ
る
も
の
に
対
応
で
き
る
と
言
う
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
名
称
を
得
る
の
と
は
異
な
る
。「
心
王
」
と
は
「
法
界
体
性
智
」
等
で
あ
る
。「
心
数
」
と

は
心
王
以
外
の
そ
の
他
の
認
識
作
用
で
あ
る
。「
各
々
五
智
を
具
す
」
と
は
、
一
つ
一
つ
の
心
王
・
心
数
に
そ
れ
ぞ
れ
五
智
を
有
す
る
と
い
う
意
味
。

「
無
際
智
」
と
は
、
高
く
広
く
し
て
無
数
、
す
な
わ
ち
無
限
の
意
味
で
あ
る
。「
圓
鏡
力
の
故
に
實
覺
智
な
り
」
と
は
、
成
仏
の
拠
り
所
を
言
っ
た

の
で
あ
る
。
一
切
諸
仏
は
何
に
よ
っ
て
「
覚
智
」
と
言
わ
れ
る
の
か
。
す
な
わ
ち
、
色
や
か
た
ち
あ
る
も
の
が
こ
と
ご
と
く
高
台
の
明
る
い
鏡
に

映
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
如
來
の
心
の
鏡
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
丸
く
汚
れ
の
な
い
心
の
鏡
は
、
高
く
法
界
の
頂
き
に
か
か
っ
て
、
寂
静
に
し

て
一
切
を
照
ら
し
、（
逆
さ
ま
に
映
す
）
顛
倒
も
な
く
（
ま
ち
が
っ
た
も
の
を
映
す
）
誤
り
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
円
鏡
、
い
か
な
る
仏
に
な
い
の

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
圓
鏡
力
故
實
覺
智
」
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
世
所
依
：
世
間
の
拠
り
所
。 

②
愚
夫
：
愚
か
な
衆
生
・
外
道
。 

③
自
性
所
成
：
簡
単
に
解
釈
で
き
な
い
宗
祖
の
造
語
で
、
先
学
に
「
金
剛
界
の
智
法
身
大
日
」
と
す
る
説
が
あ
る
。
そ
の
場
合
「
自
性
」
と
は
「
法

爾
」
す
な
わ
ち
「
法
然
具
足
」
と
す
る
（
松
長
有
慶
『
訳
注 

即
身
成
仏
義
』）。 

④
眷
屬
：
脇
侍
・
侍
者
・
従
者
。 

⑤
金
剛
手
：
金
剛
薩
埵
。 

⑥
十
六
大
菩
薩
：
金
剛
薩
埵
・
金
剛
王
・
金
剛
愛
・
金
剛
喜
（
東
方
）、
金
剛
宝
・
金
剛
光
・
金
剛
幢
・
金
剛
笑
（
南
方
）、
金
剛
法
・
金
剛
利
・



金
剛
因
・
金
剛
語
（
西
方
）、
金
剛
業
・
金
剛
護
・
金
剛
牙
・
金
剛
拳
（
北
方
）。 

金
剛
界
の
四
仏
、
阿
閦
如
来
（
東
方
）・
宝
生
如
来
（
南
方
）・
阿
弥
陀
如
来
（
西
方
）・
不
空
成
就
如
来
（
北
方
）
の
眷
属
。 

⑦
倶
胝
：
一
千
万
あ
る
い
は
一
億
。
十
の
七
乗
。 

⑧
微
細
：
十
地
の
菩
薩
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
細
か
さ
。
こ
の
上
な
い
ほ
ど
の
、
と
い
っ
た
意
。 

⑨
無
闕
少
：
欠
け
る
こ
と
が
な
い
こ
と
。 

⑩
訛
略
：
な
ま
っ
て
略
す
こ
ろ
。 

⑪
薩
羅
婆
枳
孃
曩
：「
サ
ル
バ
・
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナsarv

a-j̀
qn

a

」。
一
切
智
智
。 

⑫
三
十
七
智
：
金
剛
界
三
十
七
尊
の
智
慧
。 

⑬
集
起
：
諸
縁
が
集
っ
て
起
る
・
原
因
。 

⑭
軌
持
：
軌
範
を
保
持
す
る
こ
と
。 

⑮
多
一
識
：
多
と
一
を
相
対
的
に
見
て
、
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
で
見
な
い
認
識
。
心
王
以
外
の
識
。『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
言
う
「
十
識
」
の
う
ち

の
第
九
識
（
松
長
有
慶
『
訳
注 

即
身
成
仏
義
』）。 

⑯
不
倒
不
謬
：（
逆
さ
ま
に
映
す
）
顛
倒
も
な
く
（
ま
ち
が
っ
た
も
の
を
映
す
）
誤
り
も
な
い 

       



■
あ
と
が
き 

最
後
に
、
近
く
私
家
版
で
出
版
予
定
の
『
松
岡
正
剛
『
空
海
の
夢
』
を
読
む
』
か
ら
『
即
身
成
仏
義
』
に
関
す
る
一
章
を
取
り
出
し
、
締
め
く

く
り
と
し
た
い
。 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

第
十
九
章 

即
身
成
仏
義
体
験 

 

こ
の
章
は
、
松
岡
さ
ん
の
「
即
身
成
仏
」
の
誤
解
か
ら
は
じ
ま
る
。 

そ
の
誤
解
と
は
、
「
二
経
一
論
八
箇
の
証
文
」
と
言
わ
れ
る
「
二
頌
八
句
」
に
「
即
身
仏
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
勘
ち
が
い
。

松
岡
さ
ん
に
し
て
か
ら
が
、「
即
身
成
仏
」
と
は
「
即
身
仏
」、
す
な
わ
ち
山
形
県
に
な
ど
見
ら
れ
る
「
土
中
成
仏
」
し
た
山
岳
修
験
行
者
の
遺
骸
、

「
生
き
な
が
ら
仏
に
な
る
こ
と
」、
つ
ま
り
「
ミ
イ
ラ
」
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
と
言
う
。
高
野
山
の
奥
の
院
で
、
生
き
て
瞑
想
行
の

姿
の
ま
ま
遷
化
し
た
宗
祖
大
師
の
「
留
身
入
定
」
と
も
思
い
を
重
ね
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
松
岡
さ
ん
は
「
即
身
成
仏
」
を
「
即
座
の
サ
ト
リ
」
と
思
い
込
み
、
高
校
時
代
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
禅
の
稲
垣
足
穂
に
言
わ
れ
た
、

盤
珪
和
尚
の
「
そ
の
ま
ま
禅
」
を
「
即
身
成
仏
」
だ
と
勘
ち
が
い
し
た
。 

  

＊
空
海
は
『
即
身
成
仏
義
』
全
体
を
通
し
て
、「
身
」
に
つ
い
て
は
さ
か
ん
に
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、「
即
身
」
の
「
即
」
に
つ
い
て
は
「
常

の
即
時
即
日
の
如
く
、
即
身
の
義
も
ま
た
か
く
の
如
し
」
と
か
、「
不
離
は
す
な
わ
ち
こ
れ
即
の
義
な
り
」
と
言
う
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
く
わ

し
い
定
義
は
し
て
い
な
い
。（
略
）
わ
た
し
は
こ
の
「
即
」
を
（
略
）
第
二
段
階
目
の
誤
解
、
つ
ま
り
「
即
座
の
サ
ト
リ
」
と
い
う
ふ
う
に
誤

解
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

＊
こ
れ
は
、
禅
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
即
座
の
大
悟
」
と
通
じ
る
で
は
な
い
か
、（
略
）
盤
珪
和
尚
永
琢
の
不
生
禅
、
い
わ
ゆ
る
「
そ
の
ま
ま
禅
」



を
す
ら
お
も
い
あ
わ
し
て
い
た
。 

 
高
校
時
代
か
ら
禅
道
場
に
通
っ
て
い
た
松
岡
さ
ん
は
、
道
元
に
は
じ
ま
っ
て
中
国
禅
へ
、
そ
し
て
こ
の
頃
、
京
都
桃
山
の
稲
垣
足
穂
に
接
し
て

い
た
。
そ
の
稲
垣
足
穂
が
「
や
っ
ぱ
り
禅
は
盤
珪
は
ん
が
お
も
ろ
い
な
あ
」
と
言
っ
た
、
と
。
松
岡
さ
ん
は
稲
垣
足
穂
を
よ
く
書
い
た
し
、
書
い

た
り
話
し
た
り
す
る
時
に
も
よ
く
口
に
し
て
い
た
。
稲
垣
が
「
お
も
ろ
い
」
と
言
っ
た
盤
珪
の
「
法
語
集
」
の
一
文
。 

  
 

そ
れ
か
ら
直
に
禅
に
取
り
掛
か
り
ま
し
て
、
あ
そ
こ
な
山
に
入
っ
て
は
、
七
日
も
物
を
食
べ
ず
、 

こ
こ
な
巖
に
入
っ
て
は
、
直
に
尖
っ
た
岩
の
上
に
着
物
を
引
き
ま
く
っ
て
坐
を
組
む
が
最
後
、 

命
を
失
う
こ
と
も
顧
み
ず
、
自
然
と
転
け
て
落
ち
る
ま
で
坐
を
立
た
ず
に
、
食
物
は
誰
が 

持
っ
て
来
て
く
れ
よ
う
も
ご
ざ
ら
ね
ば
、
幾
日
も
幾
日
も
食
せ
ぬ
こ
と
が
ま
ま
多
う
ご
ざ
っ
た
。 

  

＊
当
時
の
私
は
ま
た
「
存
在
学
」
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
一
口
で
言
え
ば
「
い
か
に
し
て
存
在
的
（
オ
ン
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
な
る

も
の
か
ら
存
在
学
的
（
オ
ン
ト
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
）
な
る
も
の
に
向
う
の
か
」
と
い
う
新
し
い
「
存
在
の
学
」
を
、
一
方
は
西
洋
の
物
理
学
や
生

物
学
か
ら
、
他
方
は
東
洋
の
宗
教
学
や
民
俗
学
か
ら
、
と
も
が
ら
に
蒸
留
し
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
と
き
に
、
空
海
の

『
即
身
成
仏
義
』
を
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
誤
解
が
誤
解
を
生
ん
で
、
あ
げ
く
に
空
海
の
先
見
を
禅
の
側
か
ら
評
価
す
る
と
い
う
よ

う
な
結
構
に
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

松
岡
さ
ん
は
も
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
論
と
向
き
合
っ
て
い
た
。
し
か
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
東
洋
の
宗
教
学
や
民
俗
学
か
ら
も
探
ろ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、「
即
身
成
仏
」
の
誤
解
か
ら
「
密
教
と
禅
」
と
い
う
玉
が
落
ち
た
。 

 



「
密
教
と
禅
」。 

松
岡
さ
ん
は
早
速
、
密
教
と
禅
の
臨
界
面
に
立
つ
大
好
き
な
明
恵
上
人
を
挙
げ
、
次
い
で
天
台
智
顗
の
『
摩
訶
止
観
』、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
「
空
」

「
仮
」「
中
」
の
「
三
諦
」
を
挙
げ
、
中
国
の
華
厳
で
澄
観
の
弟
子
宗
密
が
「
有
教
無
観
」
の
華
厳
か
ら
禅
へ
向
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
江
戸
時
代

の
律
僧
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
学
僧
で
も
あ
っ
た
慈
雲
飲
光
の
「
禅
は
即
心
即
物
、
真
言
は
即
身
成
仏
」
を
挙
げ
る
。
松
岡
さ
ん
の
言
う
意
味
で

の
「
密
教
と
禅
」
に
は
少
々
本
格
性
と
説
得
力
に
欠
け
る
が
、
そ
れ
は
「
そ
れ
な
り
に
難
問
の
ま
ま
な
が
ら
」
と
自
覚
し
て
い
る
。 

ち
な
み
に
空
海
は
、
長
安
の
留
学
中
に
中
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
禅
を
実
際
に
見
て
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
に
、
ま
っ
た
く
禅
に
は
見
向
き

も
し
な
か
っ
た
。
頓
悟
で
も
漸
悟
で
も
、
空
海
の
「
発
心
す
れ
ば
即
ち
到
る
」
に
は
サ
ト
リ
の
速
さ
で
及
ば
な
か
っ
た
し
、「
言
語
道
断
」「
不
立

文
字
」
も
、
空
海
の
「
法
身
説
法
」「
声
字
実
相
」
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。 

 

本
題
の
「
二
経
一
論
八
箇
の
証
文
」
で
あ
る
。 

 

冒
頭
、
小
乗
や
大
乗
の
顕
教
は
永
遠
に
近
い
長
い
修
行
の
果
て
の
「
三
劫
成
仏
」
を
言
う
が
、
密
教
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
、
と
。 

①
『
金
剛
頂
経
』
が
言
う
、
大
日
如
来
の
三
摩
地
を
修
す
る
者
の
「
仏
菩
提
」。 

②
凡
夫
・
衆
生
が
法
身
大
日
が
説
く
教
え
に
出
会
っ
て
、
こ
れ
を
昼
夜
四
時
に
精
進
し
て
修
す
れ
ば
成
就
す
る
「
正
覚
」。 

③
勝
義
に
よ
っ
て
修
す
れ
ば
、
現
世
に
成
就
す
る
「
無
上
覚
」。 

④
自
身
が
「
金
剛
身
」
と
な
る
（『
金
剛
頂
瑜
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』）。 

⑤
「
身
秘
密
」。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
身
を
捨
て
ず
し
て
神
境
通
を
逮
得
し
、
大
空
位
に
遊
歩
し
て
、
而
も
身
秘
密
を
成
ず
」（『
大
日
経
』
悉
地
出

現
品
第
六
）。 

⑥
「
悉
地
」。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
生
に
お
い
て
悉
地
に
入
ら
ん
と
お
も
は
ば
、
そ
の
所
応
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
思
念
せ
よ
」（『
大
日
経
』
真
言

行
学
処
品
第
七
）。 



⑦
「
即
身
成
仏
」。
す
な
わ
ち
、「
真
言
法
の
な
か
に
の
み
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
、
是
れ
三
摩
地
の
法
を
説
く
。
諸
教
の
な
か
に
お
い
て
闕
し
て

書
せ
ず
」（
伝
龍
樹
作
『
菩
提
心
論
』）。 

⑧
「
大
覺
の
位
」。
す
な
わ
ち
、「
も
し
人
仏
慧
を
求
め
て
、
菩
提
心
に
通
達
す
れ
ば
、
父
母
所
生
の
身
に
、
速
や
か
に
大
覺
の
位
を
証
す
」（『
菩

提
心
論
』）。 

  

＊
空
海
は
、
成
仏
と
は
仏
菩
提
で
あ
っ
て
正
覚
で
あ
っ
て
無
上
覚
で
あ
る
と
い
う
等
式
を
ま
ず
提
示
し
た
。
そ
の
等
式
は
ま
だ
つ
づ
く
。
そ
れ

は
ま
た
「
金
剛
身
」
と
い
う
も
の
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
つ
い
に
「
身
秘
密
」
を
完
成
さ
せ
る
と
主
張
す
る
。「
即
身
成
仏
＝
仏
菩
提
＝
正

覚
＝
無
上
覚
＝
金
剛
身
」
＝
「
身
秘
密
」
と
い
う
関
係
だ
。
こ
こ
で
先
ほ
ど
例
に
出
し
た
「
こ
の
身
を
捨
て
ず
し
て
、
神
境
通
を
逮
得
し
、

大
空
位
に
遊
歩
し
て
、
而
も
身
秘
密
を
成
ず
」
と
言
う
『
大
日
経
』
の
一
句
が
紹
介
さ
れ
る
。 

 

「
大
空
位
に
遊
歩
す
る
」
と
は
、
マ
ル
チ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「G

ela
ssen

h
eit

」
や
禅
の
「
放
下
」
に
似
て
い
る
が
、
密
教
（『
大
日
経
』）

は
身
体
を
放
棄
し
な
い
。
空
海
曰
く
「
大
空
位
と
は
、
法
身
は
太
虚
に
同
じ
で
無
碍
な
り
」「
衆
象
を
含
じ
て
常
恒
な
り
、
故
に
大
空
と
い
う
」。

松
岡
さ
ん
は
、
そ
こ
に
身
体
を
持
ち
込
む
の
だ
と
。
何
も
な
無
礙
の
場
所
に
身
体
を
持
ち
込
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
空
海
曰
く
「
そ
の
身
体

を
法
身
す
な
わ
ち
大
日
如
来
の
三
密
と
同
化
す
れ
ば
よ
い
」
と
。
し
か
し
誰
も
が
容
易
に
大
日
如
来
と
同
化
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

そ
れ
を
「
身
秘
密
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
後
半
、
有
名
な
「
二
頌
八
句
」
で
あ
る
。 

  
 

１ 

六
大
無
礙
常
瑜
伽 

 

六
大
無
礙
に
し
て
常
に
瑜
伽
な
り 

 
 

２ 

四
種
曼
荼
各
不
離 

 

四
種
曼
荼
各
々
離
れ
ず 



 
 

３ 

三
密
加
持
速
疾
顕 

 

三
密
か
じ
す
れ
ば
速
疾
に
顕
わ
る 

 
 

４ 

重
々
帝
網
名
即
身 

 

重
々
帝
網
な
る
を
即
身
と
名
づ
く 

 
 

５ 
法
然
具
足
薩
般
若 

 

法
然
に
薩
般
若
を
具
足
し
て 

 
 

６ 

心
数
心
王
過
刹
塵 

 

心
数
心
王
刹
塵
に
過
ぎ
た
り 

 
 

７ 

各
具
五
智
無
際
智 

 

各
々
五
智
無
際
智
を
具
す 

 
 

８ 

円
鏡
力
故
実
覚
智 

 

円
鏡
力
の
故
に
実
覚
智
な
り 

 

松
岡
さ
ん
の
解
説
。 

１ 

地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
の
六
大
が
溶
融
し
て
永
遠
で
あ
る
。 

２ 

四
種
類
の
マ
ン
ダ
ラ
が
互
い
に
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
る
。 

３ 

そ
の
中
で
わ
れ
わ
れ
と
仏
と
の
間
の
三
密
が
応
じ
あ
う
時
、 

４ 

あ
ら
ゆ
る
身
体
が
帝
網
の
球
さ
な
が
ら
に
照
射
し
あ
っ
て
「
無
碍
」
と
い
う
即
身
性
を
発
揮
す
る
。 

５ 

あ
り
と
し
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
薩
般
若
（
一
切
智
）
が
そ
な
わ
り
、 

６ 

そ
れ
は
す
べ
て
の
人
々
の
心
数
心
王
（
心
）
に
お
い
て
も
「
無
数
」
に
及
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、 

７ 

そ
こ
に
は
五
智
も
無
際
智
も
あ
ま
ね
く
「
輪
円
」
に
達
し
て
い
る
は
ず
で
、 

８ 

そ
の
智
慧
を
も
っ
て
す
べ
て
を
鏡
の
よ
う
に
照
ら
し
出
せ
ば
、
か
な
ら
ず
や
お
の
ず
か
ら
「
真
理
」
に
め
ざ
め
る
。 

 

こ
れ
に
松
岡
さ
ん
は
、
密
教
学
的
な
註
釈
を
加
え
る
。
松
岡
さ
ん
に
し
て
は
珍
し
く
か
な
り
専
門
性
に
富
ん
だ
解
釈
で
、
空
海
密
教
を
知
ら
な

い
人
に
は
余
計
わ
か
ら
な
い
。
私
な
り
に
補
え
ば
、 

 



１ 

広
い
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
元
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
六
大
」
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
と
識
）
で
、
「
六
大
」

は
そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
に
か
か
わ
り
合
い
（
相
即
相
入
し
て
）
、
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
自
体
で
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
（
無

自
性
・
空
）
。
無
垢
清
浄
な
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
こ
の
「
六
大
」
を
元
と
し
て
存
在
す
る
（
六
大
能
生
）。 

２ 

そ
の
「
六
大
」
が
生
み
出
し
た
（
六
大
能
生
の
）
マ
ン
ダ
ラ
に
、
「
大
（
現
図
）
マ
ン
ダ
ラ
」
と
「
法
（
種
字
）
マ
ン
ダ
ラ
」
と
「
三
昧
耶

（
象
徴
）
マ
ン
ダ
ラ
」
と
「
羯
磨
（
所
作
）
マ
ン
ダ
ラ
」
と
い
う
四
種
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
四
種
は
本
質
的
に
一
つ
の
も
の
で
あ
り
、

仏
尊
等
の
表
現
方
法
が
ち
が
う
だ
け
で
あ
る
。 

３ 

そ
の
マ
ン
ダ
ラ
の
仏
尊
の
ど
れ
か
一
つ
を
選
び
（
結
縁
）
、
そ
の
仏
尊
の
「
印
」
を
自
分
も
結
び
、
そ
の
仏
尊
の
「
真
言
」
を
唱
え
、
そ
の

仏
尊
の
す
が
た
を
自
分
の
心
中
に
観
想
し
て
、
自
分
と
そ
の
仏
尊
と
が
一
体
と
な
っ
て
感
応
し
合
え
ば
（
三
密
加
持
）、
自
分
の
身
体
が
そ
の

仏
の
仏
身
と
等
し
く
な
っ
た
状
態
が
瞬
時
に
顕
わ
に
な
る
。 

４ 

そ
の
「
三
密
加
持
」
の
境
地
と
い
う
も
の
は
あ
た
か
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
の
雷
神
イ
ン
ド
ラ
天
の
稲
妻
の
網
の
如
く
、
帝
釈
天
（
イ
ン
ド
ラ
天
が

転
じ
た
仏
教
の
護
法
神
）
の
宮
殿
の
か
ざ
り
網
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
宝
石
が
、
互
い
に
照
ら
し
合
う
の
と
同
じ
く
（
重
々
帝
網
）、
マ
ン
ダ
ラ

の
仏
尊
と
「
重
々
帝
網
」
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
即
身
」
と
言
う
の
で
あ
る
。 

５ 

そ
の
境
地
に
お
い
て
は
、
さ
な
が
ら
に
、
仏
の
智
慧
（
一
切
智
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
・
現
象
が
無
自
性
・
空
で
あ
る
と
見
抜
く
智
慧
）
が
心
に

具
わ
り
、 

６ 

六
識
（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
）
や
八
識
（
六
識
に
、
自
我
意
識
の
末
那
識
と
根
本
識
と
し
て
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
加
え

た
も
の
）
と
い
っ
た
認
識
主
体
（
心
王
）
や
、
そ
れ
に
相
応
す
る
認
識
作
用
（
心
数
）
は
無
限
で
あ
る
が
、 

７ 

そ
の
各
々
に
、
大
日
如
来
の
五
智
（
法
界
体
性
智
・
大
円
鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
）
や
そ
の
他
の
限
り
な
い
仏
の
智
慧

が
具
わ
っ
て
い
る
。 

８ 

そ
れ
ら
仏
の
智
慧
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
鏡
に
映
る
よ
う
に
、
行
者
の
心
の
大
き
く
丸
い
鏡
に
映
し
出
さ
れ
る
真
実
の
智
慧
で
あ
る
。 

 



こ
れ
な
ら
少
し
は
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。 

 
こ
こ
か
ら
は
、
松
岡
さ
ん
が
い
つ
も
問
題
に
し
て
い
た
「
即
身
」
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

松
岡
さ
ん
は
よ
く
、
高
野
山
大
学
創
立
百
周
年
記
念
に
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
高
野
山
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
（「
即
身
」
ー
人
間
の
可
能
性

を
求
め
て
）」
の
総
合
企
画
と
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
担
当
し
た
際
、
「
即
身
」
を
英
語
で
ど
う
表
現
す
る
か
、
種
々
検
討
し
て
、
私
の
記
憶
に
ま
ち
が

い
が
な
け
れ
ば
で
あ
る
が
、「in

 th
is ex

iste
n

ce

」
と
し
た
と
言
っ
て
い
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
カ
プ
ラ
・
ワ
ト
ソ
ン
や
松
長
有

慶
先
生
と
議
論
を
重
ね
た
の
だ
ろ
う
。
松
岡
さ
ん
は
こ
の
「
即
身
」
と
い
う
言
葉
の
概
念
に
相
当
苦
労
を
し
た
よ
う
だ
。
空
海
が
自
明
の
こ
と
の

よ
う
に
し
て
、
は
っ
き
り
言
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

  

『
金
剛
頂
経
』
で
は
、「
釈
迦
の
成
道
」（
菩
提
寺
下
で
サ
ト
リ
を
得
た
こ
と
）
を
、
一
切
義
成
就
菩
薩
（
釈
迦
）
の
「
仏
身
円
満
」（
宇
宙
法
界

に
遍
満
す
る
一
切
の
如
来
た
ち
が
そ
う
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
私
も
あ
る
＝
金
剛
界
如
来
と
な
っ
て
金
剛
界
会
の
如
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

相
入
（
瑜
伽
）
す
る
）
と
い
う
場
面
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
釈
迦
の
成
道
を
密
教
は
こ
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
こ
と
を
空
海
は
租
借
し
て
「
二
頌
八
句
」
で
言
い
換
え
て
い
る
。
松
岡
さ
ん
は
や
は
り
「
即
身
」
が
お
気
に
入
り
で
、
こ
う
結
ん
で
い
る
。 

 

＊
互
い
の
宝
珠
が
互
い
に
鏡
映
し
あ
っ
て
い
る
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
自
体
と
し
て
「
即
身
」
と
と
ら
え
た
思
想

的
直
感
は
、
世
界
哲
学
史
に
お
い
て
も
と
く
に
傑
出
す
る
も
の
だ
。
そ
こ
に
は
現
代
科
学
の
最
先
端
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
さ
え
先
取

り
さ
れ
て
い
る
。 

 

＊
「
帝
網
の
イ
メ
ー
ジ
」
は
、
密
教
的
生
命
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
空
海
は
そ
れ
だ
け
で
満
足
し
た
の
で
は

な
い
。
そ
の
「
帝
網
の
イ
メ
ー
ジ
」
が
身
体
の
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
リ
ズ
ム
と
同
調
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。 

 



宗
祖
大
師
の
「
重
々
帝
網
名
即
身
」
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
の
「
ホ
ロ
ン
」（
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
）
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ス
・

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
「
有
機
体
論
」
に
千
年
以
上
も
先
ん
じ
て
い
た
。『
空
海
の
夢
』
を
書
い
た
頃
の
松
岡
さ
ん
は
、
と
く
に
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の

「
有
機
体
論
」
に
は
ブ
ギ
ウ
ギ
だ
っ
た
。 

  

こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
と
く
に
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
『
訳
注 

即
身
成
仏
義
』『
即
身
成
仏
義
』（『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
二
巻
）、

そ
し
て
『
空
海
の
夢
』、
そ
の
著
者
で
そ
れ
ぞ
れ
親
交
を
い
た
だ
い
て
き
た
松
長
有
慶
先
生
・
松
本
照
敬
師
・
松
岡
正
剛
さ
ん
、
そ
ろ
っ
て
あ
っ
と

い
う
間
に
惜
別
の
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
は
た
だ
、
瞑
目
し
て
感
謝
・
合
掌
す
る
の
み
で
あ
る
。 

   

令
和
六
年
師
走 

納
め
の
大
師
の
日 

草
学
道
人 

 

長
澤
弘
隆 


